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蜜愛婚～極上御曹司とのお見合い事情～










プロローグ




　三月吉日、東とう京きょう郊外の瀟しょう洒しゃなホテル。梅の花が咲きこぼれる日本庭園に臨むロビーラウンジで、私はもうかれこれ二十分も座ったまま、正面の壁にかけられているタペストリーのほつれを凝視していた。背筋を伸ばしているのは、母が朝から数時間もかけて着付けてくれた着物の帯を潰さないためでもあるけれど、あまりにきつく締め上げられて身体が曲げられないせいでもある。

　目の前のコーヒーカップはすでに空になっている。緊張のあまり、待ち人が来る前に飲み干してしまったのだ。

「お客さま。コーヒーのお代わりはいかがでしょうか」

「いえ、のちほどいただきます」

　気遣うように声をかけてきたラウンジスタッフに余裕の笑顔を装ってみたけれど、約束の時間の三十分も前からスタンバイしている食いつきぶりが恥ずかしい。土曜の昼間にこんな派手な着物姿でかしこまって座っていたら、今からお見合いですと宣言しているようなものだ。

　夜会巻きに結い上げた髪が崩れていないか左手で確かめてから、ラウンジスタッフの視線に気づき、軽く咳払いをして座り直した。

　華やかな花文様を鏤ちりばめた加賀友禅は母の実家で大切に受け継がれてきた作家もので、我が家が所有する着物のなかで最も高価だという。母がこの着物を選んだのは、経済的余裕と格式を目一杯強調したいという見栄なのだ。まあ、二十七歳という年齢には、振袖が微妙だということもあるのだけど。

　脳内では母の言葉が呪じゅ詛そのように回り続けている。

『絶対に粗相のないように。このお見合い、必ず決めてきてちょうだい。白しら川かわ家の運命は乃の梨り子こにかかってるのよ』

（わかってる。わかってるわよ）

　母の気合いにより、キリキリに締め上げられた胴体でなんとか呼吸しながら、心の中で言い返した。母に言われなくとも、実は私自身もこの縁談にかなり乗り気なのだ。

　お見合いの相手は、私が勤務する橘たちばなホテル東京の営業企画部長、橘たちばな恭きょう平へいだ。私の直属の上司でもある。

　彼が社内でプリンスと呼ばれているのは、甘く優しい端整な顔立ちと気品あふれる物腰のせいだけではない。橘ホテルグループ社長の甥である彼は、次期社長と目されているサラブレッドなのだ。直系血族ではない彼がそのような期待を背負うのは、現社長が子宝に恵まれず嫡ちゃく男なんがいないせいらしい。そのため橘部長は、女性社員たちの注目の的となっている。

　そんな彼と、しかも上司である彼と、どうして私がお見合いすることになったのか。

　私の実家は代々造園業を営んできたが、曾祖父の代に『白川花壇』と社名を掲げ、本格的に花か卉き販売業に乗り出した。得意とするのは、長く日本庭園を手がけてきた地盤を生かした和花だ。生け花ブームに乗り、一時は絶対的な隆盛を誇ったという。

　しかし「会社は三代目で潰れる」という定説通り、三代目社長の父のもと、業績ははかばかしくない。というより、そんな控えめな表現ではもはや足りない状況に陥っている。要するに火の車なのだ。

　原因は父が洋花事業を展開する際に無計画に販路を広げすぎたことにある。人材育成を伴わない販売拡大は品物の個性を消し、画一化へと傾く悪い流れを生んだ。古くからの顧客が離れ、腕のいいバイヤーも去っていくなかで新規事業も時代を読み違え、今は採算のとれない事業に体力を奪われている状態だ。

　そのなかで手堅い利益を確保していたのが、ホテルでの披露宴やパーティー向けの生花需要だったが、ここ数年になって新興のライバル社に取引先を次々と奪われ始めた。ここでようやく、それまで呑気だった父も危機感を抱いたらしい。

　しかし父が打った手はなんとも邪道で、最重要取引先である橘ホテルグループのひとつ、橘ホテル東京に娘の私を就職させることだった。先代社長の頃は橘家と白川家は親交があったが、最近は疎遠になっている。加えて新興ライバル社一族が橘家に接近しているという情報も入り、こちらも負けじと義理で固める作戦に出たのだ。しかし、ライバル社が橘ホテル大おお阪さかの大型契約をとりつけたことに焦った父は、両社の結びつきを不動のものにするため、橘社長に娘である私の縁談を世話してもらえないかと持ちかけたのだった。

　最初、私はこのお見合いを断固拒否していた。

『就職はともかく、結婚までお父さんの言いなりになるつもりはないわよ。そもそも白川がすべきことは経営改革であって、橘社長へのごますりじゃないでしょ』

　しかし私も邪よこしまなもので、父のひと言で考えはコロリと一変した。

『相手は橘恭平くんだぞ』

『えっ、橘部長なの!?』

　思わずがっつりと身を乗り出す。

『社長は相手の名前をはっきり出さなかったが、乃梨子が会えばすぐわかる、橘のエースで絶対に間違いのない男だと保証する、とおっしゃったんだ。だったら次期社長の橘恭平くんだろう』

　橘恭平という名前が出た瞬間から、私は父の話をほとんど聞いていなかった。正直、結婚相手が次期社長かどうかなんて私にはどうでもいい。彼は私の理想の男性であり、実は遠い記憶のなかの初恋の人なのだ。

『お互いによく知ってる間柄だから釣書は省略したい、ということらしい』

　隣では母も舞い上がっている。

『あら素敵じゃない！　僕自身を見て、ってことね』

　両親は知らないけれど、私は子供の頃に少年時代の橘恭平と一度だけ会ったことがある。そのときに交わした無邪気な約束は、淡い思い出として胸の奥にしまってきた。大人になり、就職して彼と再会しても、運命などと浮かれて筒井筒のような期待は抱かなかったし、彼も忘れていると思っていた。

　でもやっぱり、これって運命なのかもしれない。

　これまでの数年間、橘部長とは上司と部下の関係だった。たしかに私にはとても優しくしてくれるけれど、雲の上の人だし、特別な意味なんてないと思っていた。でもこうやってお見合いを受けてくれたということは、もしかしたらあのときのことを覚えていてくれたのかもしれない。そうでなくても私のことを憎からず思っていてくれて、それで機が熟すのを待っていたとか――。

「やだもう、橘部長ったら情熱的なんだから」

　思わず照れて両手で顔を覆ったときだった。

「白川乃梨子」

　いきなり頭上からフルネームで呼ばれ、私は椅子から浮くほど飛び上がった。明らかに橘部長の甘く優しい声ではない。こんな場所でまさかと思うけれど、聞き間違いでなければ、この声は――。

　恐る恐る顔を上げた私は再び飛び上がった。その〝まさか〟だったのだ。

「た、鷹たか取とり蓮れん司じ!?」

　不ぶ躾しつけにも心の中の声そのままに呼び捨てにしてしまい、慌てて口を押さえる。

　通った鼻筋に知性が漂う切れ長の目。引き締まった長身の体躯。額にさらりと落ちる黒髪。

　そこに立っていたのは嫌味なほど完璧なルックスを持つ男、ホテル事業統括部長の鷹取蓮司だった。彼は女性社員の人気を橘部長と二分している。

　しかし私は、顔を見るだけで胃がおかしくなるぐらい彼が苦手だ。原因は出会いにさかのぼるのだけど、とにかく嫌味ったらしくて尊大なのだ。腹立たしいことに、それはなぜか私ピンポイントで発揮される。

「お疲れさまです」

　きっと仕事かなにかで偶然通りかかったのだろうと思い、早く立ち去ってくれることを願いつつ澄まして会釈した。

「ああ、お疲れ」

　ところが鷹取蓮司は、立ち去るどころか断りもなく私の正面の席に悠々と腰を下ろし、長い脚をゆったりと組んだ。彼の行動に面食らう。

「申し訳ありませんが、その席にもうすぐ人が来るんです」

　約束の時間まであと五分しかない。一刻も早く追い払わなければ、人生と家運をかけたお見合いが台なしになってしまう。

「えらくめかし込んだな」

　私の言葉が聞こえているのかいないのか、彼はメニューを開きながら意地の悪い顔でニヤリと笑った。露骨に馬鹿にされ、私の鼻の穴が膨らむ。

　こんな場所で着物を着て〝めかし込んで〟いたのでは、お見合いだということは言わずともばれているだろう。面白がっているに違いない。

「よく似合ってる」

　メニューに目を落としたまま、彼はわざとらしく取ってつけたように言った。

「ほかに席が空いてるじゃないですか」

　彼はそれには答えず、やって来たラウンジスタッフにコーヒーをひとつと、カフェオレをデカフェで作るよう頼んだ。

「ミルクたっぷりで」

「承知いたしました」

　彼が待ち人の分までオーダーするのを聞き、さすがに慌てた私は恥を忍んで訴えた。

「あの、私はこれから大事なお見合いがあるんです」

「俺も見合いだ」

「え？」

　女性に不自由していなさそうな彼に、お見合いという言葉はあまりに似合わない。一瞬きょとんとしたあと、私は再び臨戦態勢に戻った。

「それはそれはおめでたいことでなによりなんですけれども、お見合いって相席するものではないと思うんです」

　私の抗議を聞いた彼は愉快そうな表情を浮かべて腕を組み、片方の眉を上げた。

「伝わってないか？　お互いによく知っている間柄だから釣書は省略したい、と」

　顔から血の気が引いていく。

「まさか……」

「そのまさか、だな」

　ゆったりと構える彼の顔をまじまじと見つめ返す。何度目をこすってみても、目の前の悪夢のような光景は変わらなかった。

「いや、だって、私は橘部長だと……」

　ショックのあまり、無礼な文句が口から漏れた。

「残念ながら勘違いだろうな。社長のご指名は俺だ」

　鷹取蓮司はまったく残念だとは思っていない表情で笑った。

「そんな……」

　絶対に断ることは許されない、家業の存続をかけたお見合いの席。

　そこに現れたのは、この世で最も苦手な男だった。
















第一章










黒歴史の男




　鷹取蓮司との出会いは四年前にさかのぼる。当時、大学で経営学を学んだあと白川花壇で経営の建て直しを模索していた私は、父のたっての頼みで橘ホテル東京の中途採用試験を受けていた。橘ホテルグループに取り入ろうとする父の短絡的な手段に納得はいかなかったけれど、長期計画を待っていられない白川花壇の経営状態も理解していた。大学を出たばかりの私には、傾いた会社を建て直すだけの能力も経験もなかったのだ。

　でも打算や義務感だけでなく、実際に花が生かされている現場、そして一流企業の経営術やスピリッツを内部で学びたいという真剣な思いもあった。

　慣れないリクルートスーツに身を包み、プレッシャーで胃をきりきりさせながら一次面接に臨む。そのときの面接官が鷹取蓮司だった。

『白川乃梨子と申します。よろしくお願いいたします』

　お辞儀からぎこちなく顔を上げた私を、彼は数秒間見つめたあと、口元だけの微笑を浮かべた。

『白川花壇のお嬢さまですね。いつも弊社がお世話になっております』

　言葉遣いは丁寧だ。なのに彼の顔を見た瞬間、胸がざわついた。いいざわつきなのか不穏なざわつきなのかはわからない。どちらかといえば悪いほう――「お嬢さま」という言葉にどこか冷ややかさが含まれている気がした。

　その直感は的中した。

『志望動機は？　なぜ家業に入ってわずか一年で弊社を受けられたのですか？』

　冒頭から痛い部分に厳しく切り込まれる。

『ホテルの仕事に前から興味がありました。たくさんの人の人生に彩りを添えるお手伝いができることが魅力だと思っています。花の仕事と精神は一緒です』

　しどろもどろになりながら必死に答える私を、彼は表情を変えずに眺めている。彼の目は冷徹で、まるでＸ線のように相手を見透かす鋭さがあった。

『ならばなぜ、花卉販売業のままでいなかったのですか？』

『それは……』

　一瞬ひるんだ私を見て彼は微かすかに笑い、手元の資料をめくった。

『失礼ながら、白川花壇の最近の業績は下降に歯止めがかからない状況だとお見受けしています。あらためてお訊きします。本当の目的は？』

『…………』

　嫌味ったらしく「志望動機」から「本当の目的」に表現を変えられた時点で、ああもうこの面接はだめだなと悟った。なにか適当な返答でこの場を取り繕って退出しようと思ったときだった。

『ご気分を害されたなら申し訳ありません。私の職務には、社にたかるいろいろな思惑から社を守ることも含まれるので』

　それを聞いた私はすっくと立ち上がった。

　たかる、ですって？

　図星ではあったけれど、あまりの無礼さに激怒していた。

　申し訳ありません、ですって？

　謝る気のない謝罪文句ほど不愉快なものはない。

　私は立ったまま、正面に座る彼の目を真っすぐに見据えた。

『それなら黙って落とせばいいことではありませんか？』

　そう言い放つと深々とお辞儀をした。

『失礼いたします』

　背を向け、毅然と顔を上げて出口に向かう。

　言うべきことは言った。プライドも守った。礼も失さなかった。敗軍として、ここまでは立派だった。

　しかしあと一歩でドアに着くという最後の最後で、ヒールの靴に慣れていない私は派手に足首をひねって転倒してしまったのだ。

『大丈夫ですか？』

　立ち上がったらしい椅子の音とともにそんな声が背後から聞こえたけれど、私は彼に一瞥もくれなかった。

『大変失礼いたしました』

　バッグを掴んで立ち上がり、威厳を保って――少なくとも自分ではそのつもりで――部屋を出る。本当は叩きつけたかったけれど楚そ々そとドアを閉め、そこからは足を引きずりながら猛然とホテルから飛び出した。

　こんなホテル、二度と来るものですか。あんな男がいる会社なんてこっちから願い下げよ！

　しかし、鼻息荒く帰途についた私の勢いはしだいに萎しぼみ始める。

　お父さん、ごめん……。私、役に立てなかった。いや、それで済めばいいけれど、ついに橘ホテルグループから白川が切られてしまうのかもしれない……。

　帰宅してみるとスカートのスリットが裂けていた。転倒後〝威厳を保って〟退出した私のうしろ姿はさぞ滑稽だったことだろう。自分の無様さをあらためて思い知り、また落ち込んだ。

　ところが二日後、面接の顛末を両親に言えずに部屋で悶々と膝を抱えていた私のところに、母が受話器を握って大喜びでやって来た。

「乃梨子！　一次面接合格ですって！　かなりの倍率だったらしいわよ」

　それからはトントン拍子に進み、あっという間に最終面接も通過したのだった。あんな会社は願い下げだと言っていたくせに私も単純なもので、採用が決まったときは飛び上がるほどうれしかった。面接のたびに目にするホテルの雰囲気にすっかり魅了されてしまったのだ。

　あの無礼な面接官は、あれきり見ていない。人事なんて、どうせこの先は顔を合わせることもないだろう。

　ところが初出勤の日、敵は姿を現した。

「ご入社おめでとうございます」

　人事部の一室で配属先の通知を待つ私のもとにやって来た彼の腕には、作業着一式。

「申し訳ありませんが、中途で入社いただいた白川さんには研修がありません。ホテルの仕事がどのようなものか、数カ月をかけて実地に学んでいただきます」

　私の最初の仕事は客室清掃だという。彼は微笑を含んだ目で私の反応を見守っている。どうせ〝白川のお嬢さま〟は拒否するだろうと、高をくくっているに違いない。

「わかりました」

　私は彼を見つめ返し、にっこりと微笑んだ。こうなったら意地でもこのホテルに居座ってあげる。この男は知らないのだ。両親に内緒だったから履歴書にも書いていないけれど、私は学生時代に生花卸売市場でアルバイトをしていた。お望みならば掃除でもなんでもやってみせようではないか。

　それからというもの、私は毎日バスタブを磨き、汚れたタオルを取り替え、巨大なベッドのシーツと格闘した。それを三カ月続けたあとはセントラル厨房の洗い場で皿洗いをし、それからリネン室でクリーニング作業に勤しんだ。

　手は荒れるし腰は痛めるし、仕事はなかなかハードだ。でも私はそれらの仕事が結構気に入っていた。なにしろ同僚たちが最高なのだ。嫉妬と策略が絡み合う社交界と比べ、労働者たちの清すが々すがしさと逞たくましさといったらない。社会を支えているのは彼らの力なのだと思う。

　とはいえ、両親にはそうした裏方修業をしていることは一切言わなかった。辞めてしまいなさいと言われるのが嫌だったからだ。また、私が白川花壇の娘であることも周囲に言わなかった。知っているのは同い年で実習仲間の楠くす田だ真ま帆ほだけだ。リネン室実習が入れ替わりだった彼女とはとても気が合った。

　仲間に恵まれ仕事は面白かったけれど、鬱陶しいことに鷹取蓮司は、その存在をようやく忘れた頃に職場に現れては嫌味を投下していく。

「あらぁ乃梨子ちゃん、もう目をつけられたんね？」

　のんびりした上じょう州しゅう弁の主は社内一の情報通、リネン室の小こ舟ぶねさんだ。もう六十を過ぎたおばちゃんだけど私よりガンガン動くし、重いシーツの束も軽々と投げる。

「鷹取部長は陰で秘密警察って呼ばれてるらしいよ。人事もホテル事業も全般見てるの。目をつけられた人は必ず退職に追い込まれるんだって」

　ちょうどリネン室に立ち寄っていた真帆が隣から情報を追加する。真帆はなぜか私より早く実習から解放され、今は鷹取蓮司が率いるホテル事業統括部にいる。

「背中にも目がついとるって噂だがね」

「うわぁ……」

　拒絶反応で私は思わず顔をしかめた。そうなれば白川花壇に戻れるのだけど、まだ辞めたくない。少なくともあの男にクビにされるのは癪しゃくに障さわる。

「でもあんないい男になら逮捕されるのも悪くねぇべ？」

「そうだよねー」

　真帆と小舟さんは橘派ではなく鷹取派なのだ。

　こうして同僚やパートのおばちゃんたちと親交を深めながら、半年かけて裏方修業を終えると、表の仕事に変わった。といってもやはり身体が資本、バンケットでの給仕係だ。分厚い絨じゅう毯たんの上、ヒールの靴で何時間も続く立ち仕事に、私の脚は毎日パンパンにむくんだ。

「こけるなよ」

　立食パーティーでカクテルをのせた銀盆をカタカタいわせながら運んでいると、耳元に低い声が落とされた。会場内をチェックしながら去っていく長身のスーツの背中を睨みつける。面接試験で私がこけたことをあてこすっているのだ。

　そうしていろんな部門を回り、入社から一年が過ぎた頃、私はかねてから希望していた営業企画部へと異動になった。披露宴やパーティーなどバンケットをプランニングする仕事だ。ようやく花が活躍する現場に関われることになったのだ。

　この昇格には橘部長の口添えがあったと、小舟さんから聞かされた。

「もう一年にもなるのにいつまでも実習でこき使うのは酷だがね？　橘部長が自分のところにくれって人事に口出ししたんだと」

「橘部長、素敵だわぁ」

　うっとりと宙を眺める私の横では、サラリーマンたちがすごい勢いで蕎麦をすすっている。ここは駅なかの立ち食い蕎麦屋で、仕事仲間たちとたまに寄って帰る。娘のこんな姿を母が見たら卒倒するだろう。

「結婚するなら橘部長みたいな人がいいなぁ」

　あんな素敵な人と結婚できるなら、もっと上品なお嬢さまになる。部屋でこっそりカップ酒を飲むのはやめるし、好物のイカゲソも我慢できる。……はずだ。

「甘ったるい男よりクールな男のほうがよぐねが？」

「クールな男って鷹取部長のこと？」

「それ以外に誰がおるんね」

　隣のサラリーマンが私たちを不思議そうにちらちら見ている。親子以上に年齢差のある女ふたりがこんな話で盛り上がっているのは、なかなかシュールだろう。

「人生終わる前に、一度はああいうセクシーな男に抱かれてみてぇもんだな」

　人目をはばからぬ大胆発言が飛び出し、私は盛大に吹いた。

「私は絶対にないわ！」




　あんな無礼な陰口を叩いたから天罰が下ったのだろうか？

　どうやら私はその「絶対にない」男と、拒否権なしのお見合いをするという状況に陥っているらしい。現実を受け止めきれない頭で、コーヒーを飲む目の前の男を茫然と眺める。

「ロビーの照明デザインが少々古いな」

　なにやら難癖をつけているところを見ると、彼が橘系列のこのホテルを待ち合わせに指定してきたのは視察も兼ねていたようだ。

「庭園はいい。どの季節でも映える」

　彼にしては珍しく褒めているので、私はぼんやりと窓の外に視線を転じた。

　このホテルの日本庭園は、実は祖父の代に白川花壇が手がけたものだ。彼はおそらく知らないだろう。あの当時は白川にまだ腕のいい職人さんがたくさん残っていて、造園業も盛んにやっていた。今は別の業者が管理しているはずだ。

「一朝一夕では積めない技術があるんだな」

　この庭園をどこが手がけたかを知ったら、彼の評価はどう変わるだろう？　彼の横顔に移していた視線を再び窓の外に向けた。

　このホテルが建てられる前、この辺り一帯は野原だった。春になると一面に白しろ詰つめ草くさの花が咲き、近くにある母の実家に滞在中はよく抜け出して、ここで遊んだものだ。年寄りに囲まれて育ったひとりっ子で従姉妹もあまりいなかったから、ひとり遊びに慣れていた。そこで少年時代の橘部長と出会ったのだ。

「熱いうちに飲めよ」

　正面から聞こえた声で、私は回想から現実に戻った。

　私の目の前にはカフェオレが置かれている。先ほど彼がオーダーした「ミルクたっぷり、デカフェ」のオーダーは私のためだったらしい。早すぎる時間に来た私には二杯目なので、デカフェは正直ありがたかった。

　熱いカフェオレに口をつけ、ふと考える。

　今日はお見合いだから相手に合わせる意味でコーヒーをオーダーしたけれど、カフェインに弱い私は普段もっぱらカフェオレを飲む。まさかそれを知っていての気遣いだろうか？

　ところが、そんなおめでたい幻想は一瞬で終わった。彼は私の着物をしげしげと眺め、フンと笑ってこう言い放ったのだ。

「残念だったな」

　彼の視線を辿って自分の右肩を見た私の顔が真っ赤になった。母がこの着物を選んだ決め手――花文様のひとつに橘の花が描かれているのだ。橘家へのごますりであり、縁起担ぎでもある。

「どうしてこんな手違いが？」

　一時のショック状態から復活した私は抗議を始めた。

「さあ？　釣書を省略された時点で疑うべきだったな」

「まさか、わざとそう仕向けたんですか？　橘部長だと思わせるように」

「人聞き悪いな。橘部長の名前は一切言っていないはずだ。白川サイドで起きた勘違いだろう」

「…………」

　父が言ったことをよくよく思い返してみた私は沈黙した。

〝社長は相手の名前をはっきり出さなかった〟

　たしかに……。

　あのときの白川家の盛り上がりを思い出し、穴があったら入りたくなった。

　恥ずかしい。親子揃って、本当に恥ずかしい。

　苦し紛れにひたすらカフェオレを飲み続ける。

「で、橘部長との見合いだと思って張り切ってやって来たわけだな？」

　わかりきったことをわざわざ言わなくたっていいじゃないの。空になってしまったカフェオレのカップを置き、開き直って彼を見据える。

「その通りです。精いっぱいめかし込んでね」

　挑戦的に顎を上げた私の顔面に飛んできたのは、四年前の黒歴史を彷彿とさせる嫌味だった。

「目的は？」

　また出た、この質問。私のことを打算的な女だと思っているならそれで結構だ。

　負けじと私も四年前と同じ調子で応戦した。

「わかってるなら、話があった段階で断ればよかったじゃないですか」

　彼の唇の端がおかしそうに持ち上がる。

「それは無理だろう。白川花壇は古くからの付き合いがある大切な取引先だ」

　よく言うよ白々しい、と内心で毒づいた。どうやら彼は私のほうから断るように仕向けたいようだ。

　そこで私はあることに気づいた。

　このお見合いは彼の罠かもしれない。彼は私の非礼を誘うことで、橘ホテルグループから白川花壇を排除するつもりなのだ。

　そうはさせるものですか。

　私はお嬢さまらしく悠然と微笑んだ。

「たしかに、結婚はビジネスですものね」

　社にたかる小バエを追い払うのが職務なら、きっとこんな台詞せりふを言ってのける女は大嫌いだろう。

　どうよ、と期待して彼を見たけれど、彼は表情ひとつ変えずにコーヒーを飲んでいて、なんの反応もない。

　焦った私は手っ取り早くこの話の収拾に入った。

「とにかく形だけは会ったわけだし、これで義理は果たせましたよね？　フィーリングが合わないとかなんとか適当に理由をつけて、お互いに……」

「いや、どうするかな」

　彼は腕組みをしてニヤリと笑った。手のひらで好きに転がされている感じがなんとも癪に障る。

　彼を睨みつけたあと、あちらから断らせる作戦を必死に考えながら、沈黙凌しのぎに水を飲む。でも着付けが強すぎるところに水分を摂りすぎたせいで、気分が悪くなってきた。

「顔色が悪いな」

「そっちが怒らせるからじゃないですか」

「応戦する元気はあるみたいだな」

　彼は笑って立ち上がり、「すぐ戻る」と言い残してラウンジから出ていった。

　どこに行ったのだろう？　これからどうするのだろう？　早く帰って着物を脱ぎたい……。

　でも、ここから家までかなり道のりがあることを思うと気が遠くなる。電車や車に乗ると余計に気分が悪くなりそうで、その前に少しだけでも横になりたかった。

「立てるか？　出よう」

　戻ってきた彼が私の腕を取り、立ち上がらせた。

「お会計は？」

「済んでる」

「あの、ご、ごちそうさまでした」

　なんとも無愛想な横顔にしおらしく頭を下げた。でもたったそれだけの動きですら目が回り、ふらついてしまう。敵に頼りたくはないけれど、今は私を支えてくれている彼の腕が心強かった。

　どこに向かうのかわからないまま、腕を引かれてロビーを歩く。目め眩まいとむかつきが治まらない。

　それでも花に関わる家系の血なのか、こんなときにも私の目はロビーに飾られた大きな花のアレンジメントを細かに写し取る。白川花壇ではない、別の会社が請け負っているものだ。そこから学び取れるものはないか、この季節、このロビーに自分ならばどうアレンジするか、反射的に考えてしまう。

　しかしエレベーターに乗せられた時点でようやく私は慌て始めた。エレベーターは高速で上昇していく。高層階にあるのは客室だけだ。

「あの、どこへ？」

「部屋を取った」

「なな、な……」

　自慢ではないけれど、これまで男性経験はゼロだ。なにも頑かたくなに貞操を守っていたわけではなく、広く門戸は開けているつもりなのに男性が寄ってこない。それが密かな悩みだったけれど、自分の色気のなさが原因だということは自覚している。

　だとしても、男性に迫られるという憧れのシチュエーションを、こんな相手と、こんな悲惨な状況で迎えるはずではなかった。もはや気分の悪さなど吹き飛んでいる。

　私の動揺を知ってか知らずか、隣にそびえ立つ男は事も無げに尋ねた。

「自分で着付けはできるな？　俺は脱がせることはできるが着せることはできない」

「え？　いやちょっと待っ――」

　私の焦りとは真逆の明るすぎる電子音が響き、エレベーターのドアが開く。彼に引きずられるようにしてホールを抜けると、目の前には客室のドアが並ぶ長い廊下が続いていた。

「ちょっと！　待って待って」

「大声を出すな。ほかの客の迷惑になる」

　自由のきかない着物姿の私は、抵抗空しく部屋に突っ込まれた。

「ひどいじゃないですか！　意思確認もなしに！」

　部屋に入るなり、私は猛抗議を始めた。

「着付けができるかどうかは確認した」

「そうじゃなくて」

「まあいいからじっとしてろ。フラついてるじゃないか」

　彼はそう言いながら私の帯を解き始めた。

　重い帯が床に落ち、紐が一本解かれる。少し呼吸が楽になり、私の抗議の勢いはなぜか弱まった。

　私に腕を回す彼の身体は圧倒的に大きく逞しく、なんだか自分がひどく弱くなったような気分になる。彼の視線は私のみぞおちの辺りの固い結び目に伏せられている。私は慌てて目を逸らした。絶対に認めたくはなかったのに、なんて魅力的な顔だろうと素直に思ってしまったのだ。

「えらく固く結んだな」

　なにか言わなければと思うけれど、今はなにも考えられなかった。まるで催眠術をかけられたように、身体に力が入らない。

　二本目の紐が落ち、はらりと胸元が緩んだときだった。

「ベッドのスプリングを確かめるいい機会だな」

　彼の目が意地悪く笑ったのが見えた次の瞬間、私の視界はぐるんと回り、彼に抱き上げられていた。

「ちょっ、なにす――」

　抗議の台詞を言い終えないうちに、私は背後のベッドに寝かされていた。

　彼は私の両脇に手をつき、黙って私を見下ろしている。

　ホテルのベッドの上で大嫌いな男に組み敷かれているという絶体絶命の状況なのに、私はただ無言で見上げることしかできなかった。

　広く力強い肩。女とは圧倒的に違う男の体躯。知的で冷徹な目はきっとベッドの上だけでこんな妖艶な光を見せるのだろう。

　逃げなきゃ、と思う。なのに意志が腰砕けに崩れていく。それどころか、彼の絶対的な強さと色気の前に、自分を投げ出したくなる。

　沈黙のあと、出し抜けに彼が尋ねた。

「気分は？」

「あ、あの、もう大丈夫、です……」

　振り絞った声は、我ながらやけに女っぽく掠かすれている。

　これでオッケーしたことになるのだろうか？　なにしろ経験がないので、こういう場面の流儀がわからない。

「ここからは自分で脱げ」

　いきなりＳ系の言葉で攻められ、彼を見上げる私の顔がポッと音を立てて赤くなった。バージンにそんな高度な技はできない。黙って首を横に振り、目を閉じる。

　次に来るのはキスだろうか。それとも――。

「二時間ほどしたら迎えに来る。それまで横になってろ」

　ところが、そんな事務的な伝達事項とともにベッドが揺れ、私の上から彼の気配が消えた。目を開けると、視界にはただ白い天井が広がっている。

「トイレは手前のドアだ。着物だから早めに行けよ」

　色気のない助言とともに彼の足音が遠のき、続いて重いドアが閉まる音が聞こえた。その間私はなにも反応できず、丸太のように転がって天井の火災報知器を凝視していた。

「うう」

　彼が出ていってからかなりの時間が経ってようやくフリーズが解けた私は、恥ずかしさのあまりベッドに突っ伏した。

「なんたる屈辱……」

　彼は本気で私に手を出そうとしたわけではない。結婚はビジネスだとうそぶく私への脅しと辱めと、あと認めたくはないけれど、ほんの少しの優しさと。

　なのに私ったら、すっかりその気に――。

「なってない！」

　ひとりきりの部屋でむきになって言い張った。

「紛らわしいこと言うからよ！　初心者相手に無駄に色気出すし」

　しかし言い訳が尽きると、私は悄しょう然ぜんと項うな垂だれた。

　あの男には敵いそうにない。

　このお見合い、いったいどうなってしまうのだろう？










おめでたい不祥事




　お見合いから一夜明けた日曜日、私はシャンデリアに照らされた披露宴会場にいた。

　昨日は華やかな夜会巻きにしていた髪は低い位置できっちりとシニョンにまとめ、色鮮やかな着物ではなく紺色のシンプルなスーツに身を包んでいる。自分を消した脱個性的な服装はお客さまのサポートに徹する姿勢の宣誓であり、戦闘服でもある。

　バイオリンの調べが優雅に流れるバンケットルームからバックヤードに一歩入ると、そこは打って変わって戦場だ。

「右エリア、お皿がまだ下がってない」

「メインディッシュがもう厨房を出たから急げ」

「美容室から連絡です。今、新婦の高たか橋はしさまがお支度を整えられて翡ひ翠すいの間に向かわれました」

「お色直し入場曲のスタンバイを」

　飛び交う指示、皿や銀器の響き、無駄のない動きで分刻みの進行を支える給仕係たち。披露宴会場のバックヤードは緊張感に満ちている。披露宴会場だけではなくホテル全体の各部門が息を合わせ連携し合う一体感。料理がデザートになり引き出物の紙袋を満載したワゴンがバックヤードに整う頃になると、スタッフは安堵の表情を浮かべながらフィナーレに向けてさらに気を引き締める。

　そうして二時間の宴が終わり最後の客を送り出したとき、関わるすべての人に感謝を込めて、私は笑顔でインカムに告げる。

「翡翠の間、峰みね岸ぎしさま・高橋さまご両家、無事にお開きです」

　インカムで各部署に伝えるこの瞬間の達成感は疲労も忘れるほどだ。

　誰かの人生の大切なセレモニーをお手伝いできるご縁への喜びは、何度繰り返しても変わらない。多い日には各バンケットルームが一日二回転、ホテル全体では十数組の披露宴を行うときもあるけれど、私たちは一つひとつが最高のものであれと願い、ベストを尽くしている。決して流れ作業ではないのだ。それは花の仕事にも通じるものがあるから余計に感動してしまう。

　清掃作業が始まった会場を出ようとしていた私は絨毯の隅に落ちていたスズランの花を拾い、営業企画部まで持ち帰った。

「お疲れさま。ありがとうね」

　小さなグラスにスズランを挿して労ねぎらってやる。

　ほんの数センチの長さのスズランは花嫁のブーケから落ちたものだろう。ブーケのままでいれば今頃花嫁の腕に大切に抱かれているはずなのに、折れて落ちればゴミにされてしまうのだから、花の運命は儚はかないものだ。

「花嫁さんじゃないけど、私のところにいてね」

　頬杖をついて白い可憐な花を眺める。

　昔、祖母が言っていた。

『女の子はみんなお花なのよ』

　愛されていつか綺麗に咲くのだと。そう、あの頃は自分も恋をして結ばれて、綺麗なお花になるのだと信じていた。

　そうしてはや二十七歳。披露宴の華やかさから我が身をふと振り返ると、そのギャップをしみじみと感じる。

「どこで間違えたのかな……」

　いまだ恋ひとつできず、その気配もない。挙げ句の果てには苦手な男との縁談がのっぴきならない状況に陥っているのだから。

「ううう」

　披露宴の間は意識の外に押しやっていた昨日の悪夢がよみがえり、思わず顔を覆って呻うめいた。

　昨日、鷹取蓮司は予告通り二時間ほどで部屋に戻ってきた。自分で着付け直し彼を待ち受けていた私を見て「もう大丈夫か？」と再度確認すると、彼は私の自宅まで車で送り届けてくれた。

　白川家の門まで付き添ってくれた彼を家の窓から見ていたらしい母は、すっかり彼を気に入ってしまったようだ。

『橘さんって、なんて美男子なのかしら』

『橘部長じゃなかったわよ！　あれは鷹取蓮司っていう統括部長でね、すごく嫌味な人だし白川を胡う散さん臭く思ってるのよ。だからきっとこのお見合いは裏になにか――』

『乃梨子。ちょっと待ちなさい』

　母がふと真顔になり、私の胸元と帯をじっと凝視する。まずい、と思ったがもう遅かった。

『あなた、一度着物を脱いだわね？』

　小さな頃から日常的に着物に親しんできた母の目は、やはりごまかせない。

『いや、お母さんが思ってるような、そういうことじゃなくて！　きつく締めすぎて気分が悪くなっちゃって、その……』

　両親は「結婚までは男女交際厳禁」という化石のような感覚をいまだに世間の常識だと思い込んでいる。不本意ながら私はそれに従う結果となってしまっているのだけど。

　ともかく誤解で大目玉を食らいたくないので必死で弁明を続けた。

『本当に、ただ部屋で休んだだけなのよ』

　しかし母の反応は予想外だった。

『よくやったわ、乃梨子！』

『……え？　いや違うのよお母さん！』

　この喜ばしい不祥事はその後帰宅した父にも報告され、私の抗議をよそに白川家は祝賀ムードに包まれた。相手が橘部長ではなく鷹取蓮司だと聞いても同じだ。

『おお、鷹取くんだったのか！　彼こそ真打ちだとお父さんは思ってたんだ！　いやあ、めでたい』

『めでたいんじゃなくて、本当になにもないのよ！』

『乃梨子、恥ずかしがらなくていい。お父さんたちは怒ってないよ』

『いや、恥ずかしがってるんじゃなくて！』

　柔軟すぎる父の反応に唖然とする。橘社長が保証する男との縁組であれば、父の目的は充分果たせているのだ。

「冗談じゃないわよ……」

　昨日の一連の出来事を思い出し、デスクで項垂れる。

　ポケットの中でスマートフォンが振動したので取り出してみると、真帆からメッセージが入っていた。真帆にだけは橘部長とお見合いすることを打ち明けていたので、結果を聞きたくてウズウズしているのだろう。

『どうだった？　ゆうべ連絡なかったから、もしかしてプリンスと盛り上がっちゃってたとか？　キャー』

　メッセージの最後につけられた大量のハートマークにどっと溜息が漏れる。昨日の午後二時五分前までは私も真帆と同じテンションだった。そう、あの男が現れるまでは。

　いったい真帆にどう説明したものだろうか。今回のことを知ったらぶっ飛ぶだろう。

「白川さん、お疲れさま」

　頭を抱えていると、橘部長の声とともに湯気を立てるデミタスカップがデスクに置かれた。

「プルミエのコーヒーだからおいしいよ。インカムでお開きの報告を聞いてすぐ取りに行ってきた」

「わあ、ありがとうございます！　いただきます」

　プルミエとは、このホテルで最も格の高いレストランのことだ。橘部長が労いを込めて調達してくれたらしい。私たち平社員にはない特権だ。

「僕はこの豆が一番好きなんだよね」

　橘部長は少し色素の淡い目を細めて微笑む。髪も目と同じく漆黒ではないダークアッシュで、甘く透明感のある顔立ちだ。仕立てのよさがわかるグレーのスーツに、今日は淡いイエローのネクタイを合わせている。いつ見てもファッション誌から抜け出てきたように完璧だ。

　冷静になってみればわかる。こんな神々しいプリンスが、万年干物の私を見初めるはずがないじゃないの。

　お見合い話を受けてからずっと舞い上がっていた反動が一気に疲れになって押し寄せる。

　小さなカップに口をつけると、濃厚な香りと苦みが鼻腔に広がった。とてもおいしいけれど、今日の私の胃には少々重たかった。

「おいしいです」

　それでも気遣いがうれしくて笑顔を向けると、橘部長は満足そうに微笑んだ。私を始め、社内の多くの女性を蕩とろけさせる笑顔だ。

　しかし今の私の脳内にはあの男――鷹取蓮司の毒気のある笑顔が居座っていて、橘部長の笑顔をもってしてもなかなか消えてくれない。

　両親はおそらく昨夜のうちに橘社長サイドに受諾の連絡を入れているだろう。

（どうか鷹取蓮司が断ってくれますように）

　デミタスカップを包んだ両手に願をかける。

　そうよ、昨日は私をいたぶって面白がっていたけれど、まさか私が承諾するとは思っていなかっただろう。どうやって断るか、鷹取蓮司はきっと今頃慌てているはずだ。

　そう考えると仕返しをしたみたいで気分がいい。

　まだ回復しきれていない胃の辺りをさすりながら考える。昨日飲んだミルクたっぷりのカフェオレはおいしかった。オーダーのとき、その可愛らしいフレーズがまったく彼に似合わなかったことを思い出して吹き出しそうになる。そこから連鎖して、部屋での出来事が次々とよみがった。

　ベッドの上で彼が見せた妖艶な表情。力強い腕。私に覆い被さる彼から発せられる色香。女子社員がキャーキャー騒ぐのもわかる。彼を男として見ることがなかった私には衝撃だった。

『ここからは自分で脱げ』

　そして私は目を閉じて……。

（いやいやいやいや）

　最も恥ずかしい部分で回想を強制終了し、頭を振る。昨日からいったい何度これを繰り返したら気が済むのだろう？　忘れたいと願っているのに、なぜか思い返してしまうのだ。そして、もしあれが本当にそういう意味の命令だったら、あれからどうなったのかなとか――。

「いやいやいやいや」

「なにが？」

　思わず声に出してしまい、橘部長に訊き返された私は我に返った。

「なんでもないです。ちょっといろいろと反省をしていて、つい」

「披露宴の？　なにかあったの？」

「いえ、とくに」

「今回は規模が大きかったから本当に大変だったよね。先ほど社長からも労いの言葉をもらったよ。今日は早めに上がってゆっくり休んで」

「ありがとうございます」

　少し気を取り直し、私はカップを持って元気に立ち上がった。

「プルミエにカップを返してきます。部長ももうお飲みになりましたよね」

「ありがとう。お願いするよ」

　カップをふたつ持ち、そっと廊下を覗いて誰もいないことを確かめてから歩き始める。今日は鷹取蓮司に出くわさないよう朝からこの調子で、お昼に社員食堂に行くのも我慢したぐらいだ。

「もったいないことしたなぁ……」

　足腰のストレッチをしながらぼやく。ホテルに勤務してなにが役得かって、社員食堂の充実ぶりだった。材料のロスを省くためメニューはひとつ、日替わりだ。別にコース料理でも懐石料理でもないのだけど、無料であの味は素晴らしい。新鮮な野菜たっぷりのサラダがつき、デザートまで選べるのだから言うことなしだ。

　鷹取蓮司のデスクがあるホテル事業統括部の前を無事に通過すると私は緊張を解き、プルミエがある旧館エリアを目指した。とはいえあの男は神出鬼没だ。さっさと返して早く安全な営業企画部に戻ろう。彼は橘部長と仲が悪いのか、営業企画部には滅多に現れないのだ。

　事務エリアから旧館エリアに入ると、従業員通路は途端に狭く薄暗くなる。このホテルは開業がグループ内で最も古く、増改築を何度も繰り返して現在の姿になった。そのせいで旧館の従業員通路は迷路のように入り組んでいて、閉鎖され途中で行き止まりになっている古い階段が、開かずの扉の向こうに残されていたりする。入社した頃は忍者屋敷のようでわくわくしたけれど、たまに迷子になったものだった。そういうときに限って鷹取蓮司に出くわしてしまうのだから、彼とは運命的に星回りが悪いに違いない。

　プルミエに一番近い従業員ドアに到達すると、私はドアの隙間からそっと館内を窺うかがった。あの男が付近にいないか確認しようと思ったのだ。

　……よし。いない。

「なにをやってるんだ？」

「ひっ」

　いきなり背後から聞き覚えのある低い声が響き、私はすんでのところでカップを落としそうになった。振り向かなくても誰なのかはわかっている。ここまで誰にも会わなかったのに、唯一出くわしたのがよりにもよって鷹取蓮司だなんて。運の悪さを呪う。

「急に声をかけないでくださいよ」

　昨日の続きで強気に言い返したまではよかったけれど、振り向いて彼を見た途端に私は真っ赤になってしまった。なにしろ昨日の今日だ。ベッドで勘違いしたこと、両親が受諾の連絡を入れていることを考えると、まともに顔を見ることができない。

「披露宴、お疲れさま」

「ありがとうございます」

　顔を伏せたままぎこちなくお辞儀をする。

「……それは橘部長が？」

　そう尋ねられて渋々彼を見上げると、彼の視線は私が手にしているふたつのデミタスカップに注がれていた。

「そうです」

「ふーん……」

　彼はなにやら含みのある反応を見せたものの、それ以上はなにも言わなかった。

　薄暗い従業員通路に沈黙が落ちる。バンケット棟のバックヤードはスタッフでごった返しているけれど、事務エリアとレストランエリアをつなぐこの通路は人通りがあまりない。

「あの、昨日のことなんですけど」

　彼がなにも言わないので、私は意を決して切り出した。

「両親が受諾の連絡を入れたのでお耳に届いているかと思いますが、どうぞお気になさらず断っていただけると、こちらとしても大変ありがたいなと……」

　断ってくれとはっきり言えず、私の声が尻すぼみに小さくなる。

「俺も社長に呼ばれて返事したところだ」

　彼はそこでわざわざ言葉を止めて腕を組み、じっと私を見下ろした。無表情に見えるけれど、唇の端がわずかに上がっている。でもそこからは、彼の返事がどちらかなのかは読み取れない。

「……返事はなんと？」

　まさか受諾じゃないわよねと思いつつ恐る恐る尋ねた私は、次に聞こえた言葉に耳を疑った。

「受けた」

「そ、そんな！　どうして」

「理由を訊くのか？」

　彼は嫌味ったらしく大仰に溜息をついた。

「社長に一時間近く説教されたと言えばわかるか？」

「わかりません」

「順序を守るようにとね」

「…………」

　昨夜の両親の食いつきぶりからして、返事だけではなくあの「不祥事」に関しても言ったのだろうか？　鷹取蓮司が説教されたということは、そうなのだろう。

　狭い廊下で彼を見上げる私の背丈が一気に縮んだ。彼は腕組みをして、黙って私を見下ろしている。

「着物を一度脱いだことが母に見破られたんです。ちゃんと事実を説明しましたけど、全然信じてもらえなくて、結局その、誤解を解くことができなくて……」

「よほど普段から信用がないんだな」

「ち、違いますよ！　自慢じゃないですけど私は……」

　一切男性経験がないと口走りかけて急ブレーキをかける。この男にそんな恥ずかしいカミングアウトをするのは屈辱だ。

「自慢じゃないけど、なに？」

「なんでもないです」

　そこで私は咳払いして、彼に共同戦線を張ることを持ちかけた。

「誤解だってふたりで説明すればいいですよね！」

「その必要はない」

「どうして？　ほかになにか方策が？」

「俺はこのままでいい」

　驚愕のあまり、私の顔から作り笑いが剥げ落ちた。

「だってこのままでは結婚する羽目になりますよ！　私と！」

「ああ。なにか問題が？」

　彼は平然と問い返した。

「そもそも俺が社長に所望した話だからな。元々社長の頭には橘部長があったかもしれないけどね」

「な、な……」

　彼が私を所望したという衝撃の事実に、まともに言葉が出てこない。かといって目の前の男は甘い告白をしているようにはまったく見えない。それは彼の次の言葉で確信に変わった。

「結婚はビジネスなんだろ？」

　やはり彼はあくまでも私から断らせるつもりなのだ。すぐに辞めると高をくくっていた白川の人間がしぶとく居座っているから、この機に排除してしまおうと。彼が私を所望した理由はそれしかない。

　ここで私は負けん気を出してしまった。そっちがそう来るなら受けて立とうではないか。

　両手にぶら下げるデミタスカップと首が痛くなるほどの身長差のせいで今ひとつ迫力が出ないけれど、私も腕組みをして彼を下から睨み上げる。

「こちらもまったく問題ありません」

「なら成立だ」

　彼は動じる様子もなくちらりと腕時計を見て、まるで事務連絡でもするようにさらなる爆弾を落とした。

「あとで俺の住所をメールしておくから、引越しの希望日を教えてくれ。なるべく早い日がいい」

「……へ？」

　腕組みをしていた私の両手が両脇にだらんと下がった。

「一緒に住むのが合理的だろう。不規則な勤務をいちいち合わせなくて済む」

「そ、そんな！　結婚前の男女が同棲……いや一緒に住むのはよろしくないんじゃないでしょうか」

　同棲という響きに自ら反応してしまい、顔が真っ赤になる。いや、そもそも同棲云々ではなくこの縁談自体を撤回したいのに、論点がずれているではないか。でも、わかっているのに彼の手管にかかると調子が狂う。

「周囲の認識では、もうやることは済ませた仲だからな」

「いや、だからそれは」

「同棲は社長も承諾済みだ。善は急げと喜んでおられた」

「…………」

　理屈で確実に追い込んでくる彼に、私はなにも言い返せなかった。そもそも発端は白川家なのだから。

「ベッドの続きが楽しみだな」

　彼は絶句する私を眺めて軽く笑ってから、いきなりこちらに手を伸ばした。背後の壁に退路を阻まれた私はただ目を見開いて彼を待ち受ける。顔の横を通り過ぎた彼の指先が微かに首筋の肌に触れ、身体がひとりでにビクッと反応する。

「ここ、ほつれてるぞ」

　シニョンからひと筋漏れた後れ毛がふわっと掬すくい上げられた。

「あとで鏡見ろよ」

　そう言い残して去っていく彼の背中を、壁に張りついたまま見送った。

「ああ……」

　行き止まりの階段に腰を下ろし、両手で顔を覆う。首筋にはまだピリピリとした電流の刺激のように、彼の指の感触が残っている。

〝同棲は社長も承諾済みだ。善は急げと喜んでおられた〟

〝俺が社長に所望した話だからな〟

　白川の両親は言わずもがなだ。

「四面楚歌じゃないの……」

　しばらく落ち込んだあと、私はふたつのカップを握り締め、憤然と立ち上がった。

「負けるものですか」

　どちらが断るか、これは根比べだ。

　そうよ、別に難しいことではない。なにしろ二十七年間、誰ひとりとして手を出そうとしなかった干物女だ。私の地肌を思いっきり出して、辟易させればいいのだ。彼が音を上げるまで。

「簡単よ！」




　その夜、私は真帆のアパートにお邪魔していた。真帆も立ち食い蕎麦仲間だけど、さすがにあんな場所で打ち明けられる話ではない。

「で、で、橘部長とどうなった？」

　小さなちゃぶ台を挟んで腰を落ち着けると、こちらに身を乗り出して目を輝かせている真帆に、私は渋々白状した。

「どうもならなかった。ていうか、相手は橘部長じゃなかったの。うちの父の勘違いだった」

「なーんだー残念！」

　私が橘部長ファンであることをよく知っている真帆はいったん落胆したけれど、すぐにまた身を乗り出した。

「じゃあ誰？　うちの社でしょ？」

「……うん」

「誰、誰？　イケメン？」

「イケ……メンなんだろうね」

「なによ、もったいぶらずに早く教えてよ」

「おたくの上司」

「……へ？」

「鷹取蓮司」

　真帆の手はカップ酒を持ったまま中途半端な位置で止まっている。私が手土産で持参したものだ。かなり長い間宙に浮いたままのそれを眺めながら、腕がだるくないのかなと考えた。

　突然カップ酒がテーブルに勢いよく下ろされる。

「超当たりじゃん！　乃梨子、いいなぁ！」

「どこが！　鷹取部長が私の天敵なのは知ってるでしょ！」

「知ってるけども、絶対いいよ。橘部長よりうまいと思う」

「うまいって、なにが？」

「ベッド」

「ブッ」

　とりあえず彼の名を明かす難所を越え、やれやれとカップ酒を口にしていた私は吹き出した。

「真帆、ベッドって、上司をそんな目で見てるの!?」

「乃梨子がファンシーすぎるのよ。経験ないから」

「経験ないのは関係ないし！」

　まあ、まだ記憶に鮮やかすぎる昨日のベッドでの勘違いを思い出すと、私も人のことはとやかく言えない。

　ハンカチで口を拭き終えると、私は続きを話し始めた。

「それでね。うちの親が乗り気で、まあいろいろあって、ど、同棲することになったのよ」

「ええ!?」

　真帆に散々悲鳴をあげられながら、私は一連の出来事を説明した。ベッドで私が勘違いしたことはもちろん伏せたけれど。

「なにか裏があると思わない？　入社面接のときだって白川のことを小バエみたいに言ったのよ」

「たしかに鷹取部長は社長の参謀役だから、なにか思惑はあるのかもね」

　私より会社の中枢部に近い部門にいる真帆の意見はなかなか鋭かった。

「社長は白川花壇に好意的だって聞いてるよ。で、乃梨子の話だと鷹取部長は白川嫌いなわけでしょ。だとしたら、もしかして橘部長と白川家が結びつかないよう、縁談を邪魔したとか？　社長に進言すると角が立つじゃん」

「なるほど……」

　納得したあと、むらむらと腹が立ってきた。

「橘部長と結婚できたかもしれないのに！　よくも邪魔してくれたわね」

「いやいや、あくまでも憶測よ。もしかして本当に乃梨子のこと想ってるのかもよ？」

　真帆もそんな意見に説得力がないことはわかっているらしく、笑いを堪こらえて頬がぴくぴくしている。

「私のこと好きなわけないでしょ。あの性格だから妨害説のほうに決まってる」

「どうせなら誘惑して本当に結婚しちゃえば？　瓢ひょう箪たんから駒じゃん」

　そう言われてぐっと詰まる。ベッドの上で私が〝誘惑〟しようと、あの男がびくともしないのは実証済みだ。

「そんなことにはならないわよ」

　私はカップ酒を一気に飲み干すと、テーブルに勢いよく置いた。

「絶対に負けないから」










同棲スタート




　お見合いから十日後。

　私は都内一等地にある高層マンションのエントランスにいた。手にしたスマートフォンにはエレベーターホールに入るための暗証番号が表示されている。

　ついに同棲スタートの日を迎えてしまった。まるで虎穴にでも入るようで勇気が出ず、先ほどからスマートフォンは何度もスリープ画面になっている。

　言うまでもないけれど、白川の両親はそれまでの貞操観念を放り出し、相手の気が変わらぬうちに早く早くと私を急き立てた。そうしてお見合いからわずか十日で、私はさしあたっての荷物とともに鷹取蓮司の自宅マンションに送り込まれることとなったのだった。

　エントランスでためらっている間に時間はどんどん経ち、到着を予告していた時刻を過ぎてしまった。出入りする住人に怪け訝げんそうに見られるので、ようやく意を決し、暗証番号を押してエレベーターに乗り込む。

　彼に指定された最上階に到着した私は、開いたエレベーターのドアの向こうに広がる眺めに思わず呟いた。

「ここはどこ……？」

　薄暗い照明に照らされたそこには細かな玉砂利が敷き詰められ、飛び石が配された苑えん路ろが続いている。

　かつて白川の造園事業が盛んだった頃に屋上庭園を手がけたことはあったけれど、こういう個人向けの屋内石庭は初めて見た。

　最近の世の中にはこんな贅沢があるのか……。

　呆気にとられている間にエレベーターのドアが閉まってしまい、慌てて開のボタンを押す。

　恐る恐る飛び石を辿った先にはドアがあった。キョロキョロと見回してみたけれどほかにドアはないので、そこが鷹取蓮司の自宅らしい。これを開けたら、次はなにが出てくるのだろう？

　恐れをなして立ちすくんでいると、いきなりドアが開いて飛び上がる。

「遅かったな」

　彼の背後を見るとそこは普通に住居のようで、ほっと胸を撫で下ろす。とはいえ、当然ながら贅沢な造りだ。エントランスとは打って変わって内部は明るく、リビングと一体化した広いルーフテラスからは東京の街並が一望できた。夜になればさぞ素晴らしい眺めだろう。できれば花火大会もここから見てみたいものだけど、今は四月に入ったばかり。私の嫌われ計画では夏まで長居することなく早々に決着する予定なので、少し残念だ。

　意外だったのは本格的な和室があることだった。リビングに通される途中でちらりと見えたそれはきちんとした床の間もある、趣あるしつらいだった。住居のほかの部分と調和するように空間がうまくデザインされているけれど、エントランスといい、彼ではない誰かの趣向が残されているような気がした。

　ご家族？　恋人？

　釣書を交わしていないので、彼のプライベートはなにもわからない。真帆から『たぶん三十三歳』と聞いたことがあるだけだ。いや、どうせすぐに同棲は解消する計画だし、別に知りたいわけではないのだけど。

「家の中はあとで案内するけど、とりあえずなにか要望は？」

　リビングに所在なく突っ立ったまま考えていると、テーブルの上を片づけながら彼が尋ねた。私が来るまで仕事をしていたらしく、パソコンのほかにファイルが積んである。

「あの、住居のことではないんですけど……」

　彼はなにも言わず目で先を促した。省エネ主義なのか、いつもながら彼は必要最低限の反応しか見せないので、余計に緊張する。

「同棲することは社内には秘密でお願いしたいんです。鷹取部長もそのほうが都合いいですよね？」

「呼び方、名字と役職呼びはおかしくないか？」

　勇気を出して切り出したのに、彼ははぐらかすように話を別方向に曲げた。

「やることはやったのに不自然だろ」

「やや、やってないじゃないですか！」

「社長はそういう認識だけどな」

　またそれを持ち出すのか。私が睨みつけると、彼は眉を上げた。

「まあ、いずれそうなるんだし」

　なりません、と怒鳴りそうになって、私はなんとか飲み込んだ。挑発に乗ってはいけない。

「とにかく、じゃあ呼び方は名前で呼ぶことにしましょう」

　話が逸れているので、私は咳払いをして強引に元に戻そうとした。

「で、さっきの話なんですけど――」

「呼んでみろよ」

　ぐっと詰まってから顎を上げて言い返した。

「そっちこそ」

「乃梨子」

　彼は間髪入れずさらりと呼んだ。プライベートで女性の名前を呼ぶことなど珍しいことではないのだろう。年齢からして当然だけど、それが妙に癪に障った。だって今まで一度も恋人ができたことがない私は、こんな風に男性から名前で呼ばれた記憶がない。不覚にも赤くなってしまった。

　彼は腕組みをして壁に寄りかかり、「さあ？」という風に微笑を浮かべている。

「呼べばいいんでしょ、呼べば」

　私は鼻から大きく息を吸い込んだ。

「れれ、蓮司！　……さん」

　今ひとつ決まらなかったことに落ち込む。そんな私に追い討ちをかけるように、彼は「さんづけか。新鮮だな」と余裕の表情で笑った。

　新鮮ということは、彼を呼び捨てにする女性がいるってことだろうか？　なのにこうして好きでもない私を同棲させるのだから、腹の底が読めない。

「で、先ほどの話なんですけど！」

　私は顔を真っ赤にしたまま再び話を戻した。

「社内には秘密ということで、社内で会っても挨拶程度の知らん顔、通勤も別でお願いします」

　彼に一緒に通勤したいと求められているわけでもないのに、こんな言い方は無礼で高飛車だということはわかっている。でも嫌われてナンボなので遠慮することはない。とにかくこの同棲は短期破綻予定なので、社内に知られたくないのだ。

　すると彼は呆れた顔をした。

「そこまでピリピリしなくていいんじゃないか？　パパラッチに狙われてるアイドルでもあるまいし」

　私の顔が火を噴いた。悔しいけれど実にその通りだ。でも、ほかに言い方があるだろうに。

「そういうことじゃなくて！　これでも嫁入り前の女なんです」

「橘部長に知られるのが嫌なのか？　どうせいずればれるのに往生際が悪いな」

「橘部長は特別なんです。理想の男性だし、子供の頃の思い出もあるし」

　わざと橘部長派であることを強調する。〝婚約者〟である彼に失礼なのは承知のうえだ。

「思い出？　どんな？」

「秘密です」

「ふーん」

　彼は小馬鹿にした反応だったけれど、私のセンチメンタルな思い出にさしたる興味はなかったらしく、それ以上突っ込んでこなかった。

「まあわかった。了解だ」

　彼はあっさりそう言うと「コーヒーを淹れてくる」と言い置いてキッチンに行ってしまった。

　すんなり同意してくれたところを見ると、やはり彼も本気で私と結婚する気はないのだろうし、社内の女子の人気を失いたくないのか、それともほかに誰かいるのか、まあそんなところだろう。

　彼がキッチンに移動したので、到着から続いていた緊張をようやく解き、私は持参した紙袋とともにやれやれとソファーに腰を下ろした。

「ふぅ……重たかった」

　紙袋には熨の斗しをつけた洗剤セットがぎっしりと入っている。ご近所への挨拶回りのために用意したものだったけれど、そこで私ははたと気づいた。

　ご近所なんていないじゃないの……。

　ワンフロア独占なんだから。というか、今時のマンションってそういう慣習はないのかもしれない。

　自分の古臭い感覚が恥ずかしくなり、私は立ち上がって周囲を見回した。紙袋をどこかに隠そうと思ったのだ。

　ところが、意外に早く彼が戻ってきた。

「それなに？」

「あの……ご近所に差し上げる洗剤だったんですけど、今時そういう慣習はないですよね。白川は田舎にあるので、つい」

　苦笑いしながらひとつの包みの熨斗を剥がした。

「自分の洗濯に使います」

「いや、熨斗はそのままでいい」

　彼がやって来てテーブルにカップを置き、私の手から紙袋を取った。

「だって使い途みちがないんじゃ……」

「あとで挨拶に行こう」

「どこに？」

「下の階」

　洗剤の包みを玄関に運ぶ彼の背中を見送る。もしかして気遣ってくれた？

　ところがリビングに戻ってきた彼は言った。

「ランドリーサービスを利用しているから、洗剤はあまりいらない」

　なによ、いらないだけじゃないの。私の口がへの字に曲がる。

「洗濯機はありますよね？」

「一応ある」

「私はランドリーサービスを利用しませんので、それ使います」

　とにかく嫌われなければいけないので、どうでもいいことでも反抗すべし。

「まあいいけど、ここは強風だからな。下着を道路にばら蒔まきたいなら俺は止めない」

「…………」

　この男に言い合いで勝とうとしても無駄みたいだ。

　彼はソファーに腰を下ろし、私にコーヒーを勧めた。

「まあとりあえず座って飲めよ」

　遠慮しながら彼の隣に座り、カップを受け取る。

「いただきます」

　私に渡されたカップの中身は真っ白に見えたけれど、それは泡で、コーヒーにスチームミルクを加えたものだった。彼はブラックだ。

「おいしいです」

　この間も橘部長に同じ台詞を言ったなと、ふと思い出した。でも今回は本当においしかった。隣から返事らしい返事はなかったので彼の存在を意識から消し、私はしばし素晴らしい眺望とおいしいコーヒーを楽しんだ。

　そうか、スチームミルクが作れるマシンがあるのか。カフェみたいで素敵じゃないの。

　キッチンと呼ぶにはあまりに古風すぎるので誰もそう呼ばない白川家の台所には、当然そんなお洒落なものはない。今度彼が留守のとき、使ってみなくちゃ。

「で、寝室なんだが」

　早くも彼の留守にこの豪華マンションでなにを楽しむか妄想を膨らませていた私は、突然横から聞こえたそのひと言に飛び上がった。

「俺のベッドに来るか？」

　いきなりの爆弾投下。全身に汗をかきつつ恐る恐る隣を見ると、背もたれにゆったりと身体を預けて私を眺めていたらしい彼がニヤニヤしていた。私の背中はゆったりどころかカチンコチンの垂直だ。

「別でお願いします。私、いびきをかくので」

　実際にかいているのかは知らないけれど、幻滅させるのが目的なのだから嘘でいい。

　別に二十七年間何事もなかった自分の貞操を心配しているわけではない。この男が私に興味などないとわかっている。でも一緒のベッドで毎晩過ごすなんて安眠できるはずがないし、勝つ前に衰弱してしまう。

「俺は気にしないが？」

「寝相も悪いです」

「キングサイズのベッドだからそれは気を遣わなくていい」

「いえ、私の寝相は想像を絶するレベルなので」

　なにがなんでもここで負けるわけにはいかない。この間の例があるし、情けないことに彼が信用できないというより自分が信用できないのだ。うっかりその気になると、また赤恥をかかされるのがオチだろう。

「歯ぎしりします。寝言も言います。それから……」

　私が必死で並べ立てていると、彼が声を上げて笑い出した。

「わかったわかった。おねしょもするんだろ？　部屋に案内する。来いよ」

　一瞬返事をするのも忘れて固まったあと、リビングから出ていく彼を慌てて追いかける。

「お、おねしょはしません！」

　なによ、今の笑顔……。

　初めて見る彼の屈託のない笑顔に、私は思いがけず動揺していた。




　こうして私たちの同棲は始まった。彼が私の部屋として用意してくれたのは、彼の部屋の向かいにある、対になった造りの部屋だった。あらかじめ私の荷物が入れてあり、ベッドまできちんと配置されていたところを見ると、彼は最初から別部屋のつもりだったらしい。

「それならそうと早く言ってよね」

　結局からかわれただけと知り、私は部屋で雑誌をめくりながらひとりで文句を言った。

　がっかりなんかしていない。彼が私をただ会社の要注意人物としてマークしているだけで、個人的な興味を一切持っていない様子なのが女として気に食わないだけだ。

　困るのは、興味を持たれていればその期待を裏切って幻滅させることもできるのに、無関心では幻滅させようにも攻めようがないことだ。逆に私のほうが甚大なダメージを受けていたりする。

　たとえば朝、洗面所で出くわしたとき。

『……おはよう』

　入口で立ちすくむ私に気づいてこちらを振り向いた彼のシェービング姿、たったそれだけで私はショックを受けている。男性のそういうプライベートな姿といえば、私は父しか知らない。まあ父は数に入らないのでノーカウントだ。家の中に男がいる衝撃。というか、自分が男の家にいるというスリリングな衝撃。

　それはそのあとの朝食時まで尾を引いて、向かいに座る彼の肩幅の広さであるとか、力強い指であるとか、女性とはまったく違う精悍な顔の輪郭であるとか、そういうものをちらちらと意識してしまうのだ。一昨日なんか、朝にシャワーを浴びたらしく上半身裸で、髪は濡れていて――。

「ああ……」

　目を瞑つぶり記憶を振り払った。二十七歳バージンの清らかな乙女に、あれは刺激が強すぎる。

　そのほかにもいろいろある。キッチンですれ違うときの彼の腰の位置の高さとか、高い棚の物を取ってくれるときのローアングルから見る顔とか。それらをあの完璧なルックスでやられるのだから、悔しいことになんでもないこともすべて実に絵になるのだ。

　別に彼に惹かれているわけではない。でも私の挙動不審ぶりで男性経験がないことがばれてしまったら、きっと足元を見られてしまう。そうなるとあちらのほうがはるかに優位だ。

　ちらりとスマートフォンで時刻を確かめる。夜十時、まだ蓮司さんは帰宅していない。夕飯は取引先との会食があるとのことだったので、ひとりで適当に済ませた。

　今日で同棲五日目になるけれど、一緒に夕飯を食べたのは二度だけだ。帰宅が遅いと最初に言われていた通り、やっぱりそうなんだなとぼんやり考える。都内各所の系列ホテルに外出することも多いし、地方出張もあるらしい。橘ホテル東京は彼が管轄しているうちのひとつに過ぎないのだ。あの年齢でそこまで出世しているのだから、やっぱりすごい人なのだろう。私の前ではただの嫌味男だけど。

　もう一度時刻を見る。十時五分。やたらに時計を見てしまうのは、彼を待ちわびているからではない。そろそろマシな格好に着替えておこうかと迷い始めているからだ。

　私が今着ているのは高校時代から愛用してきたジャージで、さらに髪はすべててっぺんでまとめたパイナップルヘアーだ。昼間は仕事できつくシニョンにまとめているので、頭皮の血行のためにはこうするのがいいと勝手に信じている。お洒落な女子ならサロンでヘッドマッサージでも受けるものだろうけれど、私はサロンやエステの雰囲気が少し苦手だ。そこに出入りする客層のこれみよがしなセレブ臭でお腹いっぱいになってしまう。リラックスしたいなら日帰り温泉に行くほうが好きだし、社交界関係の見栄だらけの女子会の豪華ランチより、真帆や小舟さんと立ち食い蕎麦屋で蕎麦をすするほうがずっと楽しい。

　幻滅されたいと言いつつ、私はそういう自分の姿をまだ彼に見せていない。このジャージ姿もそうだ。そればかりか同棲を開始した翌日には仕事帰りに足を棒にしてショップを巡り、可愛い部屋着をわざわざ買ってしまった。その理由を私は見つけることができずにいる。

「まあ、白川家の沽こ券けんに関わるしね」

　昔のように栄えていないとはいえ、一応由緒ある家柄なのだから。それにあのお洒落な部屋着は意外と着心地がいいし、着るとちょっと綺麗な女の子になれたようで、くすぐったい感じもまあ悪くはない。

　言い訳を並べ終えると、私は肩こりローラーで肩をコロコロしながら雑誌をめくり始めた。最近温泉に行っていないので肩凝りがひどい。

　読んでいるのは花の専門誌だ。今月の特集は「今注目のフラワーアーティスト」というテーマだったが、そのテーマ自体にあまり興味はなかった。主役は花であって、誰がアレンジした花かという先入観や価値づけは基本的にいらないと思うのだ。まあそんな主張は落ち目の会社の遠吠えにすぎないのだから、謙虚に勉強しなければ。そう思ってページをめくっていた手が止まった。

〝ブーケ・ダンジュの新鋭アーティスト　綾あや瀬せ花か音のん〟

　誌面には天使の花束を意味するブーケ・ダンジュというブランド名通りの、天使のように愛くるしい顔立ちの女性が花束を抱き微笑んでいる。

　思わず呟いた。

「ついにフラワー界にデビューか……」

　綾瀬花音のことは以前から知っていた。ファッション誌の読者モデルで有名だったこともあるが、彼女は白川花壇を業界トップの座から引きずり下ろした関かん西さい基盤の新興勢力『ブーケ・ダンジュ』の令嬢なのだ。

　彼女は以前からファッション誌だけでなく花の専門誌での露出も多く、フラワーデザイナーとモデルというふたつの顔を持つ才色兼備の女性としてアイドル扱いされていた。この春に大学を卒業したので芸能界に入るのではないかと注目を浴びていたが、フローリストの道を選んだらしい。

　フラワー業界にとっては喜ばしいことなのだけど、私は重い溜息をついた。急激に業績を伸ばすブーケ・ダンジュがこんなスターを前面に出してきたら、白川花壇の旗色がいよいよ悪くなるのは目に見えている。いくら花が主役だと言っても、経営の世界では理想論にすぎないのだ。

　自分のジャージを見下ろして溜息をついた。

「これじゃだめよね……」

　私がもっと華やかでスター性があったなら、白川の役に立てただろうか。娘として責任を感じてしまう。

　でも同時に、着飾って前面に出ることが私にできる最善ではないこともわかっていた。人それぞれ、咲く道は違うのだ。

　これまで白川花壇はホテル業界最大手である橘ホテルグループとの契約で大きな利益を確保してきた。しかしブーケ・ダンジュはその切り崩しを狙っていて、現に橘ホテル大阪のバンケット契約はあちらが優勢だ。次に狙うのは本丸である東京地区だろう。それを示すように綾瀬家は関西の社交界から東京にも進出し、橘家に急接近していると聞いた。だから父が焦り、今回の見合い話をとりつけたのだ。

　いっそ父の思惑のまま、蓮司さんを押し切って結婚してしまえば――。そんな悪い企みが心をよぎる。蓮司さんだって橘ホテルグループの若手エースだ。そうすれば白川を救えるだろうか？

「だめだめ。邪道よ」

　考え事をやめ、写真の中の綾瀬花音が抱えている花束を真剣に眺めた。どんな作品からも学ばなければ。

　でも、しばらく眺めた末、私は首をひねった。たしかに華やかで完璧だ。幼少時から花の英才教育を受けてきただけあって、多彩な技巧が凝らされている。なのにどこか引っかかるのはなぜだろう？　魅せられないのはなぜだろう？

　そこで私は雑誌を閉じ、自分を戒めた。

　これって嫉妬じゃない？　若くて美人で、才能があって人気があって、すべてを持つ勝ち組の女性への。

　心が濁っていると生ける花にもそれが出る。嫉妬や対抗心で美しいものは生み出せないし、せっかく長い時間をかけて生長し蕾つぼみをつけた花が不憫だ。私たちは花の命に責任があるのだから。

「乃梨子、いるか？」

　そのときいきなりドアの向こう側から声が聞こえ、私は弾はじかれたように飛び上がった。雑誌を読みふけっている間に蓮司さんが帰宅していたらしい。

「は、はい！　いえ、ちょっと待って！」

　自分がジャージ姿で、しかもパイナップル頭だったことを思い出し、私はドアを開けられないよう押さえに走った。

「あの、リビングまで参りますので少々お待ちくださいませ」

　接客時の癖が出て、不自然に丁寧な言葉遣いになる。いきなり「乃梨子」なんて呼ぶからだ。

　ドアの向こう側で吹き出す声が聞こえ、足音が遠のいていくと、私は用心深くドアから手を離した。いっそドアを開け放ちこの姿を見せてしまえば簡単に幻滅してもらえるのに、それができない中途半端な女の見栄が情けない。

　ともあれ急いで一張羅の部屋着に着替え、パイナップル頭を低い位置のアップヘアに直すと、私はなに食わぬ顔でリビングに向かった。

「おかえりなさい」

　蓮司さんはまだ上着も脱いでおらず、帰宅したばかりのようだった。

「帰ったの、気づかなくてごめんなさい」

「いや、全然」

　彼は気にする様子もなく上着を脱ぎ始めた。婚約者ならばここで駆け寄って上着を受け取り、ハンガーにかけたりしてかいがいしく世話をするものだろう。でも私は嫌われるためにここにいるので、仏頂面でいるのよと自分に命令しながら突っ立っていた。それがなんとも居心地が悪い。嫌われるって、わざとやろうとすると実はかなり辛いものだ。

　でも彼は元々私に家事をさせるつもりはなかったらしく、食事の用意や掃除なども必要があればふたりが平等にやればいいと言ってくれていた。これが愛情で結ばれた関係なら、最高に理解ある相手だろう。これまで私の中にずっとあった理想の男性像が少し変化しそうになる。

「なにか用事が？」

　蓮司さんがなにも言わないので私から尋ねると、彼はネクタイを緩めながらテーブルを指さした。テーブルの上には筒状の大きな包みと小ぶりの紙袋が置いてある。

「今日のロビーのアレンジで花材が余ったそうだ」

　ホテルのフロントロビーや各所には季節に合わせた大きなフラワーアレンジメントを配置していて、適宜メンテナンスと総入れ替えを行っている。そこで出た端材らしい。

　中身を覗いた私は、思わず喜んで声をあげてしまった。

「わぁ、桜！　ありがとうございます！」

「よかった」

　彼は短く答え、唇の端を上げた。

「紙袋はチョコレートだ。取引先からもらった」

「チョコレート、大好きなんです」

　不覚にもまた喜んでしまう。

「だろうな。社食のデザートを頼む声がデカくて嫌でもわかる」

　どうして私が珍しく素直に会話しているのに、優しい受け答えをしてくれないのだろうか。なにか言い返そうと思ったけれど、長い時間包まれていたであろう花材のほうも気になった。

「これ、すぐに生けていいですか？　お花も疲れているだろうし」

「いいけど、ここで生けて」

「ここで？」

「ああ。見たい」

　目を丸くして彼を見上げていた私の顔が赤くなった。まさか興味を持ってもらえるとは思っていなかったのだ。しかもそんなストレートな言い方で。

「蓮司さんは先にチョコを食べててくださいね」

　自分の部屋から道具一式を取ってくると私はエプロンを着け、居住まいを正した。花材の水切りを終え、愛用の花鋏を片手に桜の枝ぶりを丹念に眺める。就職してからはあまり時間に裕がなく、枝ものを生けるのは久しぶりだ。

　長い時間をかけて生長した桜の枝は、花材となれば土と太陽に二度と会えない。水盤の中で生き、命を終える。花を手にするときはいつもその重さを想う。今日は隣で蓮司さんが見ているから余計に緊張した。

　彼はワインとグラスふたつを用意していたけれど、まだ開けずに黙って私を見守っている。

「先に飲んでいてください」

　彼にそう告げて、そこからは集中して花材を眺めた。

　花には「日表」「日裏」と呼ばれるものがある。育つ間に日差しを受けていた面が日表で、それが見る側に向くよう生けると自然のままの美しさが引き出される。余分な葉や花を落とし、綺麗に整えた枝を剣山に挿していく。何度も視点を引いて眺め、枝の前傾角度を微調整する。差しかける桜の枝を地面から下草が見上げるように、足元は客材の菜の花を低くまとめて引き締める。

　しばらくして私は止めていた息をゆっくりと吐いた。

「完成？」

「――はい」

　彼が私の隣に並び、花を眺める。生け花は長く学んできたし、何度も師範試験を受けている。なのにそのときよりも緊張した。幻滅されなければいけないのに、褒められたいと思ってしまうのだ。

　しばらくして蓮司さんはひと言、「さすがだな」と呟いた。

　今、褒めた？

　聞き間違いかと思い、顔を上げて彼を見つめる。

「本当に花が好きなんだな」

「嘘だと思ってたんですか？」

「いや」

　蓮司さんが真顔で否定したので面食らった。

「そそ、そういう環境に生まれついただけです」

　嫌味を言ったり言わなかったり、変化球だらけだと受ける私も調子が狂ってしまう。

「生け花の過程は初めてじっくり見たけど、面白いな」

「そうですか？」

「そこを切るのかってギョッとするんだけど、仕上がりを見て納得する。最終的な姿を見極めて、自然の縮図を再構築してるんだな」

「そうです。だから生ける人によって変わるんです。生け花には絶対的な解がありません。同じ枝はふたつとないですしね」

　つい熱く語りそうになり、そこで止める。もう夜も遅いし、彼は疲れているだろう。

　花首から落ちてしまった桜の花は、水を張ったガラスコップに浮かべた。

「家の中にこういうの置いていいですか？」

「ああ。和室の床の間でもリビングでも、どこでも自由に飾っていいよ」

　落とした枝や使わなかった花を水揚げボウルに入れている様子を、彼は物珍しそうに眺めている。

「それはどうするの？」

「また明日生けます。生け花の形にはなりませんが、投げ入れでお茶花みたいにできるので」

　説明しながらゴミをまとめ、手を洗ってこようと立ち上がりかけたとき、蓮司さんがいきなり私の腕を引いた。

「口開けて」

「……え？」

　彼のほうを向かされた私は、間近にある彼の目を見つめた。薄い部屋着越しに彼の体温が伝わってくる。彼の冷ややかで鋭い目が、今はほんの少し熱を帯びているように見え、私の背筋が震えた。

　彼の背後に広がるのは宝石をちりばめたような夜景。どうしてそんな目で見つめるの？　まさかこんな油断してるときに、まさか――。

「……むぐっ」

　お見合いのときに続き、またも目を閉じた私の唇の隙間に押し込まれたのはチョコレートだった。

「お疲れのチョコ」

　彼は素っ気なく言い、ワインを開け始める。

「今、手を使えないだろ？」

　優しさなのか私に恥をかかせたいのかといえば、絶対に後者だ。私ったらいったい何度引っかかれば気が済むのだろうか。

「手を洗ってきますっ」

　しばらく口をモグモグさせてようやくチョコレートを飲み込んだ私は、真っ赤な顔で洗面所に逃げ出したのだった。
















第二章










嫌われ作戦と彼のお仕置き




　静かなダイニングルームに、ふたりが立てる箸使いのわずかな音だけが響いている。

「…………」

「……なに？」

「なんでもないです」

　正面の彼の様子をこっそり窺っているといきなり顔を上げられ、慌てて下を向く。

「お、お口に合いますか？」

「ああ。おいしいよ」

　特大の焼き茄な子すを平らげた蓮司さんはさらっと答えた。

　……おかしい。真帆からの情報だと、蓮司さんは茄子が苦手だというのに。社員食堂で麻婆茄子が出るときは必ず外で昼食を済ませるのだと。

　意中の男の心を掴みたいなら、まず胃袋を掴めと巷では言われている。そこで私は考えた。嫌われたいのなら彼の胃袋に嫌われればいいのだと。

　もうすぐ同棲を開始して二週間になる。何度か彼と一戦交えようとしたけれど、口ではどうしても勝てない。そこで私は実力行使に出たのだった。

　最初、料理下手アピールでひどい味付けの料理を出そうかと考えた。でも食べ物を粗末にすることには抵抗がある。ならば彼の苦手なものを食卓に並べればいい。

　今日の献立は茄子づくしだ。小鉢のひとつは別の物だけど、もう一品は焼き茄子。お味噌汁には油通しした茄子。そしてメインは茄子の餃子。一見普通の餃子だけど中の具はひき肉と刻んだ茄子だ。どれも私の得意料理で、味は申し分ないと思う。しかし茄子であることに変わりはない。

　食卓に着いて卓上の皿を見た彼は数秒の間のあと、いきなり焼き茄子を箸で掴んだ。

　おお。真っ先にそれを取るとは、なかなか男気があるではないか。でもお醤油をかけたほうがいいと忠告すべきだろうか？

　なに食わぬ顔で自分のご飯を食べ始めた私の全神経は正面に向けられている。

　今日の焼き茄子は特別新鮮で、丸々と太った立派な茄子をわざわざ買い求めた。丁寧に焼いてふっくらと仕上げ、おろしたてのショウガと鰹節をたっぷりかけてある。彼に嫌がられるのが目的なのに、なぜかいつもより丹精込めて作ってしまった。

　どうするのか固唾を呑のんでうかがっていると、彼はまずひと口大きくかじったあと、いったんそれをお皿に戻し、醤油をかけた。

　醤油もかけずに食べたひと口目はかなりの打撃だったはずだ。しかし彼は大胆にもわずか三口で特大の焼き茄子を食べてしまった。それで感想を求めた結果が冒頭の呆気ない反応だ。それから彼は水を飲み、次に小鉢に進んだあと、餃子に箸を伸ばした。

　次こそは。私の喉がごくりと鳴る。

　焼き茄子は見てそれとわかるので覚悟できるけれど、ただの餃子だと油断させてからの茄子だから、今度こそきっとダメージを受けてくれるはずだ。

　彼は餃子を口に入れ、三度ほど咀嚼したところでぴたりと停止した。彼の視線が一瞬だけ私に向けられ、また中空に戻る。

　わかった？　茄子ってわかった？

　けれど私の期待をよそに彼は咀嚼を再開し、結局そのまま綺麗にひと皿平らげてしまった。揚げ茄子のお味噌汁も無反応のまま完食だ。

　なんだ。茄子嫌いだなんて偽情報じゃないの。

　がっかりしているのに、なぜかほっとしたような不思議な気分になる。疲れて帰宅して嫌いな食べ物をずらりと並べられるなんて、敵とはいえ可哀想だ。やっぱり食べ物作戦はやめておこうと考えながら自分の餃子に箸をつけたときだった。

「ごちそうさま。おいしかったよ」

　いつもより妙に優しい彼の声に顔を上げた私は、その口の端に浮かんだ毒気のある笑みを見て縮み上がった。彼はやはり茄子が苦手なのだ。そしておそらく、私がわざとやったとわかっている。

「先にリビングに行ってる」

　口直しなのか、いつもより渋みの強いワインを持ってリビングに去っていく彼の背中を恐々見送る。

　でもこれは私の得意料理なのよ。罪悪感とともに心の中で言い訳する。好き嫌いなくなんでも食べなきゃね。

　その後、ご機嫌とりにおつまみを作ってリビングに行ってみたけれど、彼はいつもと変わりのない態度だった。だから私はとりあえず彼に一矢報いたことに少し満足して、この一件はこれで終わったものと流してしまった。あとで彼にお仕置きされることになるとは思いもせずに。




「白川さん、お昼行かない？」

「あ、はい！」

　翌日、担当している披露宴の進行予定表を入力していると、橘部長が声をかけてきた。橘部長はよくこうして私をお昼のお供に誘ってくれる。上司である彼は私が白川花壇の娘であることは当然知っているので、特別大事にしてくれているだけなのかなとは思うのだけど、やはりちょっとうれしい。急いでファイルを保存するとパソコンを閉じ、ポーチを持って立ち上がった。

「白川さんは家が遠いから通勤が大変だよね。時間はどのぐらいかかるの？」

　社員食堂の列に並びながら橘部長が訊いてくる。

「だいたい一時間半です」

　今は鷹取蓮司の家にいるので四十分ほどだけど、私はなに食わぬ顔で答えた。

「そりゃきついな」

「平気です。お仕事楽しいし」

　カウンターに横並びになり、先に立つ橘部長が私の分のトレーも台に置いてくれた。

「ひとり暮らしはしないの？」

「そうですね、憧れます。自分のキッチンを持ちたいな、とか」

「白川さんは料理が上手そうだね」

「いえ、そんなことは……でもお料理するのは大好きです」

　橘部長を見上げ、頬を染めて微笑む。女は相手によって変われるものだなと、鷹取蓮司と同棲を始めてからつくづく思う。あの男と会話するときは素の自分丸出しだけど、相手が橘部長だと自分でも気色悪いほど別人だ。

「僕はひとり暮らしだから、食事が不摂生になっちゃうんだよね」

　作りに行きます！と思わず食いつきそうになった私の横顔に、ふと冷ややかな視線を感じた気がした。女子社員の羨望の視線ではない、なにかもっと殺傷能力の高い視線を。

　嫌な予感がして、橘部長とは逆の右隣をこっそりうかがう。隣に並ぶ男性の青いシャツ、トレーを持つ長い指、袖口から覗く腕時計。それからこの濃紺のネクタイは、私の記憶が正しければたしか数時間前に朝食のテーブルの向かい側に見たような――そこまでで手がかりは充分だったのに、怖いもの見たさなのか、私は視線を上へと辿ってしまった。

（……げ）

　まともに鷹取蓮司と目が合ってしまい、慌てて顔を背ける。

「橘部長はなにがお好きなんですか？」

　構うものかと左隣を向き、橘部長に話しかける。我ながら声が地声より二トーンほど高い。

「食べに行くならフレンチかな。自分で作るのは無理だけど」

「あ、私フランス料理得意です」

「茄子料理だろ」

　私がついた大嘘に関係があるのか、右隣の誰かの独り言は聞こえなかったことにした。

「へえ。食べてみたいな」

「橘部長にそんなこと言われたら、みんな本気にしちゃいますよ」

　右隣からの視線が凄まじく痛い。でもこれでいいのだ。橘部長に未練たらたらの痛い女だと思っていただければ。

　メニューを取り終え、橘部長が確保してくれた席に並んで座る。私が端で、その隣が橘部長だ。続いてやってきた蓮司さんは三つ隣の斜め前の席にトレーを置いた。社員食堂が混んでいてそこしか空いていなかったとはいえ、微妙に近い。でも会話までは聞こえない距離だ。

「これいる？　白川さん、チョコレート好きだったよね」

　橘部長がデザートのお皿を私のトレーにのせた。今日はチョコレートのプチガトーだ。珍しく橘部長がデザートを取ったなと思っていたら、私にくれるつもりだったようだ。

「わぁ、ありがとうございます」

　そう言いながら、数日前に蓮司さんがチョコレートを持って帰ってきてくれたことを思い出し、浮気したようなうしろめたい気分になった。

　これは不可抗力だから私のせいではないのよ。

　三つ隣の斜め前の席にそう言い訳する。

　それでも顰ひん蹙しゅくを買うための行動は続けなければならない。

「部長、お肉ひと切れ食べてもらっていいですか？　チョコと交換で」

「いいの？　今日はステーキなのに」

「はい。私には少し大きいので」

　お前は大食いだろうと声が聞こえてきそうな白い視線を受け止めつつ、可愛らしく顔をかしげて笑ってみせる。

「僕のお箸でごめんね」

　そう言いながら、橘部長は私のお皿からサーロインステーキをひと切れ取った。

「平気です」

　和やかに会話しながら食事が半分ほど進み、三つ隣の斜め前への緊張を忘れかけたときだった。橘部長がふとなにかを思い出したようで眉を曇らせた。

「そういえばちょっと気になったことがあってね。静かなデスクでは周囲の耳があってはばかられたんだけど」

「なんですか？」

　社員食堂は騒がしいので、小声の会話を拾われることはない。それでも橘部長は用心深く私に少し顔を寄せた。私も彼に耳を近づける。

「ブーケ・ダンジュから共同開催イベントを持ちかけられてるらしいんだよ」

「え？」

　一度顔を離して橘部長の顔を見つめ、また耳を寄せる。私の仕草や表情が蓮司さんからよく見えることはわかっていたけれど、私は今聞いた情報に動揺していた。

「まだ話は進んでいないし、上層部の検討段階なんだけどね。白川花壇にとっては聞き捨てならない話だから、教えておきたくて」

「ありがとうございます。内密にします」

　元の姿勢に戻り、考え込む。白川花壇には対抗する余裕はないし、第一今から動いても間に合わない。ホテル業界でトップに立つ橘ホテルグループとイベントを共同開催すれば、ブーケ・ダンジュこそがフラワー界のトップブランドだと世間に大きくアピールできる。宣伝効果は絶大だし、これをきっかけにして橘ホテルとの永続的な契約につなげる計算だろう。

「まずいよね」

「そうですね……。でもビジネスの世界ですから仕方ないです」

「まだ検討段階だよ。社長がどう判断するか僕も心配なんだけど、祈ってるよ。白川さんにいいほうに転ぶように」

「ありがとうございます」

　橘部長に笑顔を向けたものの、私は心の中で大きな溜息をついていた。

　綾瀬花音の最近のマスコミ露出の多さは、この共催イベントを意識したプロモーションだろう。おそらくブーケ・ダンジュは彼女をイベントの目玉にするはずだ。花そっちのけのアイドルイベントのような光景が思い浮かぶ。白川花壇のことは置いておくにしても、もしそのイベントが実現したら、実作業を担当するのは私たち営業企画部だ。

　こんな皮肉な仕事があるだろうか？　実家のライバル社を盛り上げるイベントで頑張らなくちゃいけないなんて。

「そんな顔しないで」

　橘部長に肩を優しく叩かれ、私はもう一度笑ってみせた。




　その夜は蓮司さんが接待で遅くなるので、私はひとりで夕飯を済ませ、部屋の前に広がる石庭にしゃがみ込んでいた。

「那な智ち黒ぐろか……」

　黒い玉砂利の品質を吟味し、飛び石を丹念に眺め、申し分のない石材にさすがだなと感心する。造園業を興した家の職業病のようなものだ。

「那智黒は水を撒まくと綺麗なんだけどな」

　黒い玉砂利の美しさは雨が降ったときに最も発揮される。勝手に水を撒いたら怒られるだろうか？

　怒られるというワードから、私は先ほどまで頭を占めていた問題にまた戻って悩み始めた。発端は今朝やらかした失敗だ。

　今朝、早起きした私はランドリーサービスに出すはずの彼の衣類を出勤前に洗濯機で洗った。まあたまには婚約者らしいことでもしてあげようという、茄子の罪滅ぼしのサービスのつもりだった。

　ところが、あろうことか洗濯物の中にティッシュが紛れ込んでいたらしく、それが効果絶大――いや被害が甚大で、彼の黒いＴシャツに屑がびっしりついてしまったのだ。なぜか私の服にはあまりつかなかったのが皮肉だ。

　そのときふと思った。これは家事ができない駄目女をアピールするチャンスではないかと。だから夕方、乾いたそれを畳んでソファーの上に置いておいたのだけど……。

「回収して、綺麗にして返すべき？」

　手のひらの那智黒に尋ねてみる。今の私には、昼間に聞いたブーケ・ダンジュの話よりも由々しき問題だった。たしかに、彼をゲンナリさせようにも暖の簾れんに腕押しでまったく効果がなく、早く手を打たねばと焦っている。でも一方で、いくら自分を鼓舞しても戦意が落ちてきてしまうのだ。だって同棲したら私を虐いじめまくるのかと思いきや、なんだかんだで結構居心地よくしてくれるんだもの。

　やっぱり回収してこよう。

　ところが私がそう結論を出した途端、背後でエレベーターのドアが開いた。

「うわっ」

　しゃがんでいた私が驚いて尻もちをついたのと、蓮司さんが叫んだのは同時だった。

「そんなところでいったいなにをやってるんだ？　気でもふれたのか」

「砂利観察ですよ」

　むっとして言い返したけれど、まあ普通の女子は砂利観察などしないだろう。

「ここ、水を撒いちゃだめですか？　雨が降ると黒玉石は綺麗になるんですけど」

「天井をぶち抜きたいと言われるよりはいい」

　婉曲すぎてわかりにくいけれど、彼的には許可してくれたらしい。少しうれしくなり、玄関に向かう彼の背後で飛び石を跳ねるようについていく。

「排水溝が一カ所しかないから、あまり大量に撒くなよ」

「はい。……あの、おかえりなさい」

「ただいま」

　タイミングのずれた私の挨拶に、彼は背中越しに付き合ってくれた。そのとき私は彼の手に小ぶりな紙の包みがあることに気づいた。昨夜は茄子料理を出したし、昼間は社員食堂で無視してしまったのに、蓮司さんはまた花材を持ち帰ってくれたらしい。同棲開始から二週間。口は悪いけれど、たまにこうして優しいから、そのギャップに私は右往左往してしまう。

　これはやっぱりＴシャツを回収しなければと焦るのに、玄関を通過した彼は先に立ってどんどんリビングに進んでいく。私は慌てて彼を追いかけた。

「これ、前回みたいな枝物じゃないけど使うか？」

　彼がそう言いながらテーブルの上に包みを置く。

「ありがとうございます」

「ふぅ……疲れた」

　彼は早く着替えたかったらしく、ネクタイを外しながらソファーの上に置いてあったＴシャツに気づいて手に取った。

「洗濯してくれたんだな。ありがとう」

「それがその……」

　私が口ごもっている間にＴシャツを広げていた彼の手が止まった。もう手遅れだ。

「あの、今回はわざとじゃないんです」

「今回は、とは？」

「いや別に」

　直立して答えた私と、片手にＴシャツをかざしている彼との間に沈黙が落ちる。

「別に家の中で着る分に問題はない。次の洗濯で取れるだろ」

　意外にも彼はそれ以上私をあげつらうことなくあっさり言うと、いきなり私の目の前でシャツを脱ぎ始めた。

「ぎゃ」

　思わず声を漏らし目を覆った。洗面所で一度見てしまって以来の彼の裸の上半身だ。前回は背中だったけれど、今見たのは胸板で……。それ以上描写することも思い出すことも、男性の身体に免疫がない私には無理だった。あの顔にあの身体なんて、完璧すぎて目を開けたらたぶん私は死んでしまう。

「ほら、着たぞ」

　両手で顔を覆ったまま突っ立っていると、ポンと頭をはたかれた。恐る恐る目を開けてみれば蓮司さんはもうそこにはおらず、例のＴシャツを着たうしろ姿が洗面所に去っていくところだった。

　今度こそお詫びのつもりでワインとおつまみを用意してから、テーブルに置かれた包みを広げた。そう、このときは彼が水に流してくれたものと思っていたのだ。

　洗面所から戻ってきた彼はソファーで私の隣に腰かけ、ワインを片手に寛いでいる。時折、服についた屑をつまんで捨てているのは気にしないことにした。

「わあ、ミモザとパンジー！　スプレーバラもあります」

　中身を見た私は思わず歓声をあげた。

「今日もここで？」

「ああ」

　ホテルロビーなどの巨大なアレンジメントは運搬ができないので、その場でフラワーデザイナーが生ける。物珍しそうに見物していく客も多いが、彼がそうした作業に指示を出したり見守ったりしている姿は見たことがない。なのになぜ私が花を生けるところを見たいのかよくわからなかったけれど、私はいそいそとクリスタルの鉢と道具を持ってきた。

　華道も好きだけど、こういう洋花のアレンジメントも同じぐらい好きだ。ウキウキしながら生け始める。最初にヘデラなどの葉物を入れ、それを花留め代わりにしてパンジーやスプレーバラを挿していく。

「先週やってたような華道とどっちが好き？」

　隣で眺めていた彼が訊く。

「両方好きです。華道のほうが創造的だとは思うんですけど、こういうアレンジメントは人のために生けるものだから、それが楽しいです」

「華道とは目的が違うわけだな」

「そうですね。ブライダルなら新婦を一番綺麗に見せる花。新婦が新郎への想いを表現する花でもあります。追悼式なら、悲しみに寄り添う心を伝える花。生花店って地味ですけど、すごく素敵な仕事じゃないですか」

「バンケット担当で披露宴の世話をしてると、白川に戻りたくならないのか？　自分で生けたいとか思うだろ」

「たしかに里心はつきますけど、今の仕事は面白いです。育ててくれた橘部長への恩義もありますし――」

　そこまで言いかけて、私はやめた。アレンジメントが完成したからでもあるけれど、ふと部屋の温度が少し下がったような気がしたからだ。

「完成？」

「はい」

「可愛らしいな」

　でもそれは気のせいだったようで、蓮司さんはアレンジメントを眺め、少し目を細めて微笑んだ。

　彼の前でお花を生けるのはまだ二回目だけど、その時間だけは私をからかうことなく真面目に接してくれる気がする。相手が大切にしているものに敬意を払ってくれているのを感じる。

「花材が可愛いからです」

　私も頬を緩めて花を眺め、片づけを始めた。今日は花材が少なかったのですべて使い切り、余った花はない。あとは手を洗うだけという段階になって、横でワインを飲んでいた蓮司さんが不意にグラスを置き、私を呼び止めた。

「ちょっと待て」

「はっ、はいっ」

　自然に背筋が伸びる。なぜかそのひと言で、私の悪事について今からお仕置きされることを察知したからだ。花を生ける時間は終わってしまった。彼はそれを待っていたのだ。彼をいたずらに刺激するとろくな目に遭わないということは元々わかっていたはずなのに、後悔してももう遅い。

「俺たちの同棲も二週間になるが、いろいろな余裕も出てきたようだし、保留にしていた案件をそろそろ進める時期だろう」

〝いろいろな余裕〟がなにを指すのか身に覚えがある私は思わず小さくなったけれど、保留の案件というのがわからない。

「保留……？」

　私が隣の彼を恐る恐る見たタイミングを狙ったように、蓮司さんが口を開いた。

「ベッドだ」

「ベッ……、ベッドは設置いただいたもので充分満足して休んでおりますが」

　的外れと知りつつ、苦し紛れに言ってみる。

「とぼけるつもりならはっきり言うが、セッ――」

「わかりました！」

　その恥ずかしい言葉を聞くまいと、私は両手を上げ大声で彼を制した。

「じゃあ合意だな」

「いや、今の〝わかりました〟はそういう意味じゃなくて」

　蓮司さんの手が私の手首を捕らえた。

「え？　あの、ちょっ――」

　視線を合わせたまま、ゆっくりとソファーに押し倒される。お見合いの日の再現だ。でも日常生活の場で起きた今のほうがはるかに生々しかった。

　蓮司さんの目の奥に、あのときにはなかったなにかがちらちらと燃えているように見えた。それは少し仄ほの暗ぐらく、それでいて強烈な引力を持っている。思わず目を奪われていると、彼は容赦なく次の攻撃を仕掛けてきた。

「俺が脱がせるか、自分で脱ぐか、好きなほうを選んでいい」

　逃げ道のない二択に目を見開く。

「選べるか？」

　私を見下ろす蓮司さんが意地悪く笑った。

「え、選べるわよ」

　私は意地を張って言い返した。きっと彼は本気じゃない。今こそ根比べの勝負のときなのだ。

「ぬ、ぬぬ脱がせて」

　余裕を見せたい肝心なときに限って舌がもつれる。それでも私は、組み敷かれながら挑みかけるように彼を見返した。なんてったって二十七年間、誰も手を出さなかった干物だ。食べられるなら食べてみなさいよ。このとき、私は彼がギブアップすると思っていた。

　ところが彼は私の手首を放し、薄い部屋着の胸元の第一ボタンに手をかけた。プツン、と胸元でボタンが外れる音がした。

　嘘でしょ――。

　心の中で絶叫する。私の目を見つめたまま、彼はふたつ目のボタンをゆっくりと外した。私の肌には触れていないし、なんの力も加えられていない。なのに私は抗うことができなかった。彼が放つ媚薬のようななにかに完全に捕らえられていた。彼の力強さの前に屈してしまいたいと――この瞬間、事実上私は彼を受け入れていた。

　ところが三つ目のボタンが外されたとき、私は心の中に突然湧いた超現実的な、そして切実な理由で思わずストップをかけた。

「ま、待って！　私、経験ないの！　一度もお付き合いしたことがないの！」

　初めてだから大切にしてくれとかいう可愛らしいものではない。私の口から勝手に飛び出してきたのは、なんとも無様な脅しだった。

「うう嘘じゃなくて！　食べたらまずいから！　茄子よりまずいから！」

　ああどうしてこんなことを。言った瞬間に掻き消えたくなった。とても彼の顔を見ることができず、ぎゅっと目を瞑る。

「……そうなのか？」

　黙って首を縦に振る。〝食べたらまずい〟部分を問われているのか〝経験がない〟部分を問われているのか不明だけど、とにかく首を縦に振る。最悪だ。なにが最悪なのか脳が考えることを拒否しているけれど、とにかく最悪だ。

「…………」

　ふたりとも動きを止めたまま、恐ろしく長い沈黙が落ちた。

「わ、笑いたきゃ笑いなさいよ」

「悪かった」

　突然、聞いたこともないような優しい声で謝られ、彼の手が胸元を掻き合わせる私の手に触れた。そっと私の手を開き、ボタンを留めていく。

「からかって本当に悪かった」

　それからソファーが揺れ、元通りになった胸元にふわりとなにかがかけられた。

「茄子はうまかった。乃梨子が作ったものは食べる」

　彼の足音が廊下に出ていき、浴室に消えると、私はようやく目を開けた。胸にかけられたブランケットを頭からかぶる。

「なんてこった……」

　どうして全部ぶっちゃけちゃったのよ？　恥ずかしくてもう彼に合わせる顔がない。

〝茄子はうまかった。乃梨子が作ったものは食べる〟

　心の中でその言葉を何度も繰り返した。でも、ちょっとうれしいその言葉は、引っくり返すととどのつまり、茄子は食べるけれど私は食べられないという意味にも受け取れる。命拾いしたのがありがたいのかは複雑だ。

「いやはや……」

　こんなときに出てくる呟きまで女子力がない。

　ぐちゃぐちゃの頭でとりあえず理解したことがいくつかある。

　彼をやり込めようと頑張っても無駄だということ。

　とんでもないカミングアウトをしてしまったということ。

　そして同棲は解消にならず、どうやらまだ続いていくらしい。










一時休戦




「その後どうよ？」

　立ち食い蕎麦屋で真帆が訊く。

「親がうるさい」

「本人は？」

「変化なし」

　まるで密談のような短い言葉になるのは、お互い蕎麦をすするのに忙しいからだ。

「まだ一線越えてないんだ？」

「ブッ」

　あまりにタイムリーな話題で咽むせそうになり、私は慌てて口を押さえた。

「そ、そんなわけないでしょ！　そこ目指してないんだから」

「だって、よく手を出されないなと思ってさ。ひとつ屋根の下に男女がふたりきりでいるのに」

「ま、まあ私のガードが堅いからね」

　言い訳が苦しい。乱れた着物姿でベッドに寝転ぼうと、可愛い部屋着でいようと、彼は私に欲情しないのだ。なんたって〝からかって本当に悪かった〟だもの。なにをするにも彼は余裕なのだ。

「で、破談に向かって順調に嫌われてるの？」

「最初から好かれてないから落ちようがないっていうか、手て強ごわすぎて攻めようがないの」

「考えようによっては鷹取部長の目的はもう果たされたんだよね。要は白川家と橘家が縁組するのを阻止したいわけでしょ？　同棲すれば、乃梨子はもうお手付きとして周知されるから」

「なるほど」

　蕎麦を食べ終わった真帆の冷静な意見に私も頷く。頷きながら、なぜかちょっと胸が痛かった。

「じゃあどうして、まだ同棲を続けるのかな」

「悪いほうに考えれば、半月程度では決め手に欠けるからじゃない？　まだ社内に知られてないし。あと、乃梨子から断らせるのがベストっていうのもあるだろうし」

「そうか……そうよね」

「いいほうに考えれば、実は本当に乃梨子のことが好きだった説」

「…………」

　前回は躍起になって否定したのに、今はなぜか否定したくない。そうだったら自分はどうするのかなと、ふと想像したくなる。

「乃梨子も素直になって好きになっちゃえば？　嫌い嫌いも好きのうちって言うじゃない」

「好きになって、もしただの妨害説だったらどうするのよ？」

「そのときはそのときよ」

　無責任な真帆の反応を聞いて、好きになんかならないわよと決意を新たにする。

　真帆に手を振って別れると、今夜は蓮司さんが接待で遅くなるとわかっていたので、少し寄り道をして夏物の部屋着を見て歩いた。

　そこでふと気づく。私は夏まで同棲するつもりなのだろうか、と。でもなぜ彼が私を拘束したのか、この同棲がどこに向かおうとしているのか、今もってわからないのだ。

　帰宅してみると、蓮司さんはすでに帰っていた。

「あ、おかえりなさい」

　自分のほうが遅かったのに、習慣でついそんな挨拶が出る。

「俺も今帰ったばかりだ」

　蓮司さんまだスーツ姿で、キッチンで水を飲んでいる。大量の溜息を飲み込んだようなこういう表情を浮かべているときは、嫌な接待があったんだなと最近わかるようになった。

「夕飯は？」

「軽く食べてきた」

「私はちょっと足りないから少しだけ作りますけど、食べますか？　おつまみ程度ですけど」

「ああ、ありがとう」

　あれから数日。私たちは一時休戦状態だ。最大の弱味を見せてしまい、恥じ入るあまりしばらく彼の顔をまともに見ることができなかった。けれど蓮司さんの態度はそれまでとまったく変わりがないので、自然と元に戻っていった。

　キッチンに行き、私は手早く夜食を作り始めた。作り置きしていた鶏ささみの醤油漬けを冷凍庫から取り出してチーズをのせ、オーブンで焼く間、小松菜の煮びたしを作る。昨夜の余り物の里芋の煮物を柚子味噌で和あえてアレンジするまで十五分もかからない。彼が疲れているときは手早さ優先のメニューだ。

「どうぞ」

　お盆に三品とお漬物、彼のためにお茶漬けの用意をしてリビングまで運んでいくと、蓮司さんはそれまで開いていたパソコンを閉じてテーブルの上を片づけた。

「酒が飲みたくなる味だな」

　蓮司さんがそう言って、キッチンからワインとグラスをふたつ持ってきた。

　ダイニングでの向かい合わせではなく、ソファーに並んでの食事はまるでバーのカウンター席のような緩やかな距離感だ。

「お疲れさまです」

　グラスを合わせ、料理をつまみながら夜景を眺める。音楽もテレビもつけていないけれど、不思議と沈黙が嫌ではなかった。

　でもしばらくすると、少しは機嫌が直ったかなと気になってきて、隣を覗き込んだ。

「なに？」

「なんでもないです」

　蓮司さんが寛いだ表情だったので安心する。

「おいしかったよ。接待では酒ばかり流し込んでたから。ありがとう」

「いえ……」

　蓮司さんとこんな普通の会話をしたことがないので、どう答えていいのかわからない。さっきまで沈黙が平気だったのに、途端に落ち着かなくなる。

　しばらくして蓮司さんがまた口を開く。それは意外な言葉だった。

「入社面接のとき、悪かったな」

「……へ？」

　一瞬ポカンとしたあと、憤慨して叫んだ。

「もう四年も前ですよ！　ていうか黒歴史なので、思い出させないでください」

「黒歴史か」

　隣で彼が笑う。

「歴史に名を刻めて光栄だ」

「歴史じゃなくて、黒歴史です」

「あれも俺の仕事なんだよ。当時は人事だったしな」

「どうして私を合格にしたんですか？　白川への義理？」

「違うよ。怒っていても誇り高く礼儀正しかったからな」

「でも私、帰ってみたらスカートが破れてて……」

　すると彼が身体を揺らして笑い出した。よほどおかしかったらしい。

「教えてやりたかったんだがな。逃げ足の速さがすごかった」

「笑わないで！」

「わかったわかった」

　そう言いながら隣で彼はまだ笑っている。彼の声はいつもより少し気だるく掠れていて、ああ少し酔っているんだなと考える。彼がアルコールを顔に出すことは今までになかったから、今日はよほど嫌なお酒だったのだろう。

「前に言ってただろ。橘部長と小さい頃の思い出があると」

「……はい」

　蓮司さんの話題はあちらこちらに飛ぶ。

「どんな思い出？」

「ええと……。橘部長はとっくに忘れてると思いますけど……笑わないでくださいよ」

「ああ」

　彼の返事と今の雰囲気を信用して、私はためらいがちに話し始めた。誰かに語るのは初めてなので恥ずかしい。

「私が小学生になったばかりの頃だったと思います。その頃、母の実家の周辺にはまだ緑がいっぱいあって、春になると近くの大きな空き地一面に白詰草が咲いていました。私はそこが大好きで、母の実家に預けられると、よくこっそり抜け出して遊んでいたんです。白詰草の花畑の中に座っていると、お姫さまになったみたいな気分になれたんですよね、あの頃」

　私が少し照れ笑いして話すのを、彼はワインを飲みながら穏やかに聞いている。

「でもその春行ってみると、空き地は高いフェンスで囲まれていて――」

　鉄板に白詰草が圧おし潰されていたのを覚えている。中の花は無事なのか心配でフェンスを登ろうとしたけれど足を滑らせて落ちてしまい、私は膝を擦りむいて泣いていた。すると見知らぬ少年がやって来て慰めてくれた。

『僕が代わりに見てきてあげる』

　彼は高いフェンスをするすると登り、向こう側に飛び降りたあと、しばらくして残念そうな顔で戻ってきた。

『更地になってて、これだけ残ってた』

　少年の手には根のついた白詰草がひと株だけ握られていた。

『ごめんね。この空き地を潰したのは僕のお父さんなんだ』

　細かなことは記憶から抜けてしまったけれど、私たちはそこで少しだけ会話したことを覚えている。私は彼に名前を教え、将来の夢を語った。

『私、日本一素敵なお花屋さんになるの』

『いつか買いに行くよ』

　少年は名前を言わなかったので彼が誰だったのかを知る手がかりはなく、その思い出は守られることのない約束としてセピア色に変わっていった。

　あとになって、その土地には橘系列のホテルが建設されたことを聞いた。そして就職して、あの少年が橘部長だとわかったのだ。橘部長の父親は病気療養のため現在は引退しているけれど、最近まで役員を務めていた。

「まあ、たったこれだけの淡い思い出なんですけど」

　話し終えると無性に恥ずかしくなり、私はうつむいて照れ笑いした。

「それ、橘部長とは限らないだろ。建設会社の息子かもしれないしな」

「あ……そっか」

　蓮司さんの冷静な指摘に渋々納得したあと、私は膝の上でワイングラスを揺らした。

「いいんです。好きに想像するだけですから」

　彼は軽く笑い、ひとつだけ残っていた料理を取った。

「それで、その白詰草は？」

「それが……夏の暑さにやられてしまって、一年も持たずに枯らしてしまったんです。水をやりすぎたのかなとかすごく後悔しました。悲しくて、植えていた土も植木鉢もしばらくそのまま大切に残してました。もう一度芽を出してくれないかなって……でもだめでした。そのときに本気で決意したんだと思います」

「なにを？」

「相手はもういないけど、あの約束を守るって」

　日本一素敵なお花屋さんってなんだろう？　最近はそれを考える。日本一有名なのか、日本一大きいのか、それともほかのなにかなのかを。

　彼は黙って私のグラスにワインを足した。

「蓮司さんは？　私、蓮司さんのことなにも知らないんですけど……釣書を交わしてないから、年齢すらわかりません」

　私たちはこの同棲が見せかけのもので、お互いに腹の中では相手の出方をうかがっている関係だとわかっている。だから相手に対する興味を口に出すのに少し勇気がいった。気軽に訊けないのはそれが婚約者としての演技だと言いきれるのか、自身の心理がわからないからかもしれない。また、彼のことをたくさん知ってしまうと今までみたいに毛嫌いし続けることができなくなりそうで、それも怖かった。

　でも一緒にお酒を飲んでいる今なら、年齢ぐらい訊いてもおかしくないわよね？

　一杯で酔える体質だからすでに頭は普段の状態ではなくなっていて、臆病にしり込みする自分と鷹揚な自分とが混在している。

「ああ、そうか。俺は四年前に履歴書を見てるからだいたいのことは知ってたけど、フェアじゃなかったよな」

　それから彼は自身のことをいくつか教えてくれた。奨学金で大学を出て他企業に一度就職したあと、橘ホテルグループに入社したこと。

「母は俺が中学生のときに亡くなった。父親はいない。高校を出るまでは親戚の世話になった。こう言うと苦労話に聞こえるけど、別にそうでもない」

　あまり多くは語りたくないようで、彼はさらりと短く話をまとめた。

「このマンションは母が遺したものだ。母が住むことはなかったけどね」

　突っ込んで訊けない事情がありそうで、私が黙ったまま頭の中で疑問を散らかしていると、彼は最後につけ足した。

「それと年齢は三十三だ」

「橘部長と同じですね」

　口が勝手に橘部長の名前を出してしまい、彼に呆れられる。

「頭の中はそれしかないのか？」

「ただ同じだって言っただけじゃないですか。もしかして橘部長のこと嫌いとか？」

「まあ、せいぜいお花畑に座ってろ」

「なにその言い方！　大切な思い出だったのに、教えてあげるんじゃなかった」

　彼は私には構わず笑いながらテーブルの上のお皿をお盆にまとめ始めた。

「風呂入れるから、先に入れよ」

「いえ、お先にどうぞ」

「でもお前、朝が弱いだろ。先に入って早く寝ろ」

「でもレディーはお風呂でやりたいことがいろいろあるから、あとがいいんです」

「だったら明日の朝は俺に頼るなよ」

　私は朝がめっぽう弱く、同棲を開始してから何度蓮司さんに起こしてもらったかわからない。それがあって私の寝室への立ち入りを受け入れざるを得ないから、ジャージがばれないよう部屋着が必要になったのだ。

「目覚ましはいくつもかけてるんですけど……」

「それがだめなんだ。ひとつにしないから起きられないんだよ」

　ガミガミと根性論を説かれ、返す言葉もなくソファーの上で縮こまる。

「想像を絶する寝相を朝っぱらから見せられる立場になってみろ」

「えっ、私ってそんなに寝相悪いんですか？」

「自分で言っただろうが」

　彼はお盆を持ち、呆れ顔で立ち上がった。

「可愛く眠ってるよ」

　そんな言葉とともにポンと頭のてっぺんを軽く叩かれた。足音はキッチンに向かって遠ざかっていく。

「食器は俺が片づけるから早く寝ろよ」

「…………」

　頭のてっぺんに手をあてたまま、私は茫然と座っていた。

　可愛く眠ってるよ。可愛く眠ってるよ。可愛く――。

　頭の中ではずっと彼の声がこだましている。

　嫌われたいのか、嫌われたくないのか。彼は私をどうしたいのか。相手の腹の中も自分の腹の中も見えない。

　この同棲はどこに向かっているのだろう？

　答えはやっぱり見つからない。










ファーストキスはイカゲソの味




「むふふふ……」

　同棲開始から三週間が過ぎた夜。私は浴室でひとり、不気味な笑いを漏らしていた。

　白川家の檜風呂ではできなかった念願のバブルバス。浴槽からあふれそうな泡の中で、何度も泡をすくっては息を吹きかける。いっぺんこれをやってみたかったのだ。

　しかし手のひらに盛った泡は、吹くとボトリとその場に落ち、ふわふわの白い湯面に濁った穴を開けるだけだった。

「……漫画みたいには飛ばないのね」

　少しがっかりしたものの、手でかき回して泡を立てる。

　ここまで私が浮かれているのには理由がある。今夜は蓮司さんが大阪出張で帰ってこない。三週間も緊張していた私は久々の自由に張り切っていた。今夜はやりたかったこと、我慢していたことを全部やるのだ。

　しかし憧れのバブルバスも、三十分間も浸かっているとさすがに飽きてきた。元々は温泉派だ。

「次に行きましょう」

　いそいそと浴槽から上がったけれど、あと片づけもしなければという貧乏くさい現実に立ち返る。浴槽の栓を抜くと水位は下がったものの、大量の泡が中途で停滞している。世の女性みんなが泡風呂好きだったら、下水道は大変なことになるのではないだろうか。心配しながら裸で浴槽を覗き込んでいた私は、泡が大方消えたところで浴槽を軽く洗い、ようやく次に進んだ。

　パウダールームの椅子に腰かけ、湯上がりの肌にボディクリームをたっぷり塗り込む。チェリーブロッサムという名前の香りで、別名「初恋の香り」とも呼ばれているフレグランスクリームだ。そのネーミングのせいで二十代後半に入った最近はレジに出すのが若干恥ずかしくなってきたが、長年愛用している。花を扱うことが日常だったため、普段は香水をつけない。お風呂上がりのボディクリームはささやかな楽しみなのだ。

　それから鼻歌を歌いながら顔のお手入れをする。緑色の泥パックはデスマスクのような薄気味悪い顔になるので、蓮司さんがいるときは控えていた。いつ入ってこられるかわからない状況では、安心して所要時間十五分のデスマスクになれない。

　古い日本家屋で生まれ育った私には、このマンションのバスルームは衝撃だった。

　寝転べるほど広いバスタブ、優雅なパウダールーム。まるでホテルのスイートルームの仕様だ。そんなバスルームでは自然とお肌のお手入れが楽しくなる。今日は蓮司さんの帰宅を気にしなくていいからなおさらだ。

「どっちにしようかな……」

　愛用のジャージと可愛い部屋着を両手に持ち、しばし迷う。今夜は自室限定だったジャージを全エリア解禁で満喫するはずだった。当初はそのつもりだったのだ。でも結局、私が選んだのは可愛い部屋着だった。最近は自分の部屋でもジャージを着ることがなくなった。蓮司さんに毎朝起こしてもらうからという理由であれば、今夜に限りそれは気にしなくていいはずなのに、もうそろそろジャージは卒業かな、なんて考えてしまう。

『乃梨子ちゃん、男できたんか？』

　更衣室で小舟さんに受けた指摘を思い出す。

『最近、色気ムンムンだがね』

「いやいや、違う違う」

　マンションのバスルームで思わず否定する。あくまでも私は蓮司さんが縁談を断るよう仕向けるためにここにいるのであって、間違っても元々ない色気など発動してはいない。

　その証拠に、踊るような足取りでキッチンに向かった私が冷蔵庫からいそいそと取り出したのは、帰りにコンビニで買ってきたカップ酒。

「冷えてる冷えてる」

　それから同じくコンビニで調達したイカゲソの袋をお盆にのせ、ルーフテラスに臨むリビングに向かった。

「祝、おひとりさま！」

　同棲開始からずっと我慢してきたカップ酒で祝杯を挙げる。なんて解放感。独り言が多いのは、決して寂しいからではない。

　贅沢な眺望を独り占めしながらちびちびとカップ酒を飲む。酒豪ではないので、だいたい一杯で満足できてしまう安上がりな口だ。でも今日は奮発して三つも買ってしまった。

　彼の前でカップ酒をあおりイカゲソをくわえてみせたら、きっとこの窮屈な同棲は終わるだろう。なのになぜ、三週間も過ぎているのに私はまだその切り札を出せずにいるのだろう？

　でも、そもそも彼は私に興味がない。いくら中身からおっさん臭が漏れていたとしても、生物学上は女なのに、私ってそれほど魅力がないのだろうか？　小舟さんからは色気ムンムンって言われたのに。

「ほかに誰かいるのかな……」

　蓮司さんの帰宅はいつも遅いし、食事も外で済ませてくることが多い。今日だって大阪出張とか言いながら誰かの部屋に行ってるのかもしれないし……。

「別に全然構わないけどね」

　声に出して言ってみたけれど、あまりすっきりしない。

　外に誰か女性がいるならそのほうが好都合のはずだった。彼の不実があれば、充分に破談の理由になるのだから。

　そう考えようとしても胸の中がモヤモヤして、カップ酒をぐいっと飲む。自分があまりに男性と縁がなく経験値ゼロだから僻ひがんでいるのだろうか？　まあいずれにしても、切れ者の彼が尻尾を見せることはないだろうけど。

　カップ酒が空になり、二杯目のカップを開ける。今日は特別な日なのでハイペースだ。イカゲソをちぎりながら考える。

　やりたいことってこれだけだったっけ？　バブルバスと、カップ酒と……張り切っていた割にはなにかが足りない。

　しばらく考えた私は、この間彼が取引先からもらったチョコレートがまだ冷蔵庫にあることを思い出して取りに行った。

　蓮司さんは甘いものがあまり好きではないのか、私が一日一粒食べるのを楽しみにしている以外、チョコレートはまったく減らない。

　数日前の彼を思い出す。

『好きな順で食べろよ。俺は取らないから』

　箱を前にどれにしようか真剣に迷う私を見て彼は笑っていた。時折、彼のなんでもない言葉や表情が私の中のどこか深いところに刺さる。刺さったそれが抜けなくて困っているうちに、どんどん増えていってしまうのだ。

　そもそもどうして私は彼に嫌われなきゃいけないんだっけ？

　お風呂上がりで血行がいいせいか、カップ酒二杯で頭がぼんやりしてしまい、思考がまとまらない。

　溜息をついてチョコレートの箱に蓋をした私は、ふと箱の横に書かれた文字に目を留めた。

（帝て塚づか山やま……？）

　大阪の地名だ。どこのブランドのチョコレートかなど、これまであまり気にしていなかったけれど、それが大阪のチョコレートショップのものだと今初めて気づいた。

　大阪といえば綾瀬家を連想してしまう。綾瀬家は橘ホテルグループに占める白川花壇のシェアを切り崩すため、盛んに攻勢をかけている。今日、蓮司さんが出張しているのも大阪だ。なにか関連はあるのだろうか？

「やめよ……」

　ひとりきりの貴重な夜なのに、考えても楽しくないことで時間を無駄にするのはやめよう。

　チョコレートの箱を片づけると、私はソファーの前に小さな椅子を運んできた。フットレストにするためだ。今日は担当する披露宴が二件続いたので一日中走り回って脚がひどくむくんでいる。

「ふぅ……生き返る……」

　少々お行儀は悪いけれど椅子に脚を乗せ、深々と溜息をつく。女だって生き物なので、いつも優雅ではいられない。

　それでもなにか物足りなくて、スマートフォンの音楽アプリからお気に入りの曲を選び、イヤフォンをつけると、アイマスクを取り出した。個包装を開けると発熱してアロマの香りと蒸気で目を温めてくれるものだ。とても気持ちがいいのだけど使い捨てでひとつ百円以上するので、ケチケチと使っている。

　イヤフォンからはクラシックギターの繊細な調べが流れてくる。奏者は日本の有名な女性ギタリストで、同じくギタリストの父親からギターの英才教育を受けたという。デビュー時の瑞みず々みずしさも好きだけど、私は年齢を重ねた彼女の現在の音色がとても好きで、よく聴いている。二世のアーティストとして重圧や迷いもあったことだろう。でも見事に超越して彼女だけの世界を築き上げた姿にも憧れる。

　お気に入りの音楽、極上のソファー、アロマの蒸気、好物のカップ酒とイカゲソ。お洒落なものと微妙なゲテモノがごちゃまぜだけど極楽だ。アイマスクをしているせいでせっかくの夜景が見えないのは仕方がない。

　アロマの香りに誘われ、つい睡魔に襲われる。今日はアルコールが入っているのでなおさらだった。うとうとしかけて、はっと目を覚ます。

「寝たらだめよ。せっかくひとりなのにもったいない」

　眠気覚ましになるかとイカゲソをかじっていたら、手に握っていた一本を食べきってしまった。仕方なく手探りで袋を探す。アイマスクを装着する前に必要なものを手の届くところにセットしておくべきだった。

　やみくもに手を振り回していると、いい案配にイカゲソが一本差し出されたように手にあたった。なかなか食べやすいサイズにちぎってあったので気分が上がり、私はにっこり微笑んだ。

　端っこを小さくかじり、カップ酒をちびりと飲む。

「フォアグラより断然イカゲソよね」

「……そうみたいだな」

　なぜかギターの調べにあの男の声が交じった。この三週間で、私は幻聴が起きるほどストレスを感じていたらしい。

　イヤフォンの音量を上げ、もうひと口カップ酒を飲もうとしたら、わずかしか残っていなかった。がっかりして空のカップを置く。手探りで次のカップを開けるのは無理だし、もうかなり酔ってきたから明日の仕事のために諦めることにした。

「ほら」

　ところが二度目の幻聴とともにパコッと蓋を開ける音がして、私の手にカップ酒が握らされた。

　さすがにおかしいと気づき、私はアイマスクを引っ剥がして飛び起きた。

「な……な……なんで？」

　これは幻覚だろう。幻覚であってほしい。そうでないと非常にまずい。

　目の前には、ここにいるはずのない鷹取蓮司がネクタイを緩めたシャツ姿で、ソファーの前の肘掛け椅子に座って私を眺めていた。

「ただいま」

「…………」

「早く終わったから帰ってきた」

「…………」

　テーブルに散らかるのはカップ酒の空き瓶、イカゲソの袋。隠しようがないそれらは諦め、お行儀悪く上げていた脚をしおしおと下ろした。

　最悪だ。最悪の姿を見られてしまった。これで同棲は終わるだろう。いや、だから最悪じゃなくて最高なの？

「楽しくやってるところを邪魔して悪かったな」

　嫌味なのだろうが、私はあまりの事態に現実逃避したままぼんやり彼を見つめていた。私の耳からプツンとイヤフォンが外される。

「聞こえてるか？」

「……おかえりなさい」

　ようやく私の口から、山びこのようにタイミングのずれた返事が出てきた。

「ただいま」

　蓮司さんがそれに付き合ってくれる。

「……帰ってきてよかったんですか？」

「接待だから抜けても構わない」

　どこの接待、という質問は飲み込んだ。それがどこであっても、今はたいした問題ではなかった。

　なぜだろう？　ひどく動揺しながら、彼が帰ってきたことがうれしかった。なにをやっても足りなかったあとのひとつが、これでようやく揃った気がした。そんなはずはないので、これは幻覚なのだろう。カップ酒の現場を押さえられた衝撃から逃れるため、私の頭はそう解釈した。

　私が黙って彼を見つめていると、蓮司さんは「酔ってるな」と呟いた。

「……嫌いになりましたか？」

　幻覚の中では性格も変わるらしい。私の口からは普段ならありえない素直な質問が飛び出した。

「どうして？」

「こんなんだから」

「ならないよ」

　彼はそう答え、いきなり身を屈かがめたかと思うと、先ほど私が下ろした脚を持ち上げた。びっくりしているのに、酔っているせいで咄嗟に反応できない。素足に彼の手が触れ、そこから不思議な感覚が全身に広がった。アルコールよりもっと甘く強烈ななにかが。

「細い脚だな」

　彼は私の脚を元通り椅子に乗せた。

「今日は披露宴を二件かけ持ちしたんだろ。お疲れだったな」

　蓮司さんがこんなに優しいのはありえないから、これはやはり幻覚なのだろう。

「土産だ」

　幻覚の蓮司さんがテーブルに置いたのは、京野菜のお漬物の詰め合わせだった。

「お漬物、大好き」

「よかった」

　蓮司さんは少しだけ優しい表情で微笑んだ。

「明日一緒に食べような」

「うん」

　蓮司さんはキッチンの冷蔵庫にお漬物をしまいに行き、ビールを持って戻ってきた。

　ソファーに並んで腰かけて、彼はビールを、私はカップ酒を飲む。私の手にはかじりかけのイカゲソが握られたままだ。

「いいから食べろよ」

「うん」

　それでも私がためらっていると、彼はイカゲソの袋から一本取った。

「俺も食べるから」

「うん」

　ようやく安心してイカゲソをかじり始めた私は、しばらくして隣の彼を覗き込んだ。

「おいしい？」

「旨いよ」

　彼の返事を聞いてやたらにうれしくなり、私は「ふふふ」と笑いを漏らした。

「フランス料理が得意ならイカゲソよりフォアグラじゃないのか？」

　彼は幻覚でも嫌味を言うらしい。そしてかなり執念深いらしい。そう考えて、さらに私は機嫌がよくなった。

「すっかり酔っ払いだな。カップ酒ふたつで」

「酔ってないよ」

　幻覚の中で、私たちは意外に仲がいい設定のようだ。とにかく気分がよくて笑っていると、ついにお酒を取り上げられた。

「もう飲むな」

「せっかく開けてくれたのに」

「だったら冷蔵庫に入れておいてやるから明日飲めよ。ほら、漬物をツマミにできるだろ？」

　子供を諭すように言われ、素直に頷く。今の私はすっかり腑抜けて、反抗する気がまったく起きない。

　彼はビールを飲み終えるとこちらを向いた。

「俺は今から風呂に入ってくるけど、ここで寝るなよ」

「うん」

　頷いた私の顔を見て、彼は「寝るだろうな」と溜息をついた。

「本当に嫌いになってない？」

　立ち上がりかけた彼を引き留めるように、もう一度質問した。もう少しここにいてほしかったのだ。

「どう答えてほしいんだ？　俺に嫌われたかったんだろ」

「どうしてそれを知ってるの？」

　ぼんやりと訊き返す。

「最初から見え見えだ」

　蓮司さんはそう言いながら私の腰に腕を回し、ぐっと引き寄せた。力の入らない私の身体は彼のなすがまま、蓮司さんの腕の中に収まっていた。

　その状況を頭が認識する前に、彼の呟きが落とされる。

「残念だな。俺は絶対にお前を嫌いにはならない」

　彼の端整な顔とあの切れ長の目が私の視界を覆ったのは、その声とほぼ同時だった。彼の目は相手を捕食する動物のような力強さに満ちていたけれど、それでいてとても優しい色を浮かべているように見える。

「……ん」

　彼の表情に見とれていると、目を閉じる間もなく唇と呼吸が優しく塞がれ、一瞬のうちに放された。なにが起きたのかわからず、ただ目を見開いて彼を見上げる。

　彼の目が一瞬揺れたあと、身体にかぶさっていた温もりが引き剥がされた。

「風呂に入ってくる」

　先ほどと同じ台詞に素直に頷くと、彼は少し苛立たしげな顔をした。

　薄い部屋着の上に彼の上着がかけられる。彼のフレグランスがふわりと私の前髪を揺らした。

「自分の部屋に戻れよ」

「うん」

　今の私はたぶん道端の酔っ払いみたいな状態なのだろう。これが現実なのか夢なのかわからない。

「うん」

　でも怒られているみたいなのにすごく心地よくて、私はもう一度彼を見上げて頷き、微笑んで目を閉じた。

　そこから先の記憶はない。




（頭が重い……）

　翌朝、私は通勤電車のつり革に掴まり、欠伸あくびを噛み殺していた。電車の揺れというものは最高の睡眠導入剤だ。立ったままでも眠れてしまう。

　でも、瞼まぶたは今にも落ちそうなのに、頭の一部分はあることを必死で考えている。

（昨夜はいったいなにがあったの？）

　思い出すことを拒否する理性と、突き詰めたいと叫んでいる心がせめぎ合う状態だ。それはつい一時間ほど前、目覚めたときから続いている。

　今朝、目を覚ましてみたら私は自分の部屋のベッドにいた。目を覚ましたというより、蓮司さんに起こされたのだけど。

『おい。……乃梨子！』

　眠りの底から浮かび上がってきて、ベッドに腰かけて私を見下ろしている蓮司さんの顔を視界が捉えたとき、私はベッドの中で硬直した。

『どど、どうしてここにいるの？　大阪じゃ……』

　蓮司さんはそれを聞いて、今まで聞いたこともないような、大量の溜息を吐き出した。

『覚えてないのか？』

『ええと……？』

　覚えていないことはない。だけどそれは幻覚であって、現実ではないはずだった。しかし蓮司さんは今ここにいる。どういうこと？

『まあ覚えてないならいい。とにかく起きろ。七時半だぞ』

『……えええ!?』

　そこからはもう戦争のようだった。史上最速で身支度を整え、牛乳一杯――いつもならホットカフェオレなのだけど、熱いものをふうふう吹きながら飲むような暇がなかった――を一気飲みし、蓮司さんと別出勤のため彼より一本早い電車に乗ろうとして駅まで走って乗り遅れ、現在に至る。

〝結局、乗り遅れました。だからたぶん同じ電車に乗ってます〟

　混み合う車両の中で自分の位置を確保すると、私は彼にメッセージを送り、スマートフォンをバッグに収めた。

　わざわざメッセージを送る必要はなかったのに、なぜ送ったのだろう？　揺られながら理由を列挙する。ひとつ目。あれだけ別出勤を主張しておきながら一緒の電車に乗っていることが決まり悪いから。ふたつ目。同じ電車になっちゃったけど、見かけても無視してねという牽制を込めて。三つ目。これはほんの少しだけど、一緒の電車に乗っていることが新鮮で、ちょっとうれしいから。

　つり革に掴まり、再び昨夜の出来事がどこまで幻覚でどこからが現実なのかを考え始める。昨夜のこと全体が幻覚だったわけではないことは、キッチンに自分のひとり酒盛りの痕跡が――カップ酒の空瓶と口の開いたイカゲソの袋があったことでわかっている。悩ましいのは、夢の中の出来事だと思っていたお漬物が冷蔵庫に入っていたことだ。彼に酒盛りの現場を押さえられたあの場面が現実だとしたら、そのあとのキスも――。

「…………」

　心の中でギャーと悲鳴をあげたけれど、声に出すのは我慢した。蓮司さんはどうして私にキスしたの？

　それに答えるようなタイミングで、バッグの中でスマートフォンが振動した。取り出してみると、画面には〝鷹取蓮司〟と表示されている。彼の返事は当然ながら、キスにはまったく関係ないことだった。

〝社員証をテーブルの上に忘れていったぞ。俺が持ってきてる〟

　嘘？　つり革に掴まったまま、肩にかけたバッグを覗き込んだ。やっぱりない。

〝ごめんなさい！　事業統括部まで受け取りに行きます〟

〝通用口を通過できるならね〟

　たしかに、社員証がないと通用口のドアを通れない。慌てたせいで寝ぼけたことを言ってしまった。ＩＣカードリーダーに顔パスという機能はないのだ。

　それにしても、いつも思うけれどほかに言い方はないものだろうか？　会話にもメールにも嫌味ったらしい性格が滲み出ている。

〝何号車に乗ってますか？　私は十号車なので、近くなら取りに行きます〟

〝五〟

　彼らしい、これ以上削りようがない文字数の返事が返ってくる。無理だろ？という嘲りを一文字で伝えているのだ。

　たしかにさきほど停車した大きな駅で乗客が増え、とてもその距離は移動できそうにない。私は諦めて再度メッセージを送った。

〝会社の通用口で受け取ります〟

　通用口なんて人目につくことこのうえないのだけど、私の落ち度だから仕方がない。私はスマートフォンをバッグの中に落として目を閉じた。そしてまたキスのことを考え始める。彼はどうしてキスしたのだろう？

　ふと隣の乗客の生暖かい息が首筋にかかり、反対方向に少し立ち位置をずらした。

　見知らぬ他人の息がかかることすら不快なのに、嫌っているはずの男に唇を奪われたにも拘わらず、嫌悪感がない。むしろ――。

（いやいやいやいや）

　つり革にぶら下がりながら首を振った。それでも頭はあの感触を何度も再生してしまう。

　もしあれが現実なら、私のファーストキスということになる。

　――ちょっと待って。私、あのときイカゲソを食べてた。そうしたら当然、私の口からはイカゲソの匂いがしていたはずで。

（臭いって思われたかもしれない……）

　新たに判明した問題点にどっと落ち込む。いや、彼だって一本食べたし。そう自分を慰めてもうまくいかず躍起になっていると、キスの直前に聞いた彼の台詞を思い出した。

『残念だな。俺は絶対にお前を嫌いにはならない』

　あれはどういう意味なのだろう？　絶対に負けることはないという通告なのか、それとも違う意味があるのだろうか。あのときは後者に思えた。だって彼の目はとても優しくて――。

　そこで私は苛々と溜息をついて再び立ち位置をずらした。先ほどから隣の客との距離が異常に近い気がして考え事に集中できないのだ。おまけにあの嫌な息が何度も首にかかる。そのうちに腰の辺りにも異変を感じ始めた。

　まさか、これは……。

　ぞわぞわとした寒気が背中を伝った。これまで一度も変質者の被害に遭ったことがない。色気がない女の唯一のメリットだと思っていたのに、こういうものは無差別攻撃らしい。

　横目でうかがうと、隣に立っているのはサラリーマン風の中年男だった。警告のつもりで睨みつけた私はすぐに後悔した。ニヤリと笑い返されたのだ。気持ち悪いし、顔を見られた恐怖で身体がすくんだ。

　そのとき頭に浮かんだのは蓮司さんだった。スマートフォンを取り出し、彼にメッセージを打ち始めた。

〝隣に変な男が〟

　彼に救いを求めても満員電車ではどうにもならないのに、この恐怖と嫌悪感が耐え難くて、ただ彼を身近に感じていたかったのだ。

　メッセージを打つために私の防御が緩んだせいで、男はさらに身体を密着させてくる。手が上着の中に入ってきた衝撃で私はスマートフォンを落としてしまった。メッセージを送信できたのかもわからない。

　私が逃れようとすればするほど男の手は執拗になり、上着の裾を押さえ込むと次はスカートをまさぐられた。脚を撫で上げられ、嫌悪感のあまり吐き気がこみ上げる。

（蓮司さん……！）

　彼に届くはずもないのに、心の中で彼を呼ぶ。

　顔を背ければ、アップにした首筋の肌に生暖かい息が何度も吹きかけられる。電車が揺れた拍子なのか、男の鼻が肌にあたった。

　嫌だ。嫌だ。気持ち悪い……！

　声をあげようとしたけれど、喉からはなにも出てこない。

　泣きそうになりながらスカートを引き上げる男の手に抵抗していたときだった。後方から誰かが強引に割り込んできたかと思うと、私のスカートをまさぐっていた男の手がひねり上げられた。

「次の駅で降りろ」

　抑えつけたような低い怒声が頭上で響く。それは蓮司さんの声だった。




　結局その日、私たちが出勤したのは定刻を三時間も過ぎたお昼近くだった。蓮司さんは男を駅員に突き出すだけでなく、男が警察に引き渡されて私が状況の聴取を終えるまで、すべての手続きに付き添ってくれた。

　その過程で蓮司さんは普段の落ち着き払った彼とは打って変わって怒りをあらわにする場面があった。身体のどこを触られたのか、私がこと細かに聞かれたときだ。

「失礼ですが、女性警官に交代してもらえませんか？」

　実際の立ち位置を再現させられた際、彼のクレームで担当が代えられたのはありがたかった。正直、思い出すだけで吐き気がしていた。

　また、こういう場合は被害者である女性側が相手を挑発するような服装かどうかも問題とされるらしく、私は全身の写真を撮られる羽目になった。正面を向いて一枚、横向きで一枚、うしろ向きで一枚。シャッターが切られるたび、こんな画像データが警察に保管されることがまるで犯罪者のようで悔しくてならなかった。私の知らない場で、知らない男たちに、女性の身体という観点で審議されることも。

「犯人の言い訳のために写真まで撮って、二度辱める必要があるのか？　挑発しているかどうか、誰が見てもわかるだろう」

　私の出勤着は披露宴に立ち会うときと同じで、紺色のひざ下丈スーツに髪はきっちりとシニョンにまとめている。

「いやぁ、こういうなんていうか禁欲的な服装？　そういうのにムラムラする輩やからも少なくないですからねぇ」

　そこで爆発しかけた蓮司さんの腕を私が引いて止めた。彼も目撃者として身元を警察に提出しているので、大企業の役職者として傷がついてはならないと思ったのだ。それでも蓮司さんは相当な剣幕で抗議していたけれど。

　そのあと手続き完了まで別室で待たされる間、蓮司さんは腕組みをして押し黙っていた。まだかなり怒っているらしい。私は小さな声で謝った。

「すみません……」

「なぜ謝る？」

「仕事、遅れちゃうし」

「それは全然構わない」

「二十七歳にもなって、対処できなくてごめんなさい」

「歳は関係ない。被害者なんだぞ。謝るな」

　黙っていると泣いてしまいそうなので、私はとりとめなく喋り続けた。

「今まで一度もこんな目に遭ったことがないんです。色気がないのも便利ですよね、あはは」

「自覚持てよ」

「なんの？」

「わからないなら、いい」

　蓮司さんは溜息をついたあと、ぐっと優しい声になった。

「大丈夫か？」

「はい」

　私が珍しく素直に頷くと、彼は私の頭に腕を伸ばしかけ、思い直したようにその腕を下ろした。

「今は男が怖いよな」

　頭を撫でてくれるのかと思ったのに……。

　動揺しているせいなのか、彼に撫でられたいなと思ってしまった。昨夜みたいにしっかり抱きしめられたい、と。こんな被害に遭ったばかりなのに、彼にだけはそうしてほしいと願うのだ。

　そんな風に感じる自分に戸惑う。嫌いな男のはずなのに、なぜ触れられたいと思うのだろう？

　警察官が入ってきて、私のスマートフォンを渡してくれた。騒動のなかで乗客の誰かが被害女性のものだと駅員に届けてくれていたらしい。無事に手元に返ってきたスマートフォンは画面が少し割れていた。それを見たら、ずっと我慢していたのに涙が滲んできた。

「すみません」

　うつむいて涙を拭う。もうこれ以上は頼るまいと思うのに、彼の前で涙を見せた自分が情けなかった。

「今日は担当のバンケットはないだろ。家まで送るから会社は休め」

「大丈夫です。こんなことで職場に迷惑かけたくないです」

「橘部長には俺から連絡を入れてる」

「でも、行きます。大丈夫ですから」

　ふたりで並んで座る長机の無機質なスチールに沈黙が落ちる。

　膝の上のスマートフォンを握り締めながら、蓮司さんは私の仕事のスケジュールを把握しているんだなと考えた。昨日だって私がふたつ披露宴をこなしたことを知っていたんだもの。

　沈黙を破り、彼が口を開いた。

「これからは一緒の出勤でいいだろ」

「はい」

　全然嫌だと思っていない自分がいる。それどころか、うれしいとさえ思っていた。私は自分が言い出したルールを後悔し始めていたのかもしれない。

　この気持ちはまずいのだろうか？

　ふらふらと揺れる自分の心を見定めようとしていたら、隣で彼が短く呟いた。

「俺の隣にいろよ」

　思わず胸を押さえた。ツンとした甘く鋭い痛みが胸の奥を貫いた気がした。

　電車で隣に立っていろという意味に過ぎないとわかっているのに、もっと本当の、永遠の意味で言ってほしいと思ってしまった。

「……はい」

　だめだ。こんな返事をするだけで、心が走り出してしまいそうになるなんて。

〝すぐ行く〟

　割れたスマートフォンの画面に残された、こんな短いメッセージを見ただけで、わけもなく涙が零れてしまうなんて。










ふたりきりの日帰り旅行




「今度の木曜、休みを取った」

　ふたりで夕飯を囲んでいる最中、蓮司さんが唐突に言った。

「乃梨子も休みだろ？」

「うん」

　話の成り行きがまだ見えず、箸を止めて彼の顔を見守る。すると蓮司さんは、鰯いわしの生姜煮をつまみながらごく軽い調子で驚きの発言をした。

「一緒にどこか行こうか」

　私の目が真ん丸になる。同棲開始から一カ月。お互いの休みがまったく合わないこともあるけれど、彼の口からそんな言葉が飛び出すのは初めてだった。

　私たち、カップルみたい！

　しかし不覚にも浮かれかけた私のテンションは、彼の次の言葉で急降下した。

「俺たちの休みが合わないのを社長が気にされてる」

　なによ、義務感からじゃないの。さっきうれしそうな顔をするのを我慢してよかった。

「別にいいのにね」

　余裕を装ってそんなことを言ってみせる。私は初めてのデートを喜んでなんかいないんだからね。

　そう考えてからはたと思いあたった。おそらく白川の両親が社長になにか言ったのだ。最初の頃、母は早くふたりで最終の意思決定をしろと突っついてきたけれど、私は仕事の忙しさを理由にのらりくらりと母からの電話やメールをかわしていた。実家を離れるとこういう攻勢から逃げられるのがありがたい。急かされると逆にまとまるものも壊れるからそっとしておいてほしいと母に言ったらメールの回数は減ったのだけど、やはり焦れているのだろう。

「で、どうする？」

　お腹が満足したらしい蓮司さんが、お茶を飲みながら私の返事を促す。

「ええと……」

　お洒落なデートってどんなもの？　高級レストランでディナー。ベイクルーズ。軽井沢までドライブ。あとは……？

　なんとか手慣れた意見を出そうと思うのだけど、まずデートというものをした経験がほとんどないので皆目わからない。

　定番のデート先といえば、千葉県にあるあの夢の国だけど、この尊大な男があの場所にいる絵面がどうしても想像できないし、中身おっさんの私も童心に返って可愛らしくはしゃぐことができるか自信がない。そう、たぶん二十七年間も私が干物でいる原因は、男が大好きなポイント――女の子らしい無邪気さとか可愛らしさとかそういうものが致命的に欠落しているからだと思う。私だってちゃんと楽しんではいるのだけど、周囲から見ればどこか異彩を放っているのだろう。あそこに行くとそれがばれるからやめておこう。

「酒蔵見学とかか？」

　脳内の整理がつかないまま宙を見つめる私を見かねて、蓮司さんが助け船を出す。私のカップ酒好きをあてこすっているのか、それとも真面目に言っているのかは微妙だ。

「乃梨子が好きな酒の醸造元は兵庫県か。日帰りじゃちょっと遠いな」

「…………」

　カップ酒ピンポイントという時点で、嫌味だと解釈する。

「立ち食い蕎麦はだめだからな。ものの十分で終わる」

「どうしてそれを」

「暖簾の下から突き出た逞しい脚に見覚えがあっただけだ」

「この間は細いって言ったじゃないですか！」

　憤慨して叫んでから私は慌てて口をつぐんだ。あの場面を詳細に覚えていることがばれてしまうじゃないの。あのキスまで。

　実際、あのときのキスが現実だったのかはいまだにわからない。翌日に起きた変質者事件で吹っ飛んでしまったのだ。あれから一週間が過ぎ、今では私たちは毎朝一緒に出勤するようになった。

　彼と一緒に電車に乗ると、それまでよりずっと会社が近くなったように感じられる。ひどい混雑時、ふと気づくと彼は私が押されないようにさりげなく盾になってくれている。新宿駅の濁流のような人の流れを横切るときも、今までとなにが違うのか、すいすいと歩くことができた。守られるってこんな感じなのかと、砂漠のサボテンだった私はしばし綺麗なお花になったような気分を味わった。

　同時に少しだけ不安になる。守られる幸せを知ることが怖かった。そこから抜け出せなくなる予感が怖かった。失うものなどなかったのに、そんな自分が過去になっていく予感が怖かった。これは破談にするまでの仮想ゲームなのに、それを忘れてしまいそうな自分が怖かった。

「おい。早くなにか希望を言え」

　まあ彼がこの態度だから、しょっちゅう正しい現実に立ち返ることができるのだけど。

「立ち食い蕎麦が好きならまあそれでもいいけどな」

　その言葉が誘い水となって、私の口から自然に素直な希望が飛び出した。

「日帰り温泉！」

　口に出してみると、その案はとてもしっくりきた。

「温泉に行きたいです。綺麗なスパとかじゃなくて、古い温泉」

「じゃあそれに決まりだ」

　彼はテーブルのお皿を下げ、冷蔵庫から自分のビールと私のカップ酒とおつまみを出してきた。

「飲むか？」

「うん」

「一杯だけだぞ。起きられなくなるからな」

「うん」

　結局、彼は私のことをすっかり知っていて、評価を落とそうとか上げようとか考えたって無駄なのだ。きっと初デートで私がなにかやらかしても、彼はいつも通りに嫌味を言いながら私を手のひらで転がすのだろう。

　そうして彼に侵食される心地よさには、背中合わせに不安が潜んでいる。私が隠すものはもうひとつしかなくなってしまった。彼に惹かれていく心だ。いつかそれがばれたら、私にはもう身を守るすべがない。

　変質者事件のときの揺らぎは、吊り橋効果のようにただ流されただけ。たった一度のキスが忘れられないのは、私に経験がないせい。

　こうして私は、好きになったらだめだと、そればかりを固く自分に言い聞かせていた。




　日帰り温泉の行き先は、私の希望で群ぐん馬ま県の伊い香か保ほ温泉になった。都内から車で二時間程度の距離にあるけれど、車の運転ができない私は行きたいと思いつつなかなか行けなかった場所だ。

　練ねり馬まインターチェンジから関かん越えつ道どうに乗り北上していく車の中で、私は自分のテンションの高さを隠すのに苦労していた。人付き合いのいい父は家族サービスより取引先と飲むことが多く、母も父と同じく自ら汗をかいて子供をレジャーに連れ出すようなタイプではなかった。私は名門の令嬢という世間のイメージとは裏腹に、いつも植物と対話しているような、地味な子供時代を送っていた。

　だから子供時代のレジャー体験が乏しいうえに恋人がいたこともないせいで、私には助手席に乗って高速道路をドライブした経験が数えるほどしかない。母は「若い子の運転は危険だから」と言って、友人たちとのドライブにあまりいい顔をしなかった。

「おお……緑色の標識」

「そんなもので喜ぶ人間を初めて見たぞ」

「悪かったわね。いろいろと化石なのよ」

「なら早いところ羽化しろよ」

「蛾みたいに言わないで」

　私の受け答えが悪いのと彼が甘くないせいで、初デートにはおよそ相応ふさわしくない会話になる。じゃあ甘ったるい会話を望んでいるのかといえばそうでもなくて、彼との会話は不思議に居心地がよかった。

　フロントガラスから眺める景色への興奮に慣れてくると、私はハンドルを握る蓮司さんの手をちらちらとうかがった。大きくて力強くて、それでいてしなやかな指。指ひとつで私を動揺させられるなんてずるいなと思う。私にはこうして蓮司さんの視線を奪って動揺させるような武器がないのに。

　埼さい玉たま県から群馬県に入り、高たか崎さきや前まえ橋ばしといった主要都市を過ぎてしばらくすると、もう目的地最寄の渋しぶ川かわ伊香保インターチェンジが出てくる。平日で道路が空いていたこともあり、私たちは予定より早く現地に着いた。

　伊香保温泉は四百年前に開湯された古い温泉で、開湯当時に作られ二度の改修を重ねて受け継がれてきた長い石段がシンボルとなっている。

「これこれ！　写真で見たの。一度上ってみたかったんです」

　路地の先に石段街が見えてくると、私のテンションは隠しようがなく上がった。三百段以上続く階段の両側には土産物屋や飲食店が建ち並び、足湯や源泉を分岐させる小満口の観覧所なども途中にある。

「玉こんにゃく食べたいんですけど」

「ああ、なんでも好きなだけ食べろ」

　蓮司さんはまるで牛に餌でもやるような口調だったけれど、石段を上がる間、玉こんにゃくや湯の花饅頭に興味を示す私に付き合ってすべて一緒に食べてくれた。

「で、肝心の温泉なんですけど、どこにしましょう？」

　階段の途中にある足湯に浸かりながら、私は張り切ってガイドブックを開いた。ロングフレアーのスカートは失敗だったようで、膝までめくり上げていても裾が落ちて濡れてしまう。

「ちょっと持っててください」

　ガイドブックを蓮司さんに持たせ、さらにしっかりとスカートをたくし上げた。蓮司さんは隣で微妙に不機嫌そうな顔で足湯に浸かっている。タオルで足を拭いたりするのが面倒なのだろうか？　彼が急に不機嫌になった理由はわからないけれど、テンションが高い私は構わずはしゃいでいた。

「ここ、よくないですか？」

　彼の手にあるガイドブックをめくり、公共浴場のページを開いて見せた。開放的な屋外の岩風呂と、休憩室の大座敷の写真が載っている。

「お風呂も気持ちよさそうだし、ほら、湯上がりにはこんな大座敷で寝転べるんです。いいですよね」

「よくない」

「え？」

「だめだ」

「どうして!?」

「とにかくだめだ」

「理由がわからないんですけど！」

　どうしても彼が譲らないので、私たちは公共浴場ではなく温泉旅館の休憩プランを利用することになった。旅館の温泉施設利用と個室でのお食事と休憩がセットになったものだ。部屋は夜十時まで使えるし、浴衣やタオルもついていて、なかなか便利だ。

　さすが高級温泉旅館だけあって、温泉施設はとても綺麗で清潔感があり、屋内の檜風呂も庭園に囲まれた岩風呂も風情たっぷりだった。

　でも温泉デートって男女はほとんど別行動になるものだと来てみて気づいた。結局、街散策から温泉に切り替えると、ふたりで一緒に過ごすのは湯上がりタイムだけということになる。

　温泉で身体をほぐした私たちは早めの夕飯を済ませ、今は純和風の客室で団扇うちわを片手に夕涼みしている。ふたりとも浴衣姿で、蓮司さんは紺色の浴衣、私は薄い杏子色に白い紫陽花あじさいが散らしてある浴衣だ。

「大浴場にあったマッサージチェア、もう少しやりたかったです」

　肩凝り症の私はそれも楽しみのひとつで、先ほどもマッサージチェアの上で半目になって恍惚としていたら男湯から出てきた彼に見つかり、「見苦しい」と部屋に連れ帰られた。

「俺が今マッサージしてやってるだろ。これで我慢しろ」

　私がかなり文句を言ったので仕方なく蓮司さんはこうして肩揉みをしてくれているのだけど、ご奉仕してくれている最中もいつも通り偉そうな態度だ。

「もう……見苦しいとか、親と一緒に来たみたい」

　うしろに向かって不満を漏らす。

「白川家のご両親は厳しかったのか？」

「はい。とくに母が公共の温泉を好まなかったので、大学に入るまでは行ったことがありませんでした。でも大学時代にバイト仲間と銭湯に行ってから気に入っちゃって、こっそり通ってました」

「バイト仲間と銭湯って、いったいどんな怪しいバイトをやってたんだ？」

「いたたた……力が強すぎます。あと、もうちょっと下。あ、行きすぎ」

　好き勝手にオーダーすると、背後から不穏な空気が漂ってきた。四年前、面接試験で対峙したときのことを思うと、今こうして肩を揉ませていることがおかしくなる。

「なにがおかしい」

「いえ」

　慌てて笑いを引っ込め、団扇で首筋を扇いだ。緩いアップにした髪から後れ毛が落ち、ふわふわと首筋をくすぐる。

「で、どんなバイト？　履歴書にはなにも書いてなかったじゃないか」

「親には内緒だったので履歴書にも書けなかったんですけど、生花卸売市場で働いてました」

「どうしてそこで？」

「うちはひとりっ子なので私が白川を背負っていくことになります。でも現場を知らない経営者にはなりたくなかったんです。バイヤーや生産農家の方、仲買人がどんな仕事をしているのか、視察って形ではなく、実地に見たかったんです。そんな体験ができるのは学生のときだけですから」

　蓮司さんは黙って聞いていた。力加減を心得た手が優しく私を揺らす。

　しばらくして蓮司さんは「そういうことか」と呟いた。

「入社後の実習は必要なかったわけだな」

「どういうこと？」

「試したんだ。どこまで耐えられるか。全社員と同じ目線を持てるような、上に立つに相応しい人間か。ほかの実習生とは違う意味でね。いずれは白川に帰るんだろうから。謝るよ」

「どうして？　白川に代わって私を鍛えようとしてくれたんですよね」

　そこで私はうしろを向き、彼を見つめた。

　私はいずれ白川に帰らなきゃいけないの？　蓮司さんはそう思ってるの？

　声に出して訊こうと思ったのに、口からはなにも出てこなかった。いずれそうなることは自分でもわかっている。でも、蓮司さんの口から言われるのは少し寂しかった。

「……私はよそ者なの？」

「違うよ。前を向け。次は首だ」

　肩を掴まれ前を向かされる。彼の大きな手が首筋をマッサージし始めた。

「背負ってる宿命はあるだろうが、今はうちの大事な社員だ」

　黙って彼の手に身を任せる。手のぬくもりと感触が心と身体を溶かしていく。旅行という非日常がもたらしたこの親密な距離感が永遠に続いてほしいと願ってしまう。

「仲間もいっぱいできただろ。年齢層が幅広くて笑ったよ」

「小舟さんのこと？」

「逞しいよな。そうやってカップ酒もゲソも立ち食い蕎麦も覚えたんだろ？」

　なにかを思い出したのか、うしろで噴き出す声がした。

「そういえばリネン室で俺の大悪口言ってたな」

「なな、なにを聞いたの？」

「まあいい」

「なによ、聞いたその場で踏み込んでくれたらいいのに、黙って腹の底にしまってあとから持ち出すなんて卑怯じゃない」

「ははは」

　彼が珍しく声をあげて笑った。心あたりはいろいろあってすごく焦っているのに、なぜだか安心して私は目を閉じた。結局、全部ばれている。広くて大きくて、なんて心地いいんだろう。彼の手も、なにもかも。

　うっとりしていると、突然頭のうしろを小突かれた。

「ほら、終わりだ」

「えー、もう？」

　私が不満気にうしろを向くと、彼は自分の肩をさすりながら壁の時計を指さした。

「時計を見てみろ。三十分以上やったぞ」

「わ、本当だ」

　時刻は夕方七時。開け放った窓から見える空はもう日が沈み、西の空にまだ少しだけ茜色が残っている。散策も温泉も夕飯も全部終わってしまい、あとは帰るだけだ。でもまだ帰りたくない。

「蓮司さんは今から運転だから、次は私がマッサージしてあげます」

「いいよ。俺は肩が凝らないから」

「じゃあ、お茶かコーヒーを買ってきてあげます」

「どうせ自分がコーヒー牛乳飲みたいんだろ？」

「えへへ、そうですけど。温泉でやり残したのはあれだけだし。蓮司さんはなにがいいですか？」

　私がお財布を持って立ち上がろうとすると、彼が腕を掴んで止めた。

「俺が買ってくる」

「それじゃお礼になりません」

「その顔で外に出るな。その格好で」

「どっ、どういう意味？　すっぴんだから？」

　私は憤慨して彼の腕を振りほどいた。

「マッサージチェアでも見苦しいって言うし、そんなに私って恥ずかしいの？　浴衣姿がみっともないの？」

「そうじゃない。わからないのか？」

　再び彼が私の腕を掴んだ。立ち上がりかけていた私の腰が横に崩れ、彼の膝の間に落ちる。彼の脚に閉じ込められたような至近距離で見つめ合う。

「俺がどうしてお前をここに閉じ込めたがるか、わからないか？」

　蓮司さんの目に浮かぶのは、苛立ちと怒りと……？　そこに見えた情欲に私は驚いて目を見開いた。

「ほかの男に気安く見せるな」

　腕をさらに引かれ、腰を抱き寄せられる。彼の逞しい腕に絡めとられた私は抵抗しなかった。

「俺がお前のうなじになにをしたかったか、どれだけ我慢したか。手も足も全部だ」

　信じられない思いで、腕の中から彼を見上げる。

「わかれよ」

「なにを……？」

　彼は問いかけた私の頬に触れ、引き寄せて強く唇を塞いだ。

「ん……っ」

　前回のキスのように一瞬では終わらなかった。後頭部を支える彼の手が逃げることを許さない。重ねられた力は強いのに、それはなぜか優しく感じられた。鼻から甘い声が抜ける。

　彼は一度唇を放し、私の目を見つめた。見つめ合う目が磁石のように引き合い、鼻の先が触れる距離で閉じられて、また唇が重なる。

　唇を重ねたまま、彼は私を畳の上に優しく倒した。後頭部を支えていた手は床に変わり、彼の手は私の髪とうなじをまさぐった。

「乃梨子」

「ん……」

　声とも吐息ともつかない返事を返したとき、それを待っていたように彼が私の唇を割り開いた。そのまま息を奪われ、激しいキスに変わっていく。

　彼はとても巧みだった。私にはキスの経験すらなかったのに、その戸惑いを忘れ、彼に導かれるままに溺れていく。視線と吐息と熱の、言葉のない交感が続いた。

　やがてすでに緩んでいた帯紐が解かれ、それは鋭い衣擦れの音を立てて私の腰から引き抜かれた。

　紫陽花が咲き乱れる浴衣の上、彼の唇を素肌に受ける。痺れるような熱が首筋を伝い、肩先を愛で、襟元を深く開いていく。

「蓮司さん……」

　思わず彼を呼んだ声は、自分の声ではないみたいに甘く高く掠れていた。

　でもその声にはっとしたように、突然彼の動きが止まった。彼は私の胸元に顔を伏せるようにしてしばらく静止したあと、呟いた。

「……やめられなくなる」

　吐息が充満していた部屋に静寂が落ちる。開け放した窓から風に運ばれてきた往来の賑わいがふたりを現実に引き戻していく。

「どうして……」

　やめなくちゃいけないの？　突然熱を取り上げられた私は戸惑った。

「初めてだろ。悪かった」

　乱れた襟が掻き合わされ、再び紫陽花の花が私の身体を包んだ。茫然としている私の耳に、彼の声が届く。

「飲み物を買ってくるから、帰り支度をしてくれ」

　返事をせずにいると、蓮司さんが私をそっと抱き起こした。

「コーヒー牛乳だろ？」

　あやすように言ってから私の髪を撫で、彼は立ち上がった。

　蓮司さんが出ていった部屋で、両手で顔を覆った。指の隙間からは涙が零れていた。

　拒絶されたのではないとわかっている。ただ、自分が飛び込んだ感情の大きさと深さに震えていた。心と身体を狂わせる、初めて知る感情。それを失えば致命傷を負うなにかに。

　もうあと戻りできない。もう否定できない。

　私、彼が好き。ものすごく、好き――。
















第三章










恋の自覚と夜這い作戦




「ただいま照明を入れますので、どうぞご覧になってください」

　バンケットルームのシャンデリアに照明を入れドアを開けると、入口からおずおずと覗き込んだ母娘が感嘆の声をあげた。

「わぁ……素敵ね」

「こちらの翡翠の間はドレスやお花の色を邪魔しないので、たいへんご好評をいただいております。テーブルやお花が入るともっと華やかになると思いますよ」

　日帰り温泉から一夜明けた翌日、私はいつも通りの日常に戻っていた。今は見学に訪れた客にチャペルやバンケットルームなどを案内している最中だ。営業企画部の社員が時間交替でブライダルサロンに詰め、こうした来訪者の対応にあたる。そこから挙式の契約につながっていくわけだ。

「あの、パンフレットに宝ほう珠じゅの間の写真があったんですけど、そこも見せていただけますか？」

「申し訳ございません。宝珠の間はただいま使用中で、三時半頃になればご案内できますが」

「じゃあドレスでも見て待つ？」

「うん」

「ではドレスルームにご案内いたしますね」

　頷き合う親子に笑顔で応じる。

　ホテルで行われる催事の窓口は管轄がふたつに区分されている。披露宴を主とする個人契約の催事は営業企画部が窓口となり、企業研修などの法人契約、またはディナーショーなどの広報的要素があるものは、蓮司さん率いるホテル事業統括部の管轄となる。でも、窓口は違っていても実際に催事の詳細を組み実施にあたるのは営業企画部だ。

　ではホテル事業統括部の本業はなにかというと、文字通りホテル全体を俯瞰する部門で、他社との業務提携や新規ホテル開業の検討などにも及ぶ。だから営業企画部より会社の中枢と言えるのだけど、いくら蓮司さんが飛びぬけて有能とはいえ、次期社長と目されている橘部長よりも重要なポストに就いていることが不思議といえば不思議だ。

「ただいま戻りました」

　予定時間をオーバーした午後四時過ぎ、ようやく営業企画部に戻った私は橘部長にひと声かけた。

「見学が長引いたの？」

　橘部長がやって来て私の席の隣に腰かける。

「ええ。宝珠待ちだったんです」

「あそこは披露宴には人気だよね。僕は翡翠のほうがシンプルでいいと思うんだけどな」

　各バンケットルームはインテリアが異なっていて、女性には暖色系で装飾的な部屋の人気が高い。翡翠の間は唯一白を基調としたシンプルな部屋だ。

「私も翡翠の間が好きです。でもカップルでしょっちゅう言い合いになってますよ。女性は宝珠、男性は翡翠」

「目の前でやられると困るよね」

「そうなんですよ。どっちの味方もできないし」

「僕たちが挙式するときは翡翠で即決だね」

　橘部長の冗談に「あはは」と笑っていると、ふと部屋の温度が二度ほど下がったような寒気を感じた。

「あ、鷹取部長。どうしました？」

　私の背後の入口から蓮司さんが入ってきたらしく、それに気づいた橘部長が立ち上がった。いきなり飛び出した名前に私の心臓が激しく反応する。蓮司さんが営業企画部にやって来るのはとても珍しい。

「六月第四週、平日に四日間押さえられるバンケットを確認してもらえますか？」

「四日間？　大口案件ですね」

　低い声とともに私の横を濃いグレーのスーツが通り過ぎ、蓮司さんの微かなフレグランスが微風を起こす。

　バンケットルームの予約状況はホテル事業統括部の端末からでも確認できるけれど、先ほどの母娘のように、まだ検討中ながら契約に乗り気な個人客が予約状況データの外に多数存在する。その状況は私たち営業企画部しか把握していないので、蓮司さんは確かめに来たのだろう。でもそういうときは大抵、課長が使い走りで寄越されるのに、よほど重要な案件なのだろうか？

　蓮司さんは身を屈めて橘部長のデスクに片手をつき、橘部長が開いて見せる画面を注視している。うちの社のツートップが揃う眺めは圧巻だ。同い年で同じ部長職なのに、なぜか蓮司さんと橘部長は互いに距離を置いている雰囲気があり、ふたりが会話しているのはかなり珍しい。

　少し前なら、私の視線は蓮司さんを避けて橘部長を選んでいたはずだ。でも今の私の目は蓮司さんばかりを見てしまう。お見合い前は顔を見るだけでゲンナリしていたのに、どうして今まで四年間も彼を男として見ることなく生きてこられたのか不思議なぐらいだ。

（だめ……見ちゃだめよ）

　閉じていたパソコンを開き、集中して仕事を始めたふりをする。会社では知らん顔してくれと言ったのは自分なのに、意識しまくっているのは私のほうだ。そればかりか、たぶん今、私の顔は赤い。

　だってあんなに熱いキスをされてからまだ二十四時間も経っていないのだから。

　昨日は浴衣を着て寛いだ顔で私の肩をマッサージしてくれたくせに、今はかっちりとスーツ姿で画面を見ていて、私には一瞥もくれない。あたり前のことなのにそれが無性に寂しく憎たらしくて、だから余計に煽あおられてしまう。

　結局、あのキスに意味はあったのだろうか？

　昨夜からの彼の態度を思い返した私は、心の中で悩ましい溜息を漏らした。私たちが今いったいどういう状態なのか、恋の経験がない私にはさっぱりわからないのだ。

　昨夜、コーヒー牛乳を買って部屋に戻ってきた彼はまるで普段通りだったので、まだ余韻の中にいた私は無理矢理にでも自分の熱を冷まさなければならなかった。車の中でも、帰宅後もそうだ。

『明日の朝は俺を頼るなよ。おやすみ』

　家に着くと、いつもと変わらぬ言葉を残し、蓮司さんはさっさと自分の部屋に入ってしまった。

　あの熱い時間のあとで、たったそれだけ？　おやすみのキスぐらいしてくれたっていいのに……。

　恋人同士になったように錯覚していた私は肩透かしを食らい、ただ衝動的にキスをしただけだという現実を自分に言い聞かせるしかなかった。

　ねえ、後悔してるの？　もうキスしてくれないの？

　画面を指さす手の動き。長い腕、広い胸。職場で見る彼はスーツ姿の全身から色気が滲み出ていて、視線を逸らしていてもそこにいるというだけで鼓動が激しくなる。

　蓮司さんは橘部長になにやら確認したあと、さっさと営業企画部から出ていった。

　結局、私のことは一度も見てくれなかった。




「温泉、楽しかった？」

「うん」

　勤務後、お土産の湯の花饅頭を渡すために立ち食い蕎麦屋で真帆と落ち合った。

「でも鷹取部長、温泉明けのくせに今日はなんだか低調だったみたいよ。温泉でなにか嫌がらせしたの？」

「してないわよ」

「今日は珍しくやたら欠伸してたし、夕方に営業企画部から帰ってきたらさらに黒いオーラ出してた」

「そうなの？　空き状況を確認しに橘部長のところに来ただけよ。橘部長が苦手なのかな」

　夕べはさっさと自分の部屋に入って寝たのに、なぜ寝不足なのだろう？　私の温泉観光のせいでそんなに疲れさせてしまったのだろうか？　昨日はそんな風には見えなかったのに。一緒に楽しんでくれていると思ったのに。

　帰宅してからの素っ気なさといい、いじけた気分になる。そんな私を知ってか知らずか、真帆が追い討ちをかけるように衝撃的な事実を落とした。

「あ、それで思い出したんだけどさ。最近、やたらにブーケ・ダンジュから電話がかかってくるんだよね。綾瀬花音って人？　超感じ悪いの。用件を訊いても言わないし、『鷹取部長に取り次いでちょうだい』ってすごく上から口調でさ」

「綾瀬花音から電話がかかってきてるの？」

「うん。ブーケ・ダンジュって乃梨子の家の商売敵でしょ？」

　ブーケ・ダンジュがイベントを持ちかけてきていることは橘部長から聞いて知っていたけれど、あの綾瀬花音が直接蓮司さんとコンタクトをとる間柄だというのはショックだ。ブーケ・ダンジュのことを含め、蓮司さんの口からは一切教えてもらっていないことも。まだ公にできない情報であり、しかもライバル関係である白川家の私に言うわけにはいかないことは頭では理解できる。でもそういう彼の行動は昨夜のキスとあまりに温度が違いすぎて、なんだかもやもやする。

「綾瀬花音ってすごい美人なのよ。本格的に芸能界入りするんじゃないかって言われてる」

「うっそ」

　隣で真帆がスマートフォンを取り出し、検索を始める。

「うわ……ほんとだ！　超絶美人じゃん！　綺麗と可愛い要素を全部集めたような顔。鷹取部長、コロッといっちゃうんじゃない？　意外とあっちから同棲を解消してくれるかもよ？　よかったね乃梨子」

「…………」

　真帆の反応でダメ押しを食らい、私はさらに落ち込んだ。

「ねえ、真帆。私ね……」

　打ちのめされているせいだろうか？　私はすがるものを求めるように、自覚したばかりの恥ずかしい感情を打ち明けてしまった。

「私……好きになっちゃったみたい」

「好きってなにを？」

　綾瀬花音の顔にまだ見とれている真帆が適当に訊き返してくる。はっきり言わないとわかってくれないらしい。念のため周囲を見回し、あの男がいないことを確認してから私は小声で白状した。

「た……鷹取蓮司」

　すごい勢いでこちらを向いた真帆の口があんぐりと開いているのがわかる。

「予定外に、好きになっちゃったみたい。こんなはずじゃなかったのに」

「……もしかして一線越えたの？　ついに」

「違うわよ！　だから悩んでるんじゃない」

「あらら……まだなんだ」

　真帆が私の肩を慰めるように叩く。

「まあそりゃ、あんないい男と一緒に暮らしてたら惚れちゃうよ。時間の問題だろうなとは思ってた」

「……ねえ、真帆。まさか」

　頭を抱えていた私は恐ろしい可能性に思いあたり、はっとして顔を上げた。

「私を惚れさせて、こっぴどく振る作戦とか、あると思う？」

「あのスペックなら難なくできる作戦だろうね。傷つけて会社を辞めるように仕向けるってことでしょ？」

「そう」

「だったらさっさとやっちゃうでしょ」

　じゃあ今の状態はなに？　あんなに熱くキスしてくれたのに、いきなりやめるなんて生殺しだ。

「……まさか！」

「今度はなに」

〝初めてだろ？〟

　彼はそう言ってやめた。それにずっと前に私がバージンだとカミングアウトしたときだって、一気に引いてしまった。

　巷で言われているのは知っている。ハジメテが喜ばれるのは若いうちだけだと。この歳でそんなものを引っ提げた女の相手をするのは、もはや男には罰ゲームみたいなものなのだろうか？

「慣れてない女は面倒臭いとか……」

「あーたしかにそれはあるかも」

　真帆はまたしても正直すぎる反応でばっさりと私を斬って捨てた。

「一足飛びに慣れる方法はないものだろうか……」

「だったらハウツー本で勉強するとか？　ネットで売ってるよ」

「無理よ！　そんなものがポストに届いて、万が一ばれたら死ぬわ」

「ちょっとその場面を陰から見てみたいわ」

「面白がってないで真剣に考えてよ」

　大笑いする真帆と別れ、とぼとぼと家路につく。恋バナすらまともに聞いてもらえない、染みついたおっさんキャラが哀しい。

　今日は蓮司さんの夕飯がいらない日だ。今までは接待がある日は楽でいいわーなんて思っていたのに、綾瀬花音と蓮司さんがつながっていると聞いてしまったせいで不安で仕方がない。

　接待先はどこだろう？　ブーケ・ダンジュなら、綾瀬花音も同席しているのだろうか？

　不安を振り切り、お風呂を沸かしてゆっくり浸かり、身体をぴかぴかに磨く。昨日温泉に入ったばかりのせいか、悩んでいる割にお肌の調子はとてもいい。それから湯上がりの身体にボディクリームを丁寧に馴染ませる。もう何年も使っているから、そろそろ私の身体にはこの香りが染み込んでいるのではないだろうか。

「初恋の香り、か……」

　リビングのソファーで蓮司さんの帰りを待ちながらボディクリームのキャッチフレーズを呟いた。ずっと恋をしたことがなかったから、私の初恋はあの白詰草の思い出なのだということにしてきた。でも今こそ、私は初めての恋をしているのかなと思う。

　そこでふと考える。今までずっと引っかかってはいたのだけど、思い出を運命っぽくするためにうやむやにしてきたこと。朧おぼろ気げにしか覚えていないけれど、あのときの少年の髪は漆黒で、シャープな顔立ちだったように思う。少なくとも今の橘部長とはかなり違っている。

『建設会社の息子かもしれないしな』

　蓮司さんの指摘を思い出す。

「まあ、そうよね」

　橘部長説が消えたことを認めてみても、別に喪失感はない。橘部長に元々恋はしていなかったし、お見合いの話が持ち上がったときに一時的に盛り上がってしまっただけなのだから。そもそも入社以来の敵である蓮司さんの対抗馬だからこそ橘部長を支持してきた面も否定できない。

『嫌い嫌いも好きのうちって言うじゃない』

　真帆の指摘は案外的まとを射ていて、結局私はずっと蓮司さんを意識してきたのかもしれない。そう考えると腹が立ってきた。私ばっかり好きになって、私ばかりのたくって、私ばかりが格好悪いじゃないの。それでもこうして膝を抱えて、彼の帰りを待ってしまうのだから。

　でも昨夜はなかなか寝つけなかったので、蓮司さんを待つ間に私はいつしかまどろんでいた。玄関ドアの音で飛び起きる。

「あ……っ、おかえりなさい」

「ただいま」

　彼は久しぶりに花材を持っていた。

「接待の間、社用車に置きっぱなしにしてたから傷んでるかもしれない」

「大丈夫ですよ。数時間のことなら、水揚げすれば元気になりますから」

　花の道具を取りに行きかけ、ふと立ち止まって彼の顔をじっと見つめる。彼の言葉が引っかかったのだ。社用車って？　彼は電車通勤なのに。

「どうした？」

「いいえ」

　きっと重要な取引先で、社長も同席されていたのだろう。そう解釈して、私は疑問を強制的に片づけた。

　経営者一族の中で育ったせいか、機密事項の匂いを感じると、私は自然と一歩うしろに下がるようなところがある。相手が自分に語らないことは、私が知るべきではないことなのだ。好奇心も持たず、見て見ぬふりをすること。相手の秘密を尊重することは暗黙のビジネスマナーだ。そう心がけながら、自分が打ち明けてもらえるほど信頼されていないことに一抹の侘わびしさも覚えていたりする。小さな頃から慣れている感情だ。

　私が花を生ける間、蓮司さんは隣で眺めていたけれど、完成を見届けるとすぐに立ち上がった。

「俺はもうシャワー浴びて寝るけど、乃梨子も早めに寝ろよ」

　廊下に出ていく背中を、口を尖らせて見送る。もっと一緒にゆっくり過ごせると思っていたのに。せっかくリビングで帰りを待っていたのに。今日はいつもよりずっと丁寧にお肌のお手入れをしたのに……。

　片づけを終えて自分の部屋に戻り、明かりを消してベッドに入る。先ほど一度うとうと寝たせいか、目が冴えて眠れない。蓮司さんと過ごす時間を今日はずっと待ち望んでいたから、不完全燃焼なのだ。

　まんじりともせず暗がりを見つめていると、やがてバスルームから彼が出てくる音がして、それから彼の寝室のドアが閉まる音が聞こえた。

　何分ぐらい経っただろう？　突如、私はむっくり起き上がった。

　鉄は熱いうちに打て、って言うじゃないの。昨夜の熱が冷めないうちに、素直になろう。

　枕を持ってベッドを降り、そっと廊下に出た。目指すはお向かいのドア。

　これって、とんでもなくはしたないことなのだろうか？　でも恋愛の流儀を知らない私にはわからなかった。ネットの質問箱に常識を訊いてみる暇はない。とにかく思い立った勢いに任せないとなにも進みそうにないので、あたって砕けることにした。

　ドア越しに耳を澄ませてみても、中からはなにも聞こえない。もう寝てしまったのだろうか？　勇気が潰える前にノックする。

「……なに？」

　二度目のノックで応答があり、私はおずおずとドアを開けた。室内はもう照明を落としてあって、ベッドサイドに仄かに明かりが点ともされているだけだ。

　初めて見る彼の寝室、彼の最もプライベートな空間。私の喉がごくりと鳴った。

「なにか用か？」

　頭だけ上げてこちらを向いた蓮司さんの顔が驚愕の表情に変わる。

「……なんだその枕は」

　そんな化け物を見たような言い方しなくていいじゃない。でもここまで来てあとには引けない。

「い、一緒に寝たいんですけど！」

　可愛く迫るはずが、一世一代の勇気を振り絞った割にはそうならなかった。

「……おねしょでもしたのか」

「してないわよ！」

　いきなり出鼻を挫くじかれた私は憤慨して叫んだ。

「いびきをかくんじゃなかったか？」

　明らかに迷惑そうな声が暗がりから返ってくる。

「それでも気にしないって最初言ってくれたのに」

「…………」

「そ、そんなに大きなベッドだったら入れてくれてもいいじゃない」

「……わかった。来いよ」

　いかにも渋々といった声音と盛大な溜息にかなりへこんだけれど、とりあえずお許しが出たことは前進だ。

「ほら。ここ入れ」

　ベッドの中央に寝ていた彼が左に寄り、私に広いスペースを空けてくれた。彼の枕の隣に自分の枕を並べると、その眺めがうれしくて顔がにやけてくる。なんだかんだで彼は受け入れてくれたんだもの。

　満面の笑みでベッドに潜り込んだ私は、しばらく彼の出方を待った。私からボールは投げた。あとは彼が受け止めて、そして――。

　ところがいくら待っても彼はこちらに背中を向けたままで、なにも起こらない。

　ねえ、昨日の私は大浴場備え付けの石鹸の香りだったけど、今日の私はもっといい香りがするのよ。こっちを向いて、確かめてよ。

「……蓮司さん」

「なに」

「もう寝ちゃうんですか」

「寝るためにベッドに入ってるんだろうが」

「…………」

　取り付く島もなく、打つ手もなく、高くそびえたつ壁のような背中を睨み続けて三分が経過した。

「蓮司さん」

「……なに」

「こっち向いてください」

「……俺は左向きで寝るんだ」

　最初にノックしたときは右向きで寝ていた気がするのだけど。挫けずに再び食い下がる。

「それじゃ場所を交替しましょう。私はどっちでもいけるので、私が左側に――」

「いいから早く寝ろ！　茄子の次は俺を衰弱死させる計画か？」

「そ、そんな言い方しなくたって……」

　さすがに涙目になり、私も彼に背中を向けた。せっかく勇気を出したのに。可愛くなかったかもしれないけど、これでも迫ってるつもりなのに。

　しばらくいじけていると、不意に大きな手が私の髪に触れた。

「明日は友引だろ。披露宴二件かけ持ちじゃないのか？　早く寝ろ」

　やっぱり彼は私の仕事のスケジュールをちゃんと知っている。そう思うと、たったそれだけで私は満たされた気分になった。彼の言葉に微塵の甘さもないのに、なんだかとても幸せだ。

　そのまま微笑んでいる間に、いつしか私は眠っていた。




　翌週、私は急いでホテル事業統括部のミーティングルームに向かっていた。蓮司さんと打ち合わせ中の橘部長から「白川さんも加わって」という呼び出しを受けたためだ。

　橘部長の口調からして、よくない内容であることがなんとなくわかる。いったいなんだろう？　蓮司さんと橘部長と私、という不可解なメンバー構成に首を捻ひねる。

　まさか退職勧告ではないだろう。

　先週の夜這い作戦がどうなったかというと、いたって健全なまま眠りについた翌朝、私たちは見事にふたり揃って寝過ごした。

『どうして起こしてくれなかったの！』

『俺もたった今起きたのがわかるだろ！』

　背中を向け合っていたはずなのに、目覚めたときの私たちはなぜかくっついていて、彼がうしろから私を抱くような格好になっていた。しかし時計の針が指す時刻はそのことにときめく余裕をくれず、私たちは朝食抜きで罵り合いながら駅に走る羽目になった。

　結局それは私のせいになり、「俺の睡眠の邪魔をするな」ということで敢あえなく私は追放された。だからなにも進展しないままあのひと晩きりになり、私は元通り自分の部屋で寝ている。

　同棲を始めた頃の嫌われ作戦より、仲良くなりたくて頑張る今のほうが効果的な嫌がらせになっている気がするのはどういうことだろうか。

　ホテル事業統括部の部屋に入ると、正面奥にあるガラス張りのミーティングルームで蓮司さんと橘部長が向かい合っているのが見えた。ふたりとも腕組みをしていて、ともに厳しい顔だ。

　部屋に入る前に大きくひとつ深呼吸をする。

「失礼いたします」

「白川さん、急に呼んで悪かったね」

　私が入っていくと、腕組みを解いた橘部長が笑顔を見せ、自分の隣の席を勧めた。橘部長が直属の上司なので、当然そういう席になるだろう。

　橘部長の隣の席に着き、視線を上げて正面の蓮司さんを見る。それだけで私の心拍は上がってしまう。同じスーツ姿でも、会社で見る彼と家で見る彼とはまとっている空気が違うのだ。

「鷹取部長から新規イベントの話があったんだけどね」

　橘部長が隣から優しい声で切り出した。

「六月の第四週、四日間連続で綾瀬花音さんのトークイベントが入ったんだ。フラワーアレンジメントの実演とランチがセットになった形で」

　前に橘部長から知らされていたから、私はまったく驚くことなく頷いた。私の横顔に蓮司さんの視線が注がれているのがわかる。

「知っていたのか？」

「いえ……」

　蓮司さんに問われ、咄嗟に否定した私は、一度蓮司さんに向けた視線を少し迷って橘部長に戻した。まだオフレコなのだから、私がすでに知っているのは好ましくないはずだ。

「前に僕から少し話したんです」

　言い訳をするように橘部長が蓮司さんに告げる。でもその声には非難めいた雰囲気が微かに交じっていた。私が白川花壇の人間であることは仕事に関係ないとはいえ、橘部長は蓮司さんのビジネス一徹の姿勢に言いたいことがあるのだろう。

「彼女は経営者一族の出身です。経営に関する常識をしっかり持った人ですから」

「それはわかっています」

　橘部長の言葉に蓮司さんが短く答える。

「あの……白川側には一切言っておりません。オープンになるまでは守秘義務がありますので」

　間に挟まれた私は申し訳なくなり、横から言い添えた。白川の私が図々しく入社しなければ、こんな気を遣わせることはなかったはずだ。

「どこまで橘部長から聞いているかは知らないが」

　蓮司さんは仕切り直すように大きく溜息をつき、話を再開した。

「当初共催イベントということで打診があったが、それは回避させてもらった。だから主催はあくまでもブーケ・ダンジュで、つまり我々は顧客を全力でサポートする側になる」

「はい。対等ではない、ということですね。お仕えする立場だと」

　なぜ蓮司さんが共同開催を断ったのか理由を訊きたかったけれど、私が立ち入ることではないのだろうと思い、我慢した。

「それでだ。橘ホテルが共催を断った際、あちらは条件を出してきた。白川の娘を担当につけてくれ、と」

「……え？」

　予想外の展開――どちらかと言えば悪い予感のする展開に、私は表情を失った。

「極秘でもないので、ブーケ・ダンジュは白川乃梨子が橘ホテルにいることは知っている。今回の条件がどういう意図なのかはわからない。花の知識を信頼しているのか、それともほかにあるのか」

「なんとか理由をつけて白川さんを外してやることはできませんか？」

　橘部長が横から言う。蓮司さんは黙っていて、なんとなく彼が私にやらせようとしていることが感じられた。私が来る前も、こうしてふたりは平行線の議論を繰り広げていたのだろう。

「難癖をつけられて、足元を掬われるようなことがあるかもしれない。彼らは白川さんとこのホテルを切り離したいだろうし」

　可能性として濃厚なのはまさにそれだ。優しい橘部長らしい気遣いだった。私は感謝を込めて隣に視線を送り、大丈夫、と微笑んで頷いてみせた。

「やります。私が白川の人間であることは仕事に関係ありません。イベントの成功に全力を尽くします」

　腕組みをして私と橘部長の視線のやりとりを見ていた蓮司さんは、硬い表情のまま頷いた。

「先方の希望がなくても、適役だろう」

　素っ気ない口調だったけれど、その言葉が武者震いするほどうれしかった。蓮司さんが私をフローリストとしてだけでなく、ホテルマンとしても認めてくれた気がしたから。

「先方もイベントで失敗したくはないだろうし、トラブルを狙っているというのは杞き憂ゆうなのかもしれないね。僕もサポートするよ」

　私の返事を聞いた橘部長は、仕方がないなという苦笑いで頷いた。




　雰囲気も内容も息の詰まるような打ち合わせを終え、橘部長とホテル統括事業部の部屋を出る。

「応援するとは言ったけど、やっぱり心配だな。鷹取部長も酷だよ」

　廊下を歩きながら橘部長が本音を漏らした。蓮司さんとは雰囲気も仕事のスタンスも対照的な人だ。橘部長のことは部下想いの優しい上司として信頼している。そして蓮司さんのことも、仕事に徹する厳しい姿勢が魅力的だと思う。家にいるときに見せる彼の素の姿との微妙なギャップがまたたまらないのだ。

「大丈夫です。ホテルの名誉にかけて、付け入れられないようしっかりやります」

「そうだけど、女って怖いからね」

　妙にプライベートの実感がこもったようなコメントに思わず吹き出した。

「まるでなにか経験あるみたいですよ」

「まあね」

　打ち合わせの緊張から解放されたせいで、普段より笑い上戸になってしまう。ふたりで笑っていると背後から急ぎ足の足音が近づいてきたので、私は笑いながら橘部長の背後に下がり、廊下の片側を空けた。

「失礼」

　それは蓮司さんの声だった。涼やかな香りの風とともに、濃い紺色のスーツが追い越していく、先ほどはシャツ姿だったけれど今は上着を着ていて、手には鞄を持っている。今から外出なのだろう。

　でも今夜はご飯が必要な日。私は少し胸を躍らせてその背中を見送った。










強敵降臨




　ブーケ・ダンジュのイベントが公表されると、私たちの準備もにわかに動き出した。「開催期間四日間のうち、最初の二日はフラワーアレンジメント実演、トークを交えたランチ。後半の二日は和花の実演と並行して、隣の会場で茶道の家元を招いたお茶会。前半のターゲットは主婦、後半は外国人ツアー客だ」

　蓮司さんの説明にメモ帳にペンを走らせる。

　ブーケ・ダンジュ側ではすでにイベント広報の準備が進められていたらしく、橘ホテル東京での開催日時と使用バンケットルームが確定すると、即チケットの予約販売が始まった。販路は綾瀬花音の会員制サイト、いわばファンクラブのようなものが主だったが、旅行会社にも営業をかけたらしく、三日目と四日目は外国人ツアーのオプショナルとして売り込んでいるという。

「なぜ外国人を？　ブーケ・ダンジュに直接のメリットはないでしょう」

　橘部長が疑問を挟む。

「和の世界にも通じているところを見せ、綾瀬花音の格を上げるつもりだろうな。今はアイドル的な扱いに留まっているから」

「なるほどね。そんなに簡単にいくものかな。安易に伝統文化を利用すると痛い目を見る気がするよ。あの世界は怖いからね。白川さんはどう思う？」

　橘部長に話を振られ、返答に詰まる。

「あまり彼女を存じ上げていないので……。きっと伝統文化にも通じていらっしゃるのだと」

　無難な返答で彼女を立ててお茶を濁す。

　蓮司さんを含めた打ち合わせで、私は必要最低限の質問以外はなるべく口をつぐんでいた。客の前であってもなくても、否定的な意識を持つと自ずと接客に表れてしまう。華道と同じく心を水平に保って臨みたいのだけど、今回はそれがなかなか難しい。自分の内にある対抗心や嫉妬を蓮司さんに見抜かれたくない。

　白川のライバルだから？　蓮司さんに接近しているから？

「まあ、今日の午後にわかるね。綾瀬さんが来社するのは午後二時だったかな」

「はい、そうです。お目にかかるのが楽しみです」

　笑顔で答えたものの、私は悪い予感をひしひしと覚えていた。

　その日、彼女が来社する名目は「打ち合わせ前の挨拶」という意味のよくわからないものだった。実働部隊である営業企画部に挨拶をしたいということで、先方の都合で午後二時に指定されたのだけど、約束の時間になっても彼女は姿を現さない。主担当である私は仕事を調整して待ち受けていたのに、三十分が過ぎても連絡一本入ってこなかった。

　なにかあったのだろうかと心配になっていたとき、スマートフォンが振動した。真帆からのメッセージだった。

『綾瀬花音、降臨！　超綺麗なんだけど！』

「…………」

　どうやら彼女は予定を無視してホテル事業統括部に行っているらしい。続いてまたスマートフォンが振動する。

『でも超性格悪そう！　鷹取部長にボディタッチしまくってるよ』

「…………」

　彼女の本日の目的は私ではなく、蓮司さんなのだろう。まあそんなところでしょうねと皮肉りながら諦めて待つことにしたけれど、今こうしている間も蓮司さんと彼女が一緒にいると思うと落ち着かない。

『鷹取部長はどんな様子？』

　あまりに気になるので真帆に返信してみる。

『されるがまま』

　私の眉間に皺が寄った。たとえ実体はなくても、一応私と表向きには〝結婚を視野に入れて同棲〟している身なのだから、ほかの女性とベタベタするのは御法度だろう。

　同棲を始めた頃は破談にするチャンスを狙っていたから、こんな機会があれば鬼の首でも取ったように張り切って証拠を押さえに行ったはずだ。でも今は気になって、いてもたってもいられない。

『今、出ていったよ！　そっちに向かう様子』

　真帆からの速報を見て怒りを鎮め、コンパクトミラーを取り出して今一度メイクがきちんとしているか確認する。

　やがて廊下から甲高い声が響いてきて、彼女の一行が入ってきた。先頭にいるのは蓮司さん。そのすぐうしろにひと目でそれとわかるというよりもっと強い、光をまとったような雰囲気の女性がいた。続くブーケ・ダンジュの社員数人は存在も意識に入らないぐらい霞んで見える。

　身長は百六十センチぐらいで、ごく標準だ。でも小顔であるためにとても整ったスタイルに見える。陶器のように白くなめらかな肌に大きな瞳、ぽってりとした唇。絹糸のように艶やかな髪は生来の色素が淡いのか自然な栗色で、毛先は優雅にウェーブがかけられている。綾瀬花音の見た目はまさに天使そのものだった。ただし、その目の奥に宿る高慢な光を除いては。

　私たち一同は立ち上がり、彼女を迎えた。本来の顧客ならば打ち合わせ室で数回協議を行うのみで、ここまで丁重に対応しない。事前に橘部長から聞いたところによると、ブーケ・ダンジュが上客というのではなく、綾瀬花音がタレントであるが故のことらしい。なにをするにも自分が主役の場が整えられることを当然と思っているのだろう。実際、彼女が部屋に入ってきた瞬間、大輪の花が咲いたように空気が華やいだ。

「営業企画部のみなさん、綾瀬花音です。よろしくお願いしますね」

　自己紹介からも芸能人臭がするように感じるのは私の妬みだろうか。自分を窘たしなめつつ、私は笑顔で歩み出た。

「このたびのイベントで担当を務めさせていただく白川乃梨子と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　綾瀬花音の目が一瞬のうちに私の全身を査定したのがわかった。その目に浮かぶ敵意は一瞬ののち、小馬鹿にしたような笑みに変わった。まあ馬鹿にされて当然といえば当然だ。ホテルマンとしての私の服装は他人に勝つことを目的にしていない。だから腹も立たないし、服装がどうあれ、顔立ちや若さの点でも負けていることは認めよう。

　けれど笑顔でお辞儀をした私が顔を上げたとき、私が見たものは綾瀬花音の背中だった。

「鷹取部長。このあとお時間をいただけますか？」

　彼女は蓮司さんに話しかけている最中だった。返事もなく、お辞儀の途中で背中を向けるとは……。無礼な仕打ちにぐっと耐える。

　笑顔を保った私にさらなる攻撃が加えられた、

「あ、そうだわ。営業企画部のみなさんにプレゼントをお持ちしたんです。私がアレンジしたフラワーボックスなんですけど」

　彼女はそう言って部屋を見回し、窓辺のキャビネットの上に飾ってあった花に歩み寄った。週末の披露宴で廃棄になった花を利用して、私が生けた花だ。彼女はそれを勝手に退け、代わりにブーケ・ダンジュの社員に豪華なフラワーボックスを置かせた。脇に退けられた私のお花がやけに小さく見える。

「あなた」

　綾瀬花音が私を視線で呼ぶ。たった今、私はちゃんと自己紹介したのだから名前で呼びなさいよと内心で文句を言いつつ、笑顔で「はい」と答える。

「その花、捨てておいてくださる？」

　……え？

　彼女の言葉はいろいろな意味で青天の霹へき靂れきだった。たしかに寄せ集めの花材で生けたものだから完璧な作品ではないし、みすぼらしいかもしれない。でもまだ萎しおれていない花を、しかも他人が生けた花を捨ててくれと平気で発言する感覚が、私の理解をはるかに超えていた。

「承知いたしました」

　それでも笑顔で頭を下げなければならなかった。個人の主義に反しているかいないかをこの場に持ち込んではいけないのだ。

　脇に退けられた花をとりあえず自分のデスクに下げる。背後では綾瀬花音があらためて挨拶をしていた。

「私のお花がみなさんの癒しになればうれしいです。では、慌ただしい挨拶でごめんなさい。このあと雑誌の撮影がありますので、今日はこれで失礼します」

　蓮司さん、なにか言ってやってよ……。そんな私の願いが届くはずもなく、綾瀬花音は蓮司さんにくっついたまま営業企画部から出ていった。

「綾瀬花音、超綺麗」

「写メ撮りたかったなぁ」

「すごーい、サインがついてる」

　営業企画部の面々がフラワーボックスを囲んで騒いでいるので私も見に行った。花には旬や季節だけでなく、流行というものがある。それは花卉販売会社や種苗会社が仕掛けていることが多いのだけど、綾瀬花音の作品にもしっかりと流行が反映されていた。可愛らしさと華やかさを箱いっぱいに詰めた作品には彼女の写真入りのメッセージカードが添えてあり、そこに彼女のサインが書き記してある。署名ではなく、芸能人のような、ちょっと読めないやつだ。

「なるほど……」

　たった五分の出来事とは思えないほどの疲労を感じながら、私は妙に納得して呟いた。ずっと前から綾瀬花音の作品にどこか引っかかるものを感じていた。どこにもケチをつけることができない完璧な作品なのに、なぜなのか理由がわからなかった。でも今日、わかったことがひとつある、彼女には花に対する愛がない。花は彼女を引き立てる小道具なのだ。

「嫌な仕事になりそう……」

　自分の席に帰り、捨てろと言われた花を慰める。彼女はこの花を私が生けたと知っていて私に捨てろと命令したのだろう。頭を抱え、私は溜息をついた。




　実家の母から電話があったのは、その日の夜だった。

　昼間の出来事を思い出してむしゃくしゃしていた私は、リビングで蓮司さんの帰りを今か今かと待ち受けていた。彼が自宅で仕事の話をしたくないのは感じているけれど、今日だけは恨み言のひとつも言わせてもらいたかった。

「遅いなぁ……」

　彼から連絡はないかとスマートフォンを握り締めていた私は突然鳴り響いた着信音に飛び上がった。画面には母の名前。

　母は私と蓮司さんの一刻も早い婚約を待ち望んでいるので、普段はふたりの時間を邪魔しないようにと電話は控えてメッセージを送りつけてくる。だいたいが「まだなの？」「早くしなさい」という催促だ。だから電話の着信で母の名前が表示されたとき、ただごとではないなという悪い予感はあった。

「もしもし。お母さん、どうしたの？」

『乃梨子？　今話していてもいいかしら？』

　母の声はどことなく元気がない。でも私の都合を訊くということは緊急事態ではないということだからとりあえずほっとして、私はスマートフォンを持って自分の部屋に入った。

「大丈夫よ。蓮司さんはまだ帰ってきてないから」

『帰りが遅い方なのね』

「そうなの、だからなかなかゆっくり将来の話ができないのよ」

　話の流れを利用して、すかさず言い訳をする。このときの私は、まさかこの電話が私にとってとても辛い決断を促すものだとは知らなかった。

「で、何かあったの？」

『実はね、三日ほど前なんだけど、お父さんが救急車で運ばれたのよ。今もまだ入院してるの』

「ええっ？」

　母によると、父は若い頃に一度気胸で倒れたことがあり、それ以来、肺が充分に機能していなかったらしい。それなのに父は母や医師がいくら言っても喫煙をやめなかった。父は人付き合いがよく、取引先と毎晩飲み歩いているような人だ。酒と煙草を取り上げることはなかなかできなかった。

『でもね、ついに恐れていたことが起きちゃったのよ。仕事先で胸が痛いって言ったきり意識がなくなって、病院に運ばれたの。一命は取り止めたんだけど、肺が両方ともほぼ壊死してて、お医者さまからは今生きてるのが不思議だって』

　母は電話口で泣き出した。運び込まれたときは家族を呼んだほうがいいとまで言われたという。

『すぐに持ち直したから乃梨子には連絡しなかったんだけど、でもあのときはお父さんの血液、酸素が全然なくて、真っ黒だったのよ……』

「お母さん、泣かないで」

　治癒の可能性は低いと言われたけれど、ステロイド剤による治療を試した結果、父の血液の状態は劇的に改善し、早く退院して仕事に戻ると騒いで看護師さんを困らせているそうだ。

『それでね、乃梨子。こんなことを乃梨子に言うのは酷なんだけど』

「なあに？　大丈夫よ。なんでも言って」

『橘ホテルを辞めて、白川に戻ってほしいの。お父さんはまだまだ頑張れるって言ってるけれど、実際は鼻にチューブをつけて、酸素ボンベを常に抱えて生活しなきゃいけなくなるそうなの。今まで通りに仕事をするのは無理なのよ。次に倒れたら、そのときは本当に終わりだって』

　母に泣かないでと言ったのに、私は母の言葉を聞きながらいつの間にか泣いていた。子供の頃から見てきた父はいつも明るく元気で単純で、いつまでもずっと変わらずいてくれると根拠もなく信じていた。社会人になって経済的に自立したつもりでも、精神的には父の大きな傘の下で安らいできたのだと思う。でも、もういつ失ってもおかしくない年齢なのだ。今まで寄りかかってきたぶん、今度は私が背負って立つ時期が来たのだと思う。

「わかったわ、お母さん。でも無責任な辞め方はしたくないの。一カ月ぐらい猶予をもらっていい？　退職の時期を橘部長に相談するから」

　橘ホテルへの情と、娘としての立場を精いっぱい考慮しての答えだった。でもやはりお見合いを仕掛けた親だけあって、母は私にプレッシャーをかけることを忘れなかった。

「それなんだけど、お父さんのために早く鷹取さんと話を進めてくれないかしら？　乃梨子が幸せになった姿を早く見せてあげてちょうだい。それに、そうなれば会社を辞めても白川は安泰でしょ？」

　電話を切ったあと、私はしばらく身じろぎもせず、必死で頭を整理しようと努力していた。

　父の体調、親の思惑、娘としての使命感。計算ずくの親に対する反発心と、それでも確かな愛情。そして、蓮司さんへの恋心。この同棲を始めた理由。

『乃梨子が幸せになった姿を早く見せてあげてちょうだい』

『そうなれば会社を辞めても白川は安泰でしょ？』

　最初に橘部長だと思い込んでお見合いに臨んだとき、私は自身の結婚と白川の利益を結びつけることにたいして抵抗を感じていなかった。あのとき、私は恋をしていなかったからだ。

　でも今は違っていた。家の事情も白川の利益も脱ぎ捨てて、ただ純粋に彼に想われたい。こんなことで追い込んだりしたくない。恋は恋のまま、純粋に結ばれたいのだ。

　だけど家の事情はそれを許さない。そんな願いを呟いていい年齢でもない。

　いったいどのぐらい時間が過ぎたのか、石のようになったままベッドに腰かけていると、ようやく玄関ドアの音が聞こえた。

「おかえりなさい」

　部屋を出て彼を迎える。母の電話を受けるまでは、綾瀬花音のことでいっぱいだった。いくら仕事は選べないといっても、白川との因縁を持つうえにあの性格の彼女に仕えなければならないなんて、まるでなにかの罰ゲームだ。蓮司さんならブーケ・ダンジュを追い返すこともできたはずだし、橘部長が言っていたように私を担当につけないよう説得することもできたはずだ。

　そんな不満を少しぐらいはぶつけてもいいかなと思っていた。

　でも今は降りかかってきた事態が大きすぎて頭が混乱したままで、むやみに喋るとあとで後悔するようなことを口走ってしまう気がした。

「なにかあったのか？」

　スーツを脱いでいた蓮司さんはふと眉を寄せる。彼の顔を見ながら一瞬言葉に詰まる。彼にはすべてを素直に打ち明けたいのに、喉に詰まる塊が大きすぎて吐き出せない。そんな感じだった。

「ううん」

　同棲を始めて以来、相手の腹を探りながらいろんな小競り合いをしてきたけれど、今の私は一番上手に作り笑いを浮かべていると思う。素直になりたいと切実に願っているときほど、嘘が上手になるのはなぜだろう？

　言いたくても言えない恋慕が胸に詰まって、少し苦しかった。




　私が橘部長に相談したのは、それから土日を挟んだ月曜日だった。

　梅雨入り前の五月とジューンブライドの六月は挙式の人気シーズンで、週末の営業企画部は全員フル回転で大忙しなのだ。

「橘部長、今お手すきでしたら少しお時間をいただいていいですか？　相談したいことがあるんです」

　部長席の前に立ち声をかけると、橘部長は少し心配そうな表情を浮かべた。

「うん、今いいよ。どうしたの？　綾瀬さんのこと？」

　その言葉に、言った本人の橘部長も言われた私も同時に苦笑した。

「いえ。ちょっと、家の事情なんですが」

「わかった。別室で聞くよ」

　橘部長はプライバシーに配慮してそう言ってくれたものの、営業企画部にはオープンスペースの打ち合わせコーナーしかなく、同僚たちの耳が気になった。

「会議室エリアに移動しようか」

　廊下に出て周囲に誰もいないことを確認すると、私は歩きながら話し始めた。

「実は、数日前に父が倒れたそうなんです」

「えっ？」

　顔色を変えた橘部長に「大丈夫ですから」と笑って手を振る。

「幸い一命は取り止めましたし、攻撃的な病気ではないんです。でも元の身体に戻して会社の指揮を執るのは難しいみたいで……。それで、母から帰ってきてほしいと言われたんです」

「そうか……。僕もショックだ」

　橘部長は言葉を失ったようで、私たちはしばらく黙って歩いた。

「でも、経営者の家に生まれた者の宿命だね。だからそういう意味で、僕は白川さんに勝手に親近感を持ってたんだよね」

　橘部長が私には特別優しい意味が今わかった。綺麗な目を見上げて笑いかけた。

　会議室エリアは大会議室のほかに小会議室が何室か並んでいて、基本的には端末で予約して利用することになっているのだけど、空いていればイレギュラーの打ち合わせなどで適当に利用されている。橘部長は空室表示になっている一室のドアを開けた。

「ここでいいよね。誰か来たら退けばいいし」

　その会議室は円卓になっていて向かい合うと距離が遠すぎるので、私たちは並んで腰かけた。

「ずっと橘にいられない人だということはわかってたよ」

　退職させてほしいという私の言葉を見越して、橘部長が微笑んだ。

「なるべく早いほうがいいんだよね？」

「はい。でも母には一カ月猶予がほしいと答えました。ご迷惑になるような辞め方はしたくないです。六月の披露宴ラッシュと、それから……綾瀬花音さんのイベントを終えてから」

　例のイベントを挙げる私の渋い口調を聞いて、橘部長も苦笑する。

「じゃあ六月の末日付かな。それで調整しようか？」

「ありがとうございます」

　隣に向かって深々と頭を下げる。こうして正式に決まってしまうと無性に寂しい。母の電話を受けてからまだ三日。覚悟を決める猶予もなく、進めなければならないのが苦しかった。

「白川社長の具合は？」

「母から連絡があったのが金曜で、私はまだお見舞いに行けていないんですけど、母によると病院で騒いで看護師さんを困らせているそうです。もう大丈夫だ、退院させろって。禁酒禁煙なのが我慢ならないらしくて。そのぐらい元気みたいですよ」

「それならとりあえずよかった」

　橘部長はそこでなにか思い出したらしく、笑い出した。

「白川社長とは何度か酒席でご一緒したけど、飲みっぷりがすごいからなぁ。潰されかけたことがある」

「もう……すみません。白川の社員にも典型的な三代目社長って言われてます。お調子者で、仕事でもなんでも勢いでやっちゃうから」

「そこが白川社長の魅力なんだけどね」

　白川社長なら仕方がないなぁという人情でつなぎ止められている取引先も多いけれど、やはり経営者として慎重さに欠ける失敗も多い。白川の業績が落ち始めたのはそんな父の手綱を締めていた先代社長の祖父が亡くなってからだ。

　私が祖父のことを考えていると、橘部長もその名前を出した。

「伯父が……橘社長が言ってたんだけど、白川さんは先代社長に似てるって」

「え？　顔がですか？　嫌だなぁ」

　思わず本音がポロリと出る。祖父はかなりごつい顔で、申し訳ないけれど女としては決して似たくない。

「違うよ。白川さんの外見はお母さん似だね。和服が似合うおしとやかな美人タイプだよ」

「ええっ？　いやいや、決してそんなことは！」

　滅多に褒められることがないうえ、橘部長の口から言われたので私は全身に大汗をかいて否定した。

「そんなに否定しなくても。あいつは褒めてくれないの？　まあそんな感じだね」

「……あいつ？」

「鷹取部長だよ。一緒に住んでるんだよね？」

「あ……はい」

　変質者事件以降は蓮司さんと一緒に通勤しているし、社長から聞いたのかもしれないし、橘部長は同棲のことを知っていたようだ。初めて指摘されたので、私は恥ずかしくなってうつむいた。

　それと同時に、普段は蓮司さんと疎遠な印象がある橘部長の口から「あいつ」という表現が出たことに違和感を覚えていた。

「社長が似てると言ったのは、仕事面でね。先代社長と仕事のやり方が似ているタイプだねと言ってたよ。堅実で丁寧で、一つひとつ誠意を込める姿勢がね。今の白川社長より経営に向いてるし、白川花壇をいい方向に持っていけるだろうと」

「私、橘社長にお目にかかったことはほとんどないんですけど……」

「結構、社内に目を光らせてるよ。客に紛れてね。背中にも目がついてるって言われてるし」

「それ、鷹取部長も言われてますよ。背中に目がついてるって」

　小舟さんの言葉を思い出して吹き出した。でも、橘部長の次の言葉に私は凍りついた。

「さすが親子だよ。別々に暮らしていても血は争えないね」

「……え？」

　頭からも全身からも音を立てて血の気が引いていく気がした。

「親子って……？」

　私の様子を見た橘部長は自分の失態に気づいて慌て始めた。

「白川さん、知らなかったの？　あいつ言ってないの？」

「…………」

　私は茫然として何も言えないまま首を横に振った。

「ごめん。お見合いまでしたから、当然知ってるものと思って、つい……」

「……お見合いのことは社長からお聞きになったんですか？」

「そうだよ。つい最近、ちらっとだけね」

　無理に作った笑顔で橘部長に頷いてから、私は考え込んだ。

〝私の職務には、社にたかるいろいろな思惑から社を守ることも含まれるので〟

　蓮司さんが私に言ってくれなかったのは、私に〝たかられる〟のが嫌だったから？　やっぱり排除目的でお見合いを受けたの？

　でも、この一カ月余り見てきた彼はそんな人ではなかった。無愛想で意地悪だけど、私にとってあの家が実家以上に居心地がいいのは、彼がなにも言わずにそう仕向けてくれているからだと思ってきた。

　でも彼が重大なことを私に伏せているのが現実。言いたくない相手だから。言う必要がない相手だから。私はそれを受け止めるべきなのだ。

「事実を明かしてしまったから事情を説明するけど、戸籍上は他人なんだ。社長が今の奥さんと結婚する前のことで、いわゆる私生児でね。すでに亡くなった母親が認知を拒んだことを尊重して、彼は戸籍を動かすことを拒否したそうだ」

「なぜお母さまは認知を拒まれたんでしょうか」

「どうなんだろうね。当時、名門の娘である今の奥さんとの縁談が持ち上がっていて、先代の橘社長が裏で手を回して鷹取部長の母親を追放したそうだ。その際、母親は妊娠していることを明かさず、手切れ金も受け取らなかったそうだ」

　その後、蓮司さんの母親はガンに冒され余命に限りがあるとわかって、ようやく橘社長を訪ねて息子の存在を明かしたという。ひとり残される息子へのせめてもの贖しょく罪ざいだったのだろう。それでも認知を拒んだ母親の気持ちがわかる気がした。

「きっと誇りを持っていらっしゃったんでしょうね。女手ひとつで育てたことに」

「社長だってそれから必死で愛情を尽くしてるんだよ。父親の手で追放されたことは知らなかったみたいでね。本当は跡を継がせたいんだろうなぁ」

「でも社内では後継者は橘部長だと……」

「そう言われてるけど、僕は正直、鷹取部長のほうが向いてると思うよ。でも彼にその気はあまりないみたいだね。母親の遺志で相続したマンション以外は何も受け取らないと。だから社長が彼をつなぎ止めたくて見合いに持ち込んだんじゃないかな。僕の知らないうちに話が決まってたから詳しいことはわからない」

「そうだったんですか……」

　全容を聞き、父の病気に次ぐ打撃に私はすっかり意気消沈していた。

「私って、信用ないんですね」

　苦笑交じりに膝の上でハンカチをいじる。出会いが出会いだから、まあ当然と言えばそうだ。でも男女の仲にはなれなくても同棲して多少は打ち解けたと思っていたのに、彼がそんなに大事なことを私に告げないのは、やはりこれ以上深めるつもりもない短期の関係だという認識なのだろう。失恋と落胆がごっちゃになって押し寄せてくる。

「いずれ言うつもりなのかもしれないし、社長との血縁関係は彼にとって重要でないのかもしれないよ。だからそんなに気落ちしないで」

　橘部長はうつむいてしまった私の肩に手を置き、励ますようにポンポンと軽く叩いた。

「いえ……。成り行き上、形だけ同棲してますけど、実際は同居人みたいなもので。言ってくれないからって恨める立場じゃ……」

　そのとき、突然ドアが開いた。振り向いた私たちの背後の入口には、ファイルを脇に抱えた蓮司さんが驚いた表情で立っていた。

「あ、使用予定ですか？　終わりましたので空けます」

　橘部長が私の肩に置いた手をすぐさま外し、立ち上がった。私も立ち上がり、一礼して退出する。打ち合わせといってもふたりとも手ぶらで、少々不自然に映ったかもしれない。でも蓮司さんの顔からは先ほどの驚いた表情は消えていて、ただいつもの冷淡な口調で「お疲れさまです」とすれ違いざまに挨拶しただけだった。

「ごめんね。白川さんの家の大事な話だったのに、後半はとんでもない話になったね」

　営業企画部まで戻る道すがら、橘部長が済まなそうに謝ってきた。

「いいえ。その件はもう六月末で調整することに決めてくださったので。お時間をいただき、ありがとうございます」

　笑顔で橘部長に謝意を伝えてから、私はもうひと言、付け足した。

「私の退職についてはまだ内密にしておいてください。……鷹取部長にも」

　しばらく頭を整理して、冷静になってから話したかった。橘部長は気づかわしげに私を見て、そうだね、と頷いた。

「彼はもう人事にタッチしていないから伝わらないと思うよ。白川さんが思うタイミングで話したらいいね」

　退職まであと一カ月と少し。急激な変化のなかで、蓮司さんとの距離だけが変わらない。近づくかに思えたのに、彼が透明なドアを閉ざしていたと知った。

　この先も近づくことはないまま、そのドアが開けられることもないまま、同棲は終わってしまうのだろうか？










好きの一言が遠すぎて




　六月に入り、毎週末の披露宴ラッシュを凌ぎながら、平日には他の業務をこなす日が続いた。でも最も私の気力を削いだのは、綾瀬花音のイベントの準備だった。

　蓮司さんが絡む仕事であること。ブーケ・ダンジュから意図のわからない指名を受けた仕事であること。かなり大々的にＰＲし注目を集めているイベントだということ。そういう多方からの嫌なプレッシャーがあるうえ、少しでも付け入る隙を与えると綾瀬花音の目が意地悪く光ることもあり、私は実際の労働量以上に身体も心も疲弊していた。綾瀬花音との打ち合わせの数日前から胃が痛くなるのだから重症だ。

「最近、水ばかり飲んでるけど大丈夫か？」

　夕食後、私がソファーで伸びていると、蓮司さんがテーブルにマグを置いた。白い泡が縁まで盛り上がっているスチームミルクたっぷりのコーヒーだった。

「デカフェだ」

　蓮司さんが隣にどっかり腰を下ろし、その振動で私も揺れる。ああ一緒にいるんだなぁというこのなんでもない日常がうれしく、同時に切なくもなる。だってもし蓮司さんが私と同棲を始めた理由が会社から私を追い出すためなら、私の退職によってそれが達成されてしまうから。

　退職することを告げたら、この同棲も解消されてしまうの……？

　だから私は、彼に父が倒れたことも退職を決めたことも言えなかった。ずっと傍そばにいるためには、あと一カ月足らずで蓮司さんに好きになってもらうこと。相思相愛とは、人と人が同じ強さで、相手をただひとりの存在として求め合うこと。そんなことは私にとって限りなく不可能に近い奇跡だ。

　数日前に病院まで父のお見舞いに行ったら、父は鼻に酸素吸入のチューブをつけた痛々しい姿でしきりに蓮司さんとの結婚式を早く見たいと言っていた。

　帰り道、なんだか切なくて申し訳なくて、電車の中で何度も涙を拭った。お父さん、ごめんね。親孝行したくても、こればかりはどうしようもないの。頑張って会社を継ぐから許してね。

　退職や父のことを考えると余計にみぞおちの辺りがキリキリしてきたので、スチームミルクの柔らかな泡で喉を潤した。ミルクの微かな甘みが胃に心地よく染みる。

　蓮司さんのマグはいつも通りブラックだけど、今夜は私に合わせてデカフェなのだろう。そのデカフェの粉だって、私のために取り寄せてくれているはずだ。素っ気ないようでいて、私がカフェインに弱いことを実はちゃんと気づいてくれている。

「ねえ」

　ホテル専門誌を読み始めた蓮司さんに話しかける。彼が社長の実子だということを彼の口から聞きたかった。気楽な調子で軽く訊けば、案外ポロリと言ってくれるかもしれない。確かめたいのではなくて、彼が私に心を開いてくれている証がほしい。

「なにか私に隠し事ないですか？」

　すると蓮司さんは雑誌から顔を上げ、まるで汚いものでも見るような目で私を眺めた。

「今日は疑い深い妻ごっこか？」

「……なによそれ」

　唇を尖らせてスチームミルクに口をつける。そうやってまともに答えてくれないのだ。もし社長の息子だなんて言おうものなら、私がハイエナのように食いついてくると？

　そこで私は考えた。逆に、社長の息子だと聞いてしまったら好きだと言えなくなる。打算でお見合いする女だから、打算で彼にすり寄っていると思われるだろう。なら、いっそ今、好きって言ってしまおうか――。

　ところがそのたった二文字のために私が大きく息を吸い込んだとき、一瞬早く彼が口を開いた。

「たくさんある」

「…………」

　彼は身も蓋もない返事で私の質問を片づけ、また雑誌を読み始めた。〝たくさんある〟秘密のどれひとつとして、彼は私に教える気はないのだろう。不発に終わった二文字を喉の奥に無理やり押し込む。

　いいわよ。私も言わない。私の大事な秘密を教えてあげない。

　だって私の秘密にあなたは興味なんてないから。きっと言ったら瞬殺で振られるから。もう少し一緒にいたいから、こうやって隣にいたいから。

　喉に引っかかったままの二文字を溶かすように、私はまたスチームミルクを飲んだ。




　しかし、ささやかな平穏は長くは続かなかった。綾瀬花音の嫌がらせが激化してきたのだ。蓮司さんの目に届かないところでやられるだけならまだ我慢もするが、私の立場が悪くなるよう、彼女は巧妙に態度を使い分けるのだ。

「アレンジメントで実演の手元が参加者全員によく見えるよう、モニター画面を使用することもできます。ご予約いただいた宝珠の間にはその装備がございます。ただ別料金になるのですが、いかがなさいますか？」

　会場の設備仕様と料金表を示しながら私が提案すると、綾瀬花音はネイルを施した指を眺めながら興味なさそうに「結構よ」と答えた。でも会場は広く、後方の席からはひな壇にいる綾瀬花音の手元など到底見ることができないはずだ。

「では、近くでご覧になりたい方は前方に移動可能ということで司会に申し伝えますね」

　内心舌打ちをしつつ、こちらに顔も向けずスマートフォンを操作し始めた彼女に笑顔で代替策を告げる。打ち合わせは一事が万事この調子だったが、私は絶対に失敗がないよう微に入り細に穿うがってチェックしていた。

　ところが、見積書と計画書を届けた翌日、私は困惑顔をした橘部長に呼び出された。

「綾瀬さんからクレームがあってね。うちじゃ話にならないからといって、鷹取部長に相談があったそうだ」

「えっ、どの点でしょうか？　申し訳ありません」

「たくさんあるんだけど、まずモニター画面を設置するよう要請したのに、計画書に入っていないと」

「…………」

　私が大きく息を吸い込み、メモのために握っていたボールペンを机の上に置いたので、橘部長が苦笑した。それだけでわかったらしい。

「まだあるんだよ。全部読み上げると白川さんの胃に悪そうだから、まああとでこれ読んで見積書と計画書を修正してくれる？」

「わかりました」

　そういう手段で来られたら、どれだけ気をつけても防ぎようがない。

「綾瀬さんは楽しみにしてくれているファンのみなさんのために絶対にこのイベントを成功させたいのに、これでは不安だと涙ぐんでいたらしい」

「……橘部長」

　私は両手を前に出し、それ以上言わないでと部長を制止した。涙ぐんでいた、って？　これ以上彼女を嫌いになりたくない。

「白川さんが故意に装備を抜くはずがないってことは、少し鷹取部長に言ったんだけどね。いかんせん自分の部下だから、過度に庇うわけにもいかなくてね。申し訳ない」

「わかりました。すぐに修正をかけて、鷹取部長のところに謝罪に行きます。先方にも直接お伺いします」

　元々完璧に作り上げていた見積案があるから、修正などたいした手間ではない。立場上、私を庇えない橘部長にも頼るまい。

　装備を抜くという橘部長の言葉にも私は腹を立てていた。抜くどころか、なにも考えていない相手に代わり、すべてこちらが提案した。故意に抜いたのはあちらだ。客としての立場を利用して私を貶おとしめる彼女の腹黒さにぞっとする。どうして周囲は気づいてくれないの？

　凄まじい勢いで修正をかけ、何度もチェックし、ホテル事業統括部に赴く。

「鷹取部長」

　入口を入ると、プライドを犠牲にする気持ちが挫けないうちに蓮司さんの席にまっすぐに進んだ。部屋に入ってきた私の顔を見て、何事かあったと察したのだろう。真帆が心配そうにこちらを見ている。

「ブーケ・ダンジュの件、大変申し訳ありませんでした」

　まず謝罪して頭を下げた。綾瀬花音の名前を今は口にしたくない。言い訳も一切しない。言ったところで立場上彼が聞き入れないのはわかっていた。

「こちらが修正版です。今から先方に直接お届けして謝罪してまいります」

　蓮司さんはそれまで読んでいた資料から顔を上げて私を見た。

「チェックは？」

「しました。橘部長も確認済です」

　彼はわずかに頷いて「こちらでも見ておく」と答えただけだった。

「申し訳ありませんでした。行ってまいります」

　もう一度頭を下げ出ていこうとしたとき、背後から彼の声が響いた。

「白川」

　このときの私はなんて愚かだったのだろう？　足を止め振り返った私は、労いや慰めの言葉をかけてもらえるのだと思っていた。でも冷静な表情で彼が指摘したのは、接客業としての私の姿勢の甘さだった。

「その顔のままで行くな。鏡を見ろ」

　感情が顔に出ているということだろう。いろんな意味で頭をガツンと殴られた気がした。あたり前の指摘だと思う。でも私は謝罪ロボットじゃない。サンドバッグでもない。一番理解してほしい彼のあまりに事務的な態度に、私は絶望すら覚えてしまった。

　こんな仕事を私にさせたのはあなたじゃないの、という非難の気持ちがどこかにある。でも、そもそも白川の人間なのに橘ホテルに潜り込んだのは私だ。

「はい」

　部屋を出てからトイレに行くと、たしかに私の顔はとても感じのよいものではなかった。両手で頬を叩き、何度か深呼吸してから営業企画部に戻る。

「今から行くんだよね？　今日は直帰でいいよ」

　戻ってきた私が無理矢理ではあるものの笑顔を浮かべているのを見て、橘部長がほっとしているのがわかる。大抵の客に対してはどんなに不愉快な目に遭っても腹は立たないのに、綾瀬花音にだけ感情が乱れてしまうのは、やはり嫉妬や対抗心があるからだろうか。少し自己嫌悪する。

　謝罪で訪れたブーケ・ダンジュの東京営業所に幸い綾瀬花音はおらず、営業社員がとても丁寧に迎えてくれた。綾瀬花音も私の負け犬姿を待ち受けるほど暇ではないのだろう。

　これ以上謝れないというほど丁重に謝罪し、帰途についた私は久しぶりに小舟さんにメッセージを送って立ち食い蕎麦屋に寄った。今日ばかりはまっすぐに家に帰りたくなかったのだ。

「久しぶりだねぇ、乃梨子ちゃん」

　第二のお母さんのような小舟さんの笑顔に、神経が緩んで泣きそうになる。

「ちょっと疲れてねが？」

「うん。なんかいろいろあってね」

　熱い蕎麦のせいで鼻が緩くなる。私は紙ナフキンで鼻を押さえながら笑ってみせた。

「そういうときは甘いもんだな」

　小舟さんはポケットをごそごそ探り、「あったあった」と黒い包みの飴を取り出した。

「ほら、大事に取っといた大玉だ」

「ありがとう」

　黒飴なんて子供の頃だって食べたことがない。母の実家や白川家で出されるような高級なおやつとはかけ離れていたけれど、包みを開いて口に入れてみたらとてもおいしかった。黒糖のこっくりとした味が疲れた心と身体に染み込んでくる。

「おいしい。これ、すごくおいしいね」

　湯気なのか涙なのかわからないけれど、なんだかみっともないことになっている洟はなをすする。

「あらぁ乃梨子ちゃん、蕎麦食べ終わる前に舐めたんね」

　仕方なく大玉を片方の頬に収めて蕎麦をすすったら、口の中はとてもおかしな味になった。しょっぱい涙の味もする。

「あのね、小舟さん」

　退職のこと、蓮司さんのこと、父のこと、白川のこと。ブーケ・ダンジュに負けたくないこと。胸に溜めていたいろんなことが堰を切ったようにあふれてくる。

「悔しいことがあって、でも悔しがってる自分も嫌でね。それにもうすぐ会社も辞めなくちゃいけなくてね。でも、家に戻っても会社を建て直せるか自信がなくて。好きな人にも信じてもらえなくてね」

　事情を知らない小舟さんには支離滅裂なのに、それでも小舟さんはずっと「うん、うん」と頷きながら聞いてくれた。

『涙ぐんでいたらしい』

　見積書は昨日届けたばかりだ。昨夜、蓮司さんの帰りは遅かった。私の知らないところで、仕事には関係ないところで、綾瀬花音と蓮司さんが会っていたことを知ってしまう言葉。湯気に紛れて私は洟をすすり続けた。




　本音をすべて隠したまま日々は過ぎ、退職と綾瀬花音のイベントを目前に控える六月の下旬、私と白川花壇にとっては衝撃的なニュースがもたらされた。橘ホテル大阪にブーケ・ダンジュのテナントが出店することが決定したというのだ。そうなれば客からの指定がない限り、ホテルで行われる催事の花材はすべてブーケ・ダンジュが受注することになる。事実上、白川花壇が橘ホテル大阪でとれる契約はなくなるということだ。それを私に知らしめたのは最悪なことに綾瀬花音だった。

　イベントを二日後に控えた直前打ち合わせでそれは起きた。

「そういえば、あなたも知っておいたほうがいいかもしれないわね」

　それまでは私の顔などまともに見ることもなかった彼女が、珍しく正面からまっすぐに私を見つめた。私の表情の変化を楽しむようにゆったりと眺めながら彼女は一撃を加えた。

「橘ホテル大阪に、ブーケ・ダンジュがテナント出店することに決まったのよ。白川花壇には申し訳ないけれど、あなたの会社の大阪での受注はなくなるわ。まあ元々ほとんどなかったっけ」

　一瞬、体内の酸素がすべて押し出されたように息が止まったあと、私はなんとか笑みを浮かべて答えた。

「おめでとうございます。実店舗があるほうが、お客さまもじかに花をご覧になりながらオーダーできるのでご満足いただけるでしょうね」

　ホテルの従業員でありながら重要決定事項を外部の人間から知らされる情けなさ。蓮司さんと一緒に暮らしていながら、ひと言も教えてもらえなかった失望。そうしたものを飲み込んで祝福の言葉を贈るだけで、今の私はもう限界だった。それでも綾瀬花音の攻撃にはまだ続きがあったのだ。

「控えめぶっちゃって」

　私に聞こえるか聞こえないかの音量でせせら笑うような独り言を漏らすと、彼女は勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「それを決めてくださったのは鷹取部長よ。足繁く大阪に通ってくださって、何度もお食事をご一緒したわ。彼はこれから私たちとの永続的な関係を約束してくれたの」

　微笑み続けているつもりだったけれど、さすがに私も表情を取り繕いきれていなかっただろう。

「初耳みたいね。白川花壇の策略で同棲に持ち込んだみたいだけど、実体がわかるってものだわ」

「私は一従業員ですので、個人的な事情は控えさせていただきます」

　そう答えるのがやっとの私を見てようやく彼女は満足したらしく、またスマートフォンを眺めてばかりのいつもの態度に戻った。

「では、打ち合わせを進めさせていただきますね。花材はバンケットルームに併設されている控え室に当日の朝に到着することになっておりますので、ブーケ・ダンジュさまのお手配をよろしくお願いいたします」

　花材に関しては彼女サイドの守備範囲になるので、私たちは管理する場所を提供するだけだ。

「そこにあるでしょ。花材発注書」

「はい。いただいております」

　ブーケ・ダンジュから届いている花材発注書になんとなく目を走らせた私は、そこで少し不安を感じた。

「三日目と四日目の花材はこの通りで間違いはございませんか？」

　イベントの後半日程は洋花のフラワーアレンジメントではなく華道の実演で、さらに茶道の家元を招き、お茶席を設けた会場と連結する。ところが発注書に並んだ花のリストは全日程が流行最先端の華やかな洋花だった。もちろん華道に洋花を用いることはまったく問題ないが、茶道では華美さを究極まで削ぎ落とした質素の美が是とされる。この花材では到底無理に思えた。いくら憎い相手でも、イベントを支える側として、彼女が失敗するのを見殺しにはできなかった。

「お茶席には少し華やかなようにお見受けしますが、リストはこれで全部でしょうか」

　しかしこれは出すぎた真似だった。退屈そうにスマートフォンを眺めていた綾瀬花音がむっとした顔を上げた。

「あなた風情がなに？　誰に向かって言ってるの？」

　伝統文化の扱いを一歩間違うと彼女がダメージを受けかねない。とはいえイベントの内容は彼女の裁量で行うもので、私が口出しすべきではないのだろう。

「たいへん失礼いたしました。申し訳ございません」

　思うところはいろいろあるけれど、すぐさま頭を下げた。

　そのとき、ノックの音がしてドアが開いた。ちょうど頭を下げていた私はすぐに見ることができなかったけれど、呆れるほどはっきりと声音が変わった綾瀬花音の言葉で誰が入ってきたのかわかった。

「鷹取部長！」

　頭を下げた姿勢のまま、一瞬硬直した。彼にだけはこんな姿を見られたくなかったのに。

　でも見られた以上はこの場で私の口から説明しなければいけないと思い、一度顔を上げた私は再びふたりに向かって頭を下げた。

「私の失態です。申し訳ございませんでした」

「いいのよ、気にしないで」

　綾瀬花音は蓮司さんに駆け寄り、彼の肘に手をかけてこちらを振り向きながら、今まで私には向けられたこともない優しい声で言った。あまりの切り替えの鮮やかさに唖然としたあと、もう不快感を通り越して笑いたくなってきた。

「ここからの打ち合わせは私が引き継ぎます」

　彼女に向かって言った蓮司さんの言葉は、私に退出の指示を出しているのだろう。

「そうしてくださると安心です」

　綾瀬花音のはしゃいだ声を聞きながら、自分のノートとペンだけを持って私は部屋を出た。蓮司さんの顔は一切見なかった。彼女の声はもう聞こえなかったけれど、おそらく私に関する苦情をあることないこと蓮司さんに吹き込んでいるのだろう。あくまでも可愛らしく、被害者の顔で。

　もう呆れてしまって、腹を立てる気力すら湧かない。

「吐きそう……」

　ずっと調子が悪かった胃がそろそろ限界に達しそうだ。みぞおちの辺りをさすりながら、私は営業企画部までとぼとぼと廊下を戻っていった。

　でもその日、覚悟していたのに苦情や叱責は私のところに届かなかった。夕方になり、たまりかねて橘部長に尋ねてみた。

「橘部長。今日、綾瀬さまと打ち合わせをしたんですけど、苦情は届いていませんか？」

「いや、今日はなにも？　僕のところには来てないよ」

「そうですか……」

　いくぶんか拍子抜けして自席に戻る。橘ホテル大阪へのテナント出店で私に一撃を加えたことや私に頭を下げさせたことで綾瀬花音が満足したか、それか蓮司さんが彼女の訴えをこちらに伝えず処理したのだろう。たとえ綾瀬花音に反へ吐どが出そうな感情を持っていても私はイベントの成功を心から願っているし、そのために誠意を持って細心の注意を払っている。彼にだけは実態を知ってほしいし、途中で打ち合わせを交代したのはきっとそうだと願っていた。今夜ぐらいは励ましの言葉がもらえるのではないかと。

　ところがその夜、帰宅した蓮司さんはなにも言わなかった。ふたりとも妙に上っ面を撫でたような中身のない会話を交わして夕食を終えたあと、蓮司さんはワインと私のカップ酒も取り出し「飲むか？」と訊いてきた。

　ふたりでソファーに腰かけたものの、蓋を開ける気が起きず、しばらくカップ酒を持つ手を膝に乗せていた。

「飲まないのか？　食事も少なめだったし――」

「蓮司さん」

　私はカップ酒に視線を落としたまま彼の言葉を遮った。

「ブーケ・ダンジュのことなんですけど」

「…………」

　蓮司さんは小さく溜息をつき、ワインらしくない飲み方でぐいっとグラスを空けた。

「仕事のことは会社で聞く。プライベートには持ち込みたくない」

　カップ酒を持つ私の指に力が入った。今は少しだけ、彼を恨んでいた。

　こうして親しげに飲み交わすふりをして、うしろ手で白川花壇の首を絞めているくせに。

　最初からわかっていたはずなのに、彼に恋をするうちに忘れていた。好きになって武装を解いてしまった私にあらためて突きつけられた現実は残酷な痛みを生んでいた。でも全部自分から飛び込んだこと。この会社に入ったことも、彼を好きになったことも。

「橘ホテル大阪とブーケ・ダンジュがテナント契約をしたと聞きました」

　彼にこの話題を拒否されても、構わず私は続けた。

「……今日、彼女から聞いたのか？」

「はい」

　空になったグラスに赤い液体が音を立てて注がれる。

「白川を切るつもりですか？」

「どうしてそうなる」

「事実上、そうなるじゃないですか」

「取引先を分散させるのはリスクヘッジだ。それ以上でもそれ以下でもない」

　蓮司さんの突き放すような口調が刃のように胸に刺さった。その痛みを感じたくなくて、私は苦し紛れにさらに言い募る。自分でもやめなきゃいけないとわかっているのに。

「東京もですか？　橘ホテル東京にもブーケ・ダンジュのテナントが？」

「俺たちはこういう会話をすべきじゃない」

「これ以外になにを話せと？」

「お前の頭には白川の利益しかないのか？」

　じゃあなぜ私を手元に置いたの？　どうして私を好きにさせたの？

　あなたはなにも言ってくれないのに、私ばかりがいろんなものを取り上げられていく。帰る場所も、心も。

「あなたはなにもわかってない」

「わかってる。今日のことは――」

「違う！　わかってない」

　私は思わず立ち上がっていた。

　綾瀬花音の嫌がらせだけじゃない。父が倒れたことも、私が白川に帰ることも、私が彼を好きなことも。それら全部を言いたくても言えない苦しさを。

　でも私が彼に言っていないのだから知らなくて当然だ。なのに責める自分の破綻を自覚していながら、感情をコントロールできない。

「私を手元に置きながら、首を絞めてるくせに！」

　今までにない剣幕で叫んだ私を蓮司さんはただ黙って見つめている。その目に浮かぶのはなんだろう？　力強い目の奥は意外にも優しく、それでいて少し苦しげにも見えた。

「――ごめんなさい」

　カップ酒についた結露が手のひらを濡らし、ポタリと一滴が床に落ちた。その音がはっきりと響くぐらい、私たちふたりを包む空気は静まりかえっていた。

「今晩はもう寝ます。……感情的になってごめんなさい」

　背中を向け立ち去りかけた私は足を止め、もう一度彼のほうを向いた。

「今週はイベントが始まるので、蓮司さんより早く出勤します。あと……夕飯も食べて帰ると思います」

　私が橘ホテルで仕事ができるのはあとわずか。綾瀬花音のイベントの翌日は三十日で、私の仕事納めだ。完璧にやり遂げたいので、仕事だけに集中するつもりだった。

「わかった。おやすみ」

　蓮司さんは感情の見えない声と表情で短く答えた。




　翌日は退職に向けた整理と引き継ぎ、イベント準備に終日忙しかった。でも朝からずっと胃の調子が悪く、会社にいる間なんとか持ちこたえていた体調は、帰宅するとそれを待っていたように一気に崩れた。

　子供の頃から風邪はめったに引かないけれど、胃だけは弱い。ストレスを溜めすぎたときなど、ごくたまに腹痛と嘔吐が数時間止まらないことがある。そういう発作があるときは数時間前からなんとなく「もうすぐ来る」とわかるので、誰にも気を遣わずひとりで落ち着けるトイレを確保する。今夜は幸いというのか、一緒の夕飯を私が断ったせいで蓮司さんの帰宅は遅いはずだ。

　目眩と悪寒と冷や汗、吐き気と腹痛に苦しみながらトイレにこもること二時間。

「死ぬー……」

　薬で無理に抑えないほうがいいと聞いたので、ただひたすら身体の気が済むまで耐えて待つ。

　こういうとき、嘔吐しながらいつも思う。胃が弱いぐらいでこんなに辛いなら、もっと重篤な病気はどれだけ苦しいのだろう？　とても耐えられる気がしない。

「終わったかな……」

　治まったと思っても何度も吐き気の波が来るので、なかなかトイレから出られない。このマンションのトイレがとても豪華で綺麗なことが、せめてもの救いだ。

　壁にもたれていた私は少し息が楽になってきたのを感じて薄目を開けた。トイレットペーパーをもうすぐ買わなくちゃ、などと現実的なことを考えたあと、ふっと笑った。

　最初の頃にやっていた嫌われ作戦で、ペーパーを切らすっていう下品な攻撃もやっちゃえばよかった。三カ月しか経っていないのにあの頃が懐かしくて、すごく昔のことに思える。嫌われたいと言いながら、致命的に嫌われずに済むことばかりやっていた気がする。なんだかんだ抵抗しながら、結局私は最初から蓮司さんのことが好きだったのだろう。

　また気分が悪くなってきたので、目を閉じて呟いた。

「トイレットペーパー、買わなくていいわよね……」

　嫌がらせのためではなく、あと数日でこの同棲は終わるのだから。

　このとき、私は自分から同棲を解消することを決めていた。

　こんなに濁った心では綺麗な花を生けられない。こんなにぐちゃぐちゃな私では、日本一素敵な花屋さんになれない。

　ねえ、蓮司さん。三カ月楽しかったよ。社長の息子だなんてステイタスがあなたについてしまったら余計に信じてもらえないだろうけど、私は打算抜きでただあなたを好きになったの。だから、私から負けてあげる。
















第四章










対決と成功と彼がいない夜




　イベントの初日は大成功だった。やはり彼女にはスター性があるのだなと、見ていてつくづく感心してしまう。私に見せるあの腹黒さは微塵も感じさせず、天使のような笑顔と華のある話術で会場の女性客たちはすっかり魅了されている。

「さすがだね」

「本当に」

　コース料理を終えお土産も配り終えた私は最後の挨拶をする壇上の彼女を眺めながら橘部長と短い会話を交わし、頷き合った。

　彼女は自分に似合う色をよく理解していて、打ち合わせでもだいたい白かバーミリオン系の赤い服を着ていた。今日もバーミリオンの服で、彼女が生けた花よりも華やかに目立っている。花は二の次であっても喜ぶ客が大勢いるなら、これはこれでいいのかもしれない。彼女の人気を見ていると、素直にそう認められた。

　初日に続き二日目もなんの問題もなく終了した。三日目からは後半戦で、外国人向けに日本文化のＰＲを行う目的のため、前半とはまったく異なる試みになる。彼女は外国人相手なら前半より簡単だと豪語していて、綾瀬側はほぼイベントを終えたような祝賀ムードだった。でも私は悪い予感を抱いていた。

　それはやはり的中した。後半戦の初日終了後、共同で開催している茶道の家元からクレームがついたのだ。綾瀬花音がお茶花というものをまったく理解していないというものだった。

「彼女の経歴をあまり確認せずお話を受けた私が悪いのでしょうけれど、あんなにゴテゴテした花をお茶席に飾るものではないことぐらい知っていると思っていました。せっかく外国人のお客さまがいらっしゃっているので今日はそのまま行いましたけれど、明日はきちんとお茶席に相応しいものにしていただけないならば、私は参加を見合わさせてもらいます」

　本来は家元自身が茶花を生けることもできるのだけど、綾瀬花音のスター気取りが鼻についたらしく、茶道を無視した振る舞いを直さなければ協力しないという。

　家元は茶道界の大御所だ。上品で穏やかな佇まいを崩さないから余計に、その口から発せられる怒りの棘とげにはなんともいえない迫力があった。

「おまけに英語もおできにならないご様子で、なぜこんな企画を持ちかけてきたのか理解できません」

　これらのクレームが綾瀬側に直接伝えられたならまだ二者間で解決するよう静観もできたのだけど、ホテル側の主担当である私に仲介を頼む形で申し立てられたので、私は頭を抱えてしまった。綾瀬花音は打ち合わせでまさにこの点について私を罵倒したのだから、意地でも折れないはずだ。

　橘部長にことの次第を説明して指示を仰ぐと、渋々といった様子ながら彼女の説得に向かってくれた。

「僕が言うかな……。女同士だと余計に角が立つよね」

　そうして一応は明日の花材の予定を変更することで合意に漕ぎつけたのだけど、私はそれでも不安を拭えなかった。今日の外国人客のひとりが述べた感想は私が抱いた印象と同じだった。彼女の華道はアレンジメントの器を和風に変えただけに見える、というものだ。華道の作法は草木や花を命あるものとして尊重する精神がベースになっているが、彼女にはそれがない。正誤の問題ではなくて、彼女は人前で専門外の華道に手を出すべきではなかったのではないだろうか。




　翌日、私はかなり早起きして出勤した。その気になればできるもので、蓮司さんと別出勤になってからの私は一度も寝坊していない。会社に着くと、私は花材の到着を今か今かと待ち受けた。

「やっぱり……」

　トラックが到着し、搬入口で下ろされる積荷の中からブーケ・ダンジュのコンテナを探しては開封していた私は、そのたびに溜息をついた。流行優先のまま花が小ぶりなものに選び直されているだけで、お茶花に向いていないという点ではなにも変わっていなかった。

　出勤してきた蓮司さんのところに赴き、状況を報告する。

「魅力的な花材なんですが、お茶花としては家元のお気に召さないと思います。あの花でいいか家元に確認をとることもできますが、余計にブーケ・ダンジュに悪印象を持たれるのではないでしょうか。ホテル来訪者の目前で主催者が割れているところは見せられません」

　蓮司さんは黙って私の説明を聞いていたけれど、聞き終えると時計をちらりと見てひと言、私に尋ねた。

「開催時間まであと四時間。白川花壇なら調達できるか？」

　彼の口から出てきた白川花壇というありえない選択肢に、私は息をするのも忘れて彼の顔を見つめたあと、慌てて答えた。

「できます」

「白川が花材を見立ててくれ。任せる」

「はい」

「綾瀬側は俺が説得する」

　感謝を込めて頷き、身を翻して営業企画部に戻ろうとした。

「白川」

　呼び止められて振り向いた私は、次の指示に一瞬ポカンとしてしまった。

「万が一のために、白川が生ける準備も頼む。メインの華道会場は綾瀬がやるしかないが、茶道会場は代役でいいだろう。それでも従業員の服装はまずい」

　和装を用意しておけということだと理解して、私は頷いた。

「ちょっと待て」

　また駆け出そうとした私を彼は呼び止めた。家でも何度か聞いたこの言葉が私はたまらなく好きだ。

「お前の鋏だ。慣れた道具のほうがいいだろ？」

　今だけプライベートの口調になった彼が差し出したのは、自宅に置いてあったはずの私の花鋏だった。

　ああ、やっぱりこの人は――。

　彼から花鋏を受け取り、今度こそ私は走り出した。

　彼はこうなることを昨夜から予見していた。ひょっとすると、私を担当に充てたときから。きっと私は、恨みながら、詰なじりながら、それでもこの人に惹かれてしまうのだろう。




　私が午前八時に母に電話で頼んだ花と着物一式はその三時間後、橘ホテル東京の許に届けられた。母や社員たちがどれだけ奔走してくれたことだろう。入手できなかった花はバイヤーの見立てできちんと季節感を映したものに替えられていた。

　搬入口で花材の箱をワゴンに積み込み、裏通路を走り、バンケット棟五階の会場まで運び込む。優雅なサービスを提供し続けるホテルの裏側では、こうしてたくさんの人間が走り回っている。

「綾瀬さま、花材が届きましたのでご確認いただけますでしょうか」

　声をかけながら控室に入ると、真っ赤な振袖姿で鏡の前に腰かけた綾瀬花音は不機嫌そうに私を睨んだ。蓮司さんの説得で一応は白川花壇に花材を調達させることを了承したものの、内心は怒り心頭なのだろう。

「注文したものがほぼ届きましたので、問題はないと思います」

　私が息を切らしながら部屋の入口にワゴンを搬入すると、彼女は面倒臭そうに立ち上がってこちらにやって来た。

　箱の外側に書いてある「白川花壇」の文字を見て不服そうに唇を歪めたあと、彼女は箱の中を覗いた。

「……なによこれ」

「えっ？」

「こんな、そこらへんで抜いてきたような雑草を。私に恥をかかせたいの？」

「こちらはお茶花として喜ばれるものだと思いますが」

「じゃあ、そう言うあなたがやりなさいよ。なんなの？　あのおばさん、ほんと面倒臭い」

　もはや私に対する怒りというより、家元やらなにやらいろんなものに腹を立てているらしく、見ていて滑稽で笑いたくなってしまった。

「では、茶道会場は私が代理で生けるということでよろしいでしょうか？」

　もうこれ以上綾瀬花音に関わっている時間はない。返事がないのは承諾だとみなし、急いで茶道会場まで移動する。

「たいへん遅くなり、申し訳ございません。こちらの花材が先ほど届きましたので」

　控室でお弟子さんたちと談笑していた家元はゆったりと立ち上がり、入口のワゴンのところまでやって来た。

　箱を開けて花材を見る前に、彼女は白川花壇の社名に目を留め、おや、という表情を浮かべた。そして彼女はにっこりと微笑んだ。

「今回は大丈夫ね。箱を見ればわかります」

　朝から走り回っていたせいか、私はわっと泣き出したい気分に襲われた。こんなの、不意討ちだ。白川花壇のことを今もこんな風に信じてくれる人がいるなんて。

「この時間に届いたということは、きっといろいろあったんでしょう。しかもライバル社の花を入れたということで、だいたいなにがあったかわかります。私のせいでたいへんな思いをさせちゃったわね」

「いいえ……とんでもないことです。遅くなりまして、本当に申し訳ございません」

　控室を退出してまた走る。開演までもうわずかな時間しかないのだ。

　私が花を生けるので、イベントの進行フォローは橘部長が引き受けてくれた。

「僕がやるよ。大丈夫。白川さんの最後の仕事だからね」

「部長、私もう泣きそうです」

「それより早く着替えないと」

　ホテル内には懐石料理の従業員用に和装のための更衣室がある。私はそこに母から届けられた着物一式を運び込み、心を鎮めながら身支度を整えた。三ツ紋を入れた撫子色の色無地に、七宝が織り地になった帯を締める。花より自分や着物が目立ってはいけないので、今日は柄のない着物だ。でも、いくら裏方であるといっても着物は人の目を楽しませるものなので、主張が強くない範囲で目に心地よい色を、帯には吉きっ祥しょう柄を選んだ。外国人にはわからないからといって、手を抜いたまがい物の文化を見せるわけにはいかない。

　固いシニョンの髪は一度ほどき、堅苦しくない程度に緩めて結い上げた。走り回っていたせいで少し崩れていたメイクを直し、鏡で自分の姿を確認すると、私はバンケット会場へと戻った。




　こんな騒乱があったことは微塵も感じさせず、最終日のイベントは華やかに開始時間を迎えた。

　茶道会場のメインは当然ながらお点て前まえなので、私は会場の片隅で静かに花材と向き合っていた。翁おきな草ぐさ、白はく蝶ちょう草そう、姫ひおうぎ、空うつ木ぎ、都みやこ忘わすれ、下しも野つけ草そう。どれも六月のお茶花に相応しいものだ。茶の湯に添えられる花は、「花は野にあるように」という教えに基づいている。華道やフラワーアレンジメントのような技巧を凝らしたものではなく、ごく素直に、自然に生けた「投げ入れ」と呼ばれるものだ。呆気ないほどの簡素さはパフォーマンス向きではなく、それぞれのお座敷に花を運び終えたらすぐに私はお役目を終えるはずだった。でもひとつ生け終えるごとに背後で見物する外国人が増え、英語で質問も受けた。

　隣で行われている華道と茶花の違い、茶の湯のこと。私には専門外のこともあったけれど、わかる範囲で丁寧に答え、頃合いを見て会場をあとにした。




「綾瀬さま、四日間お疲れさまでした。イベントのご成功、心よりお祝い申し上げます」

　波乱の最終日がお開きになり、私は控室で片づけに入っている綾瀬花音の許にお祝いを述べに訪れた。陰ではいろいろとトラブルがあったものの、表向きには大成功のうちに終わった。これだけの客を集められる彼女のカリスマ性は素晴らしい。彼女に述べた言葉に偽りはなく、私は心からの賛辞を贈った。

　彼女はまだあでやかな着物姿のままだった。さすがにほっとしたらしく、「ありがとう」と答えて紺色のスーツに戻った私に微笑みかけた。

「今夜はイベントの成功をお祝いしてもらうことになってるの。鷹取部長にね」

　私の笑顔が凍りついた。そんなことは彼から聞いていない。でも、今までだって接待先を教えてもらったこともなかったし、いつものことと言えばそうだ。

　でも、今夜は家でゆっくり話がしたかった。一度ぐらいは彼に労ってほしかった。最後ぐらいは……。

「彼とは今後の話をすることになっているの。絶対に逃せないわ。なんたって彼は橘ホテルの後継者ですものね」

　私は殴られたような衝撃を受けていた。綾瀬花音は、彼が社長の実子だということを知っている――。私には教えてもらえなかったそれを、彼女は教えられていたという事実。

　息もできずにいる私を残し、彼女は立ち上がった。

「今回はいろいろとありがとう。片づけはあとでうちの社員がやるわ」

　私は頭を下げるのも忘れ、ドアが閉まる音をただ聞いていた。










さよならは好きの証明




「家元、本当に絶賛だったよ。白川さんのお花がね、ただ者じゃないって。お客さんたちも華道会場の花より茶道会場の花のほうに群がってたしね。あと家元は着物のチョイスが礼節をわきまえてるって感心してたよ。引くべきところを心得てるし、周囲を立てて選んでいて、それでいて美しいって」

「そこまで褒めていただけるようなものではなかったかと……たぶんあちらにご立腹だからです」

　銀ぎん座ざのダイニングバーで、私は橘部長の声をぼんやり聞いていた。きちんと返事は返し、顔には笑みを貼りつけているけれど、心は虚うつろだ。イベントの撤収が終わったあと、橘部長が今回の仕事を労って飲みに連れ出してくれたことは覚えているけれど、綾瀬花音と最後の挨拶をしたあとどうやって仕事を片づけたのか、記憶が定かでない。

「英語で茶の湯のことも説明してくれたって感謝してたよ」

「あれは……茶道を本格的に学んでいないので、あれでよかったのか……」

「綾瀬花音さんのことはボロクソだったな。花模様のゴテゴテの着物で、花より自分が目立ちたい時点で失格だって。華道といい日本文化を欠片かけらも理解していないし、あれではこの先はないでしょう、とね。少なくとも茶道界からは今後締め出されることになりますって言ってたよ。家元、なかなか怖いね」

　綾瀬花音という名前を聞くと、私は目の前のグラスの残りわずかなカクテルを飲み干した。甘くておいしいけれどアルコール度数が高いらしく、頭がぼうっとしてきた。

「アレンジメントは文句なしに上手ですよ。それになんといっても美人だし華があります」

　私が持ちえないものをたくさん備えた人。素直に褒めたいと思う。でも彼女のことを口にするたび、彼女が蓮司さんに秘密を打ち明けられていたという事実に何度も殺されているような気分になった。三カ月も同棲していながら、私はなにも打ち明けてもらえなかった。同棲だけではなく、彼と出会ってから四年もの月日を経ているのに、彼女はわずかな期間で彼の中に入り込んだ。数時間前に知ったその事実が苦しくて、やるせなくて、胸が痛くて耐えられない。なにも知らずに彼の帰りを待っていた夜、彼は彼女と会っていたのだと――。

　メニューを取り、次のドリンクを探す。カクテルの甘さは私の中にある苦しみを消すには足りない。

「飲んだことないんですけど、ブランデーってどうやってオーダーするんですか？　代わりにオーダーしてもらっていいですか？」

「いいけど……」

　橘部長は少しためらってから水割りをオーダーしてくれた。

「あまり飲んだりしないの？」

「はい。こうしてバーで飲んだことがあまりないんです。機会がなくて」

　男性と過ごすことがなかったから、こういう方面の私の文化史はとても貧しい。そんなところも蓮司さんにはつまらなかったのだろうか。

　いや、そもそも根本的に女としての魅力の問題かもしれない。綾瀬花音の性格の悪さも知性の貧しさも蓮司さんだってよく知っているはずだ。男女の仲はそういうことに関係ないのだろう。

「大丈夫？」

「大丈夫です」

　なにが大丈夫なのか不明なまま、オウム返しに答えて微笑む。きっと彼女と蓮司さんが今夜会っていることを橘部長も知っていて、私がひとりきりにならないよう気遣ってくれているのだと思う。

　私と橘部長の前に水割りがふたつ届けられた。カクテルと違う、背が低く厚みのあるグラスを手にすると、一段ステップを上がったような気分になる。

「案外おいしいです」

　笑うと視界が回る。これで何杯目だろう？　今までの最高記録が蓮司さんに現場を押さえられたときのカップ酒三つだから、少なくとも記録更新はしていると思う。今日だけは、意識がなくなるぐらい酔ってしまいたい。

「誘った僕が言うのもなんだけど、僕相手にそんなに酔わないほうがいいと思うよ」

「……橘部長は危険な人なんですか？」

　橘部長とそういうことがつながらず、ぼんやりと橘部長を見つめる。そんな私を見て橘部長は困った顔で笑った。

「まあ、男はみんな危険なんだよ」

「そうですか……」

　でも、蓮司さんは最後の最後まで私に手を出してくれなかった。今、彼は綾瀬花音と一緒に飲んでいるのだろう。彼は彼女になら危険な男になるのだろうか。

　諦める痛みがきりきりと胸を刺す。

「一回ぐらい、女として見てほしかったです……」

「えっ？」

　橘部長が隣でなぜか激しく反応した。

「どうかしましたか？」

　私が真顔で訊くと、橘部長はやれやれという風に苦笑した。

　再びブランデーをひと口飲み、しゃべり続ける。

「今回のことだって、一回ぐらい、慰めてほしかった。励ましてほしかった」

　カウンターの正面にすらりと並んだボトルが滲んで揺れる。

「彼が社長の息子だってこと、綾瀬さん知ってたんです……。私には打ち明けてくれなかったのに」

　ブランデーのグラスに一滴、涙の雫が落ちた。

「私は打算で彼を好きになったんじゃないのに……」

　こういうのを面倒臭い酔っ払いというのだろう。橘部長に申し訳ないと思いつつも、私の口は蓮司さんへの思慕を呟いてしまう。

「ねえ、白川さん。あいつにお仕置きしてやる？」

　ちらりと腕時計を確認した橘部長は、なにかを企むようにそう言ってニヤリと笑った。薄暗い照明の下で見る王子のワル顔は普段とはまた違ってなかなか魅力的だ。

　でも私は少し考えてから首を横に振った。

「……無理ですよ。あの人、私がなにやったってどうでもいいんだから」

「そうでもないんだよ」

「いやいや」

　いかめしく首を振り、グラスを空ける。

「三カ月間いろいろやりましたけど、惨敗でした」

「いろいろやったって、たとえば？」

「彼が嫌いな茄子料理攻めにしたり。洗濯物にティッシュを……これはわざとじゃなかったんですけど」

　思い返してみればくだらないことばかりだ。落ち込む私をよそに、橘部長は楽しそうに笑っている。

「白川さん、可愛いね。あいつのものじゃなかったらいいのにな」

「あいつのものに、なりたかったです……」

　そこで私は絶望感と睡魔に勝てず、カウンターに突っ伏した。

「こらこら、寝ちゃだめだよ。送るから立って。そろそろいい頃合いだ」

　部長に身体を支えられながら立ち上がる。店の外に出ると、ずらりと並んだタクシーに乗り込むでもなく、橘部長は少し先のブロックまで私を支えて歩いた。

「どこに？」

「すぐ近くだよ。そこからタクシーに乗ろう」

　なぜ今すぐ乗らないのかよくわからなかったけれど、上背のある橘部長が軽々と私を支えて歩くので酔った身体でも心地よく、私はしばし夜の銀座の街並みを楽しんだ。まあ、傍はた目めには酔っ払い女を介抱する気の毒なイケメンという構図なのだろうけど。

「さあ、ここで乗るかな」

　左手にガラス張りの煌きらびやかなダイニングバーがあり、私はなんとなくそちらに視線を向けた。なにか強烈な視線を――以前にも受けたことのある、殺傷能力の高い視線を感じたのだ。

　窓越しに見える客のなかに、目をやられるほどひときわ鮮やかな赤い服を着た人がいる。目立つのが好きなのねと考えながらよく見ると、それは昼間に嫌というほど見た真っ赤な振袖だった。けれど私の視線はその振袖を着た人ではなく、その向かい側に座る男性に引き寄せられていた。こちらを睨むその男性の視線が強烈だったから。そして彼ははっきりと、遠目にわかるぐらい激怒していたから。

　それは蓮司さんだった。

　どうして怒っているのかしら……？

「見えた？　さあ、帰ろう」

　橘部長のその声とともに、いきなり私は抱きしめられた。正確には、抱きしめているように見えるよう、ふんわりと背中に腕を回された。

「すみません、二カ所回ってもらえますか」

　私を抱えながら橘部長がタクシーの運転手さんと交渉している。私の顔はほぼ橘部長の身体に覆われてしまい、肩から両目がやっと覗く程度だ。その肩越しに蓮司さんがすごい顔で立ち上がったのが見えた。

「オッケーだって。乗ろう乗ろう」

　私を抱いたまま橘部長がタクシーに乗ろうとしたので私はうしろ向きに進む羽目になり、車のドアで後頭部をゴツンと打った。

「ごめんごめん」

　部長に頭を撫でられながら見た蓮司さんは完全に立ち上がっていて、ガラスを突き破って飛び出してきそうなぐらい怒っているのがわかった。でもそこでタクシーのドアが閉まったので、それきり見えなくなった。

「ははは、あいつがあんな顔するの初めて見た」

　橘部長もアルコールが回っているのか、普段の紳士的な佇まいが完全に壊れて大笑いしている。

　でも私はしばらくぼんやりと窓の外を流れるネオンを眺めたあと、涙を零した。

「綾瀬花音と一緒にいました……」

「ああ大丈夫。あいつがあの店を選ぶのはあそこガラス張りで目立つし、テーブルが大きくて襲われないからで……あ、襲われるっているのはボディタッチね」

「でも私は彼とあんな風にお食事したことないです。お洒落なこと、全然……」

　そこまで言いかけて、私が希望しなかったことを思い出した。お洒落なデートの代わりに伊香保温泉で石段を上りながら玉こんにゃくを食べたこと。私が一個落としたので、彼は自分の分を一個くれたこと。湯の花饅頭のお店をハシゴして、三個目で蓮司さんがギブアップしたこと。部屋で文句を言いながら肩を揉んでくれたこと。

「ううう……」

　私は酔っ払うと眠気のあと泣き上戸になるという、最悪のパターンを辿るらしい。

　でも、好きで好きで、どうしようもなく好きでたまらない気持ちが涙になって止まらない。叶わない恋だったけれど、好きになれて幸せだった。

　明日、退職と同時に同棲を解消する。でもその前に、今夜、彼に好きだと伝えよう。拒絶されても、信じてもらえなくても、最後だけは素直になって終わろう。

「ああ、泣いちゃって……大丈夫？　家でひとりで泣かない？」

「大丈夫です。彼を待ちます」

「僕んち来る？　もしあいつが帰ってこなかったらショックだし」

「行きませんっ」

「わかったわかった」

　酔うと王子顔が崩れる橘部長と泣き上戸と化した私を乗せ、タクシーは夜の銀座のネオンを通り抜けていった。




　翌朝。あれだけ泥酔したにもかかわらず、私は秒もたがわず正確な時刻に身支度を整えていた。寝過ごさなかったのではない。一睡もしていないのだ。

　昨夜、橘部長とタクシーの中で別れてひとりで帰宅した私は、お風呂に入ってすっきりしたあと、蓮司さんの帰りを心静かに待った。あなたが好き、というただそのひと言を胸にして。

　でも――蓮司さんは帰ってこなかった。

　ルーフテラスの上に広がる空が白み、小鳥たちのさえずりが聞こえ始めた頃、私はひと晩中座り続けていたソファーからようやく立ち上がった。一途な思いはそのままの強さで、沸々とたぎるマグマのような怒りに変わっていた。こんな時間になるまで待ち続けた愚かな自分も腹立たしい。

　怒りを前進の力に変えて出勤の身支度を整え、それから迅速に対応してくれる引越し業者をネットで検索した。夜逃げ需要なのか意外に業者はたくさんあって、早朝の依頼でも受け付けてくれた。

「よし！」

　ひとりで号令をかけて玄関を出る。職場に退職の挨拶を済ませたらここに戻ってきて、蓮司さんが帰宅する前に私の荷物を運び出してしまおう。長居は無用だ。明日からは綾瀬花音でも誰でも、好きに招くがいい。

　強気にそんなことを考えても、飛び石を渡りながら少し切なくなる。元々私のものではなかった人。本当は怒る筋合いもないのだ。

　ところがエレベーターで一階に降り、エントランスホールに出たところで、こともあろうに今頃になって帰宅してきた蓮司さんと鉢合わせした。正面からやって来た彼はエレベーターから降りてきた私に気づくと驚いた顔で立ち止まった。

　彼はネクタイが曲がり、髪もいつになく乱れていて、やけにくたびれて見えた。

　そうか。これが話に聞く朝帰りの男の姿ってものなのか。

　ろくに寝ていないらしい充血した目から視線を逸らす。ほかの女性と過ごした直後の彼を見たくなかった。

「おい、待て」

　彼の横を通り過ぎるとき、背後から呼び止められたけれど、私は知らん顔でずんずん歩いた。彼はたぶん出勤前にシャワーを浴び、服を着替えるために帰宅したのだろう。通勤時間帯のエレベーターホールには住民が次々と降りてくる。人の目もあるので蓮司さんは諦めたらしく、追ってこなかった。

　職場に着くと、来月以降に担当するはずだった披露宴の引き継ぎなどを終え、自分のデスクの荷物を段ボール箱に詰めた。後日送ってもらうのだけど、宛先は当然ながら蓮司さんのマンションではなく白川家だ。

「昨日はありがとうございました」

　私の分のタクシー代を入れた封筒を持って橘部長の席に行く。でも橘部長は封筒を受け取ってくれなかった。

「どうだった？　さっき会議であいつを見たけど、低調そうだった。なにかあったの？」

「お疲れなんでしょうね。朝帰りで。入れ替わりで出てきたので話もしていませんが」

　私は腕組みをして答えた。

「これは面白いことになってきたな」

「全然面白くないです」

　橘部長はやけに楽しそうだ。蓮司さんとこれまで距離があるように見えたのは、血縁関係にあることを周囲に感づかれないようにするためと、事実上従兄弟いとこである彼らには親近感とライバル意識があるのだろう。

「また飲みに行こう。あいつが許してくれるならね。後日談聞かせてよ」

　橘部長は笑顔を見せたあと、机の下から花束を取り出した。

「これは今まで頑張ってくれた感謝と、これからのエール」

「え……っ、ありがとうございます！」

「花の専門家に花束を贈るなんて、僕は知識がないから自信がないんだけど」

「いいえ、とても綺麗です！　普段は人にあげるばかりだから、なんか新鮮で……すごくうれしいです。こんな気持ちになるんですね」

「念のため、ブーケ・ダンジュじゃないからね」

「その名前、当分聞きたくないです」

　笑いながら席に戻り、それから他部門に挨拶に行った。リネン室の小舟さんからはお餞別に黒飴の大袋を、真帆からはドリンク剤の箱をもらった。ふたりとは今後も立ち食い蕎麦屋で会う約束だ。

「鷹取部長は？」

　昨夜のチャンスを逃したので、退職と同棲解消は会社で告げて片づけてしまおうと思ったのに、蓮司さんは席にいなかった。

「鷹取部長は三時から顧客企業と打ち合わせだから、もう会議室に移動したんじゃない？　いつも早めに行っちゃうよ」

　時刻は二時四十五分。引越し業者が五時に来ることになっているから、彼が打ち合わせから戻るのを待ってもいられない。告げるだけならすぐ済むので、私は会議室に赴くことにした。

　真帆に教えられた会議室に行ってみるとドアが開いたままになっていて、彼はひとりで腕組みをして窓にもたれ、ぼんやりと考え込んでいるようだった。

「鷹取部長」

　入口から声をかけると、顔を上げて私を見た彼はそれまでの疲れた表情から一変して、見る間にいつもの鋭さが戻った。ひるまずに私も視線に力を込める。彼の姿を見るのはもう最後になるのだろう。

「今、お時間をいただいていいですか？　一分もかかりません」

「今から来客だ。家で聞く」

「仕事の話は家では禁止ですよね。それに今夜から私はあそこに帰りません」

「えっ？」

　彼が愕然とした表情になった。

「私、本日付で橘ホテル東京を退職することになりました。今まで四年間、大変お世話になりました」

　接客業の基本として四年間続けてきた正しいお辞儀。相手はお客さまでもないのに今が集大成のような気がして、私は姿勢を正して頭を下げた。

「なぜ突然？　綾瀬のイベントと関係が？」

「突然ではありません。イベントとも関係ありません。一カ月以上前から決まっていました。上司に相談して、披露宴ラッシュと担当するイベントが終わる六月末で調整いただきました」

　名指しはしていないけれど、上司というのは橘部長だ。

「なぜ俺に言わなかった？」

「…………」

　会議室に沈黙が落ちた。廊下の遠くで人の話し声が聞こえる。

「……申し上げる勇気がありませんでした」

　ゲームオーバーになるのが怖かったから。少しでも長く傍にいたかったから。

「私が退職して同棲を解消することで、白川への義理は消えます。どうぞシビアに判断して、白川を切るなら切ってください。私はこれから自力で白川を建て直していくつもりです」

　廊下の話し声はどんどん近づいてくる。きっと今から彼が迎える顧客だろう。いつ入ってこられてもいいように、私は客を迎える姿勢で入口に立った。

「今日の夕方、業者に私の荷物を運び出してもらうことになっています。立ち会っていただく必要はありません。鍵は郵便受けに入れておきます」

「待て」

「今まで本当にありがとうございました。あなたはそうじゃなかったかもしれないけれど、私は楽しかったです。幸せでした」

　開いたドアを見つめながら言う。客の声は近く、もう時間がない。

　本当はもっと素っ気なく事務的に終わらせるか罵詈雑言を浴びせるはずだったのに、これで最後だと思うとただただ楽しかったことばかりが胸を去来する。

　こんなこと、言うはずじゃなかったのに、もっと口汚く終えるはずだったのに――。

「もうお会いすることはないかもしれません。でも昔あなたに約束した通り、私は白川を日本一素敵な花屋さんにします。あなたもどうかお元気で」

　彼が社長の実子だと私が知っていることをつい言ってしまったけれど、これで最後のお別れなのだからもういいだろう。

「乃梨子――」

「こんなときに申し訳ありませんでした。お迎えしたら退出します」

　そのとき入口にスーツ姿の数人が現れたので、私は笑顔で彼らにお辞儀をした。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました。どうぞ中へ」

　賑やかになだれ込んでくる来訪者がすっかり室内に入ったのを見届けると、私はそっとドアを閉めて会議室をあとにした。










初めての恋をもう一度




「引越し業者ってすごいのね……」

　三時間後、私は蓮司さんのマンションの自分の部屋で茫然と突っ立っていた。荷造りもお願いできるパックにしたのだけど、さほどの量はなかったとはいえ、時間通りにやって来たふたりのスタッフは私のこまごまとした道具や衣服などをあっという間に梱包し、一時間足らずですっかり運び出してしまった。私の部屋――というか私の部屋だったこの場所にはもうベッドしかなく空っぽだ。

「こりゃ夜逃げもできるわ……」

　この三カ月で私に生まれた癖。この家に蓮司さんがいないとき、私はやたらに独り言が多くなる。もうここに戻ることはないから、この変な癖は今日で終わりだろう。

　空っぽの部屋に立っているとつい感傷的になってしまい鼻の奥がツンとしてきたので、家の中に忘れ物がないか、最終確認をすることにした。予定の攻撃路線から大きく外れたとはいえ、一応会社で別れをビシッと決めてきたのだから、大事なものを忘れてモジモジしながら後日彼に連絡をとる、なんて羽目になるのはご免だ。

　家の中を回りながら、忘れ物を取りに再びここを訪れた自分と彼のやりとりを想像する。想像を逞しくした寸劇のなかで、なぜか彼は極悪人になっていた。




　勇気を出してインターフォンを押し、切ない思いを胸に彼の応答を待つ私。返ってきたのはだるそうな声だった。

『ああ、お前か』

　開かれたドアの向こうで侵入を阻むように立つのは、胸をはだけたシャツ姿の彼。その背後で『きゃっ』と可愛く声をあげて彼の背中に隠れる、これまた服が乱れた女性――私の脳内映像では綾瀬花音だ。

『あのガラクタは一階のゴミ庫に運んでおいたから勝手に持っていけばいい。まだ残っていれば、の話だけどな』

　バタンと音を立て、目の前で非情に閉まるドア――。




「最悪！　なんなのあの男」

　三流ドラマのような想像で勝手に腹を立て、絶対に忘れ物などするものかと気合いを入れる。

　三カ月という月日は短いようで長い。探せば出るわ出るわ、家中のいろんなところに私の物が入り込んでいた。床の間に飾ったお花。バスルームに置いてある肩こりローラー。ひそかに愛用していたこれは彼にばれて公認になったものだ。今では冷蔵庫の中に常備しているカップ酒とイカゲソとチータラ。残しておいても綾瀬花音に捨てられるのかもしれないとまた勝手に想像し、それらをスーパーのビニール袋に入れていく。

　冷蔵庫の物を回収した私はふと足元を見た。キッチンの片隅には、天袋に手が届かない私のために彼が買ってきてくれた踏み台があった。

『俺がいないときはこれでなんとかしろ』

　リビングのソファーの前には私がいつでも脚を上げて寛げるよう、今ではフットレストが置いてある。あのカップ酒がばれた夜に私が椅子に脚を上げていたのを見て、あのあと彼が買ってくれたものだ。

　洗面所の歯磨きチューブは、最初は右側に置いてあったのに今は左側だ。サウスポーの私がつい左に置いてしまうので、いつの間にか彼もそうしてくれるようになった。

　まだまだたくさんある。彼が私のために合わせてくれたこと、変えてくれたこと。

　胸に抱いたビニール袋に雫が一滴落ちた。

　泣いちゃだめ。弱くなるから泣いちゃだめ。

　それでも雫の雨はしとしとと降り続ける。怒りを前進する勢いに変えて出ていこうとするのに、彼を悪役にして想像しようとしても、この家にも思い出にも優しさしか見つからない。

　すっかり濡れてしまった頬をとりあえず拭こうと手近にあったキッチンペーパーを――そういえばこれも忘れ物だ――ちぎろうとしたとき、玄関でドアが外れたようなすごい音がした。

　業者が戻ってきたのかと思い、慌てて涙を拭いた私は次に聞こえた声に凍りついた。

「乃梨子！」

　それは彼の声だった。

　その瞬間こみ上げたのはうれしさと、これはまずいという焦りと、振られることへの恐怖だった。

「乃梨子！」

　声は揺れながら廊下をどんどん近づいてくる。足音は一度止まり、空っぽの私の部屋のドアが開けられる音がした。

　今までこんな早い時間に彼が帰ってきたことはない。彼の帰宅前に姿を消す予定だったのに。こんなはずじゃなかったのに――。

　咄嗟に周囲を見回し、身を隠す場所を探した。でもキッチンにそんな場所はなく、いっそ冷蔵庫にでも入ろうかとさえ迷っているうちに足音はすぐ背後までやって来てぴたりと止まった。

　ああ、見つかった……。

　廊下に背を向けて身をすくめ、ぎゅっと固く目を瞑る。

「乃梨子……」

　でも、私の背中を捕らえた彼の声があまりに普段と違っていたので、ビニール袋を抱きしめたまま思わず背後を振り返った。

　するとそこには今朝以上に髪が乱れ、額に汗を滲ませた蓮司さんが放心したような表情で立っていた。まるですごい勢いで走ってきたような姿だ。いったいどうして、彼はこんな顔で私を見ているのだろう？

　ほんの数秒、彼に会えたうれしさを噛みしめてまじまじと見つめてしまったけれど、私はすぐ我に返って言い訳した。たった三時間前に〝どうかお元気で〟なんて言った手前、ひどく決まりが悪い。

「あ、あの、忘れ物点検してるところなんだから」

　片手をビニール袋から外したはずみで袋が傾き、イカゲソ袋が床に落ちた。

「すぐ、消えますから」

　慌ててしゃがんだ拍子にまた袋が傾き、さらにカップ酒がごろんと落ちた。ゴロゴロと床を転がるカップ酒を拾おうと追いかけたら、彼の手がそれを先に拾った。

「返して」

「返さない」

　ふたりとも立ち上がって睨み合う。カップ酒を取り返そうと手を伸ばしたら、彼は腕をヒョイと高く上げた。身長差があるので勝負にならない。

「どこに行くつもりだ？」

「どこって、決まってるでしょ」

「あいつのところか？」

「とにかく返して」

　もう一度伸ばした私の手首を彼が掴んだ。その途端、昨夜から抑え込んでいた私の感情が爆発した。

「触らないで！　朝帰りしたくせに」

　掴まれた手首がひりひりする。ほかの女性と過ごして朝帰りした姿を目のあたりにしながら、それでもその手で抱きしめてほしいと願ってしまう自分の恋情が痛くて苦しくてたまらない。

「そっちだってあいつと一緒にいただろ。あいつとどこに行ったんだ？」

「朝帰りしておいて勝手なこと言わないでよ！」

　このまま彼に触れていたら、きっと私は出ていけなくなる。前に進めなくなる。必死でもがき、私は彼の胸を突き飛ばしていた。

「どこにも行ってないわよ！　馬鹿みたいにまっすぐ帰ったわよ！　あなたが帰ってくると信じて、ここでひとりでずっと待ってたわよ！」

　キッチンの壁を背にして、彼を睨みつける。でも、怒りをぶつけたいのに、私の口からはもう言うまいと決めたはずの、心の奥の一番柔らかで悲しい秘密がこぼれていた。

「好きって言いたくて……馬鹿みたいにひとりで、朝が来るまでずっとソファーに座って待ってたわよ。ずっと待ってたのに……それなのに……」

　怒っていないと彼に抵抗できないのに、私は泣き出していた。綾瀬花音と会っている彼の姿が、そして朝に帰ってきたあの光景が、あまりにショックだった。

「お前、今なんて言った？」

「来ないで！」

　こちらに近づこうとした彼に向かって叫んだ。はずみで好きだと言ってしまった私は、これ以上傷つくまいと必死だった。

「どうせ信じてくれないでしょ？　私、信用されてないんだもの。蓮司さんが社長の息子だから食いついたって言うんでしょ？　だから教えてくれなかったんでしょ？　あの人は教えてもらってたのに……」

「あの人って誰だ？」

「綾瀬花音よ！　わざわざ言わせないでよ。変な時間に帰ってこないで、さっさとあの人のところに行ってよ」

「俺はあの女に言ってない」

「じゃあなんで知ってるのよ」

「知るか。勝手に調べ上げたんだろ。顧客でなければ二度と関わる気もない」

「嘘つかないで！　仕事でもないのにゆうべ一緒にいたじゃない。帰ってこなかったじゃない。将来の話をするんだって、あの人が……」

　すると蓮司さんが顔をしかめ、「はあ？」と声を荒らげた。

「あの女が乃梨子にそう言ったのか？」

「怒りたいのは私よ！　わかりきったことをいちいち聞かないで自分で考えてよ。節穴なの？　いっぱい嫌がらせされたの、わからないの？」

「わかったわかった。悪かった」

「わかってない！」

　私ってどうしてこんなにみっともないのだろう。自覚しているのに、感情の暴走が止まらない。二十七年間の人生で、ここまで感情的になるのは初めてだった。告白するならもっと可愛く言いたかった。もっと綺麗に恋をしたかった。

「全然わかってない。あなたを好きになったのは打算じゃない。橘部長に本気で恋したこともない。枕を持って部屋に行くのにどれだけ勇気がいったか、全然わかってくれてない。この歳で初めて人を好きになって、どうしたらいいのかわからなくて、断られて傷ついて、ほかの人と会ってるってわかってるのに馬鹿みたいに朝まで待って。退職することを言えなかったのはあなたに同棲を解消されるのが怖かったからよ。一日でも長く傍にいたかったからよ。それでもあなたの前から消えようって決めたのも、こんなに格好悪く泣いてるのも、怒ってばっかりいるのも全部全部、あなたが好きだからじゃない！　全然、わかってない」

　涙で塞がってなにも見えないまま喋り続けていたら、不意に腕を引かれ、広い胸に抱きしめられた。

「放してよ。ほかの人に触れた手で――」

「好きだ」

「嘘――」

　勢いで言い返そうとした言葉は彼の唇で封じられた。涙で濡れた頬を両手で挟まれ、抵抗できない強さで唇を塞がれる。

「好きだ」

　わずかに唇を離した彼がそう呟き、またキスをする。

「好きだ……乃梨子」

　瞼を開くと、彼がとても切なそうな顔で私を見ていた。

「俺のほうがずっと」

　ずっと、なに……？

　尋ねる前にまた唇が重ねられた。今度のキスは深く激しく、すっかり力が抜けた私の身体は彼の力だけで支えられていた。

　彼の腕の中、ようやく放された口ではあはあ息をする。泣いたせいで鼻が詰まり、口でしか呼吸できないのだ。こんなときにも私は本当に格好悪い。

　喘いでいる私を床に座らせ、腕の中に収めながら彼が笑った。

「洟垂らしてるのも可愛いな」

「なに言っ――」

　そこでまた唇を塞がれた。でもやっぱり彼はどこまでも優しい人なのだと思う。彼は私の息継ぎを待ち、キスをするたび、唇を離すたび、何度も好きだと囁いた。

　いったい何十回好きだと言われたのかもわからないほどキスをして、ようやく口答えをやめた私はおとなしく彼の胸にもたれた。

「昨夜はあれから俺はひとりだった。あの女がそれからどうしたのかは知らないし、どうでもいい」

「ひとりでなにをしてたの？　どこにいたの？」

「追いかけられるはずもないのに、橘とお前がタクシーに乗り込むのを見て店を飛び出したんだ。それからひとりで飲んでた」

「どうして彼女と会ってたの？　仕事のことなら言わなくていいです」

「仕事にはまったく関係ない」

　彼の腕の中で身をこわばらせ、息を吸い込んで臨戦態勢に入った私の背中を彼があやすように撫でた。

「まあ最後まで聞け」

　私を見つめる彼の目はおかしそうで、それでいて苦しそうで、優しくて、いろんな感情がこもっていた。短いキスのあと、彼は説明してくれた。

「やっとイベントが終わって顧客じゃなくなったからな。ブーケ・ダンジュとは取引関係を続けるが、鬱陶しいオマケを押しつけられるのはもうたくさんだと、オマケ本人に説明した」

　オマケ本人という表現に吹き出しそうになったけれど、蓮司さんは本気で頭に来ていたらしく、真面目に続けた。

「乃梨子にいろいろ仕掛けてくるのはわかってた。でもあそこまでひどいとは予想していなかった。悪かったよ。ずっと謝りたかったけど、イベントが終わるまでは顧客だからと思ったんだ」

「もうちょっと優しくしてほしかったです」

「優しくするのは橘の役割だからな」

　蓮司さんはどうしても橘部長が気に入らないらしく、綾瀬花音の話をするときよりさらに苦々しい顔になった。

「あいつは女好きだからな。悪気はないんだけど」

「モテるからでしょうね。優しいし、私は好きですよ」

　素直に褒めたら蓮司さんにすごい顔で睨まれた。

「お前は鈍感だからわかってない」

　それから彼は教えてくれた。

「見合いは最初、橘がお前の相手だったんだ。俺がそれを横取りした」

「どうして……？」

「正確に言えば、橘にするか俺にするかで父親は迷ってたんだ。俺は元々見合いなんかする気はなかったし、戸籍上は他人だから父親からはなにも受け取らないつもりだった。でも相手が白川乃梨子だと聞いて、俺でなければ橘にすると聞いて、願い出ずにはいられなかった」

「じゃあ……それって……」

　その当時から私を好きでいてくれたということ？　信じられない思いで彼を見上げる。

「悪かったな。お前が橘派で俺のことを大嫌いなのは知ってたんだけどな」

　蓮司さんは全然悪いとは思っていない顔つきで笑ったけれど、それから少し自嘲気味に苦笑した。

「でも生き地獄だったよ。ただ橘に渡さず手元にしばらく置いておくだけのつもりだったのに、余計に好きになっていった。欲しくて欲しくてたまらなかった」

「嘘！　何回も私に恥をかかせたじゃない。それに枕を持って部屋に行ったときも冷たかったし！」

「お前、俺に対して自分がどんな仕打ちをしたか自覚あるのか？　あの夜、俺はほとんど寝られなかったんだからな。隣で気持ちよさそうにぐうぐう寝てるお前を見ながら悶々として、ああ少しでいいから触りたいなと。あの電車の痴漢野郎と変わらない気がして自分が嫌になった」

　思わず大笑いしてしまい、「うるさい」とキスで止められた。

「手を出してくれないから、ずっと悩んでたのに。私って色気がないのかなとか、初めてだから面倒臭いのかなとか、私を好きにさせてこっぴどく振って会社をやめさせる計画なのかなとか」

「最後の妄想、どれだけ俺は性悪なんだ」

「だって面接のときから虐めまくったじゃない！　人を小バエみたいに言って」

　最悪の出会いからこんな未来があるなんて想像もしなかった。あの黒歴史まで愛おしくなる。

　そして、次に彼が教えてくれたことに胸がいっぱいになった。

「もしかして、あの面接で俺は乃梨子に惚れたのかもしれないな」

　私よりずっと先に彼は私を好きになってくれていた。いいえ、私だってきっとあのとき、あそこまで怒り狂ったのは彼が特別な人だと本能で感じていたからかもしれない。

　でもその盛り上がりにはすぐ冷水が浴びせられた。

「まあ、惚れたかどうかは別にして、あれからお前を虐めるのが快感になったのは事実だ」

「変態」

　笑いながら詰ると、「変態で結構」とキスが返ってきた。

「面接か……懐かしいな」

　彼は見たこともないぐらい優しい顔で目を細めて笑った。

「面接で、俺は名前を記憶していたからわかってたよ。白詰草の花畑がなくなったと言って泣いていた子だと。お前はすっかり勘違いして橘だと盛り上がってたけどな。だから父親が誰なのかは言わなかった。俺にとっては社長の息子であることは重要ではなかったし、じきにお前は俺との同棲に耐えられなくなって出ていくんだろうと思ってたし、あえて思い出を潰すまいと思ってた。あのときはね」

「あのときは、ってどういうこと？」

「手放せないぐらいに好きになっていった。乃梨子の悪戯いたずらも、なにをされても可愛くて仕方がなかった。好きになればなるほど苦しくて、優しくするのが難しくなっていった」

「充分、優しかったですよ。さっきももっと早く消えるはずだったのに、優しかったことを一つひとつ思い出して泣いてました」

　カップ酒がそこら中に転がるキッチンの床で、私たちは見つめ合った。私がさっき暴れたせいなのか、隅っこでは踏み台が引っ繰り返っている。最高の夜景はいらない。お洒落なシチュエーションもいらない。ただ彼がいればいい。

「乃梨子」

　蓮司さんが両手で私の頬を挟み、真剣な表情で囁いた。

「もう、俺のものにしていいか？」

「……はい」

　ふたりの柔らかな息が重なった。

　その夜、私たちは彼の寝室で初めて本当の夜を過ごした。

「乃梨子はいつも仄かにいい香りがする」

　彼が私の首筋に唇を這わせながら言った。なにか答えようとしても、息が震えて声を出せない。服は半分脱がされただけなのに、すでに私の息ははしたなく上がっている。

「こら、抵抗するな」

　さらに脱がせようとする彼の手を押さえると彼に耳みみ朶たぶを噛まれた。

「だって……」

「余計に興奮するだろ」

　抵抗していた手を慌てて退けたら、彼がふふんと笑って狙っていた服をするりと取り去った。嵌められたとあとから気づく。

　いったい夕方から私たちは何度キスをしたのだろう？　唇にも身体にも無数のキスが降り注ぐ。唇で、指で、こすれる彼の肌でかきたてられる感覚に息が乱れた。

　でも、こんなときにも彼は私を辱めることを忘れない。

「鼻は大丈夫か？」

　まだ詰まり気味の鼻をくちゅ、とつままれる。

「触らないでよ！」

「じゃあ仕方がないからこっちを触る」

　思わぬ場所に彼の指が這っていき、恥ずかしいぐらい甘い声が漏れる。いったいどこからどう攻撃されるのかわからず、まだなにも始まっていないのにすでに私は死にそうだ。

「私は、なにをしたら、いいの……？」

　すでに身を隠すものはすべて取り去られていて、何度も私は耐えられずに声をあげている。それでもまだ彼は私を煽ることをやめてくれない。なにか仕返しをしたいのに、悔しいことになにをしたらいいのかわからない。

「お前はなにもしなくていい」

「そんなの嫌」

　絶え間ない愛撫を受けながら私は首を横に振った。

「は、初めては、面倒臭いって、思われてるんじゃないかって、悩んでた」

「あのな」

　彼の指と唇が止まり、私の顔を力強い目が覗き込む。その目はたぎるような欲情と優しさにあふれていた。ああ、私はちゃんと女なのだと――この人にこんな表情をさせられるのだという喜びがこみ上げて身体の芯を震わせる。

「誰がなにを言おうが、俺にとってお前の初めては大事なんだよ。心が手に入らなければ諦めるつもりだった。身体だけ奪ったら、お前にとって悲しい記憶になるだろ。二度と取り戻せないんだからな」

　私たちは三カ月も迷走していたけれど、この夜のために彼はずっと我慢してくれた。勢いではなく、成り行きではない夜のために。

「お前の初めては、俺にとってものすごく、貴重なんだよ」

　彼の息も乱れていた。私を虐めながら私のために我慢を重ねる愛おしい人。

「蓮司さん」

　息を乱しながら彼の頬に触れる。

「好き……好き」

　囁くごとに身体に感じる疼きは高まっていく。彼もきっと、同じ。

「好き」

　彼の顔を引き寄せ、私からキスをした。

「だから、どうすればいいのか教えて」

「乃梨子」

　唇に頬に身体に、彼の熱い息が降り注ぐ。

「俺が全部教えてやる」

　ひとつになる瞬間を迎え、彼を見つめる。ベッドの流儀に無知でも、どんなに痛くても、もうなにも不安はなかった。

「俺がどれだけお前を好きか、教えてやる」




　それから私はとても恥ずかしいことをたくさんされ、とても恥ずかしい声を何度もあげ、あとから思い出したら死にたくなるぐらい恥ずかしいことを何度も口走った。

　痛くて甘くて苦しくて、最高に幸せで、そして次の日起きられなくなるぐらい疲れること。

『女の子はみんなお花なのよ』




　その夜、私は彼の腕の中で初めて蕾を開き、彼のためだけに咲く花になった。










エピローグ




　半年後、橘ホテル東京の副社長室。立ったまま腕組みをする私は、副社長席で腕組みをする蓮司さんと睨み合っていた。

「岩ひとつでどれだけ時間がかかるんだ？」

「最高の天然ものがいいと注文をつけたのはそちらでしょう。工場で作ったものではないし、取り寄せられるものでもないから、現地に足を運んで吟味してるんです。私が毎日飛び回ってるの、知ってるでしょ？　もう少し待っていただけませんか」

「リニューアルオープンは一カ月後だ。客の前で岩を運び込むつもりか？」

「それもいいショーになりますよ。クレーンを使うので結構面白いんです。それか適当な岩で手を打つか。どこで妥協するか、ですね」

　ふたりの間に不穏な沈黙が落ちる。

　あれから私の父は回復し、母の厳しい体調管理のもと、とりあえず社長の職務に戻っている。父は社長でいるのが生きがいなのだ。私はそんな父を支えるため、白川花壇の副社長として日々忙しく走り回っている。私が目指すのは白川花壇にしかできない仕事をすることだ。大量販売は狙わない。売上日本一も狙わない。

『箱を見ればわかります』

　家元にかけられたあの言葉をまた聞けるように、腕のいいバイヤーや優秀な職人を呼び戻し、廃れていた造園業をこの半年で立ち直らせた。生花事業はテナントを絞り、大量販売のために花と人材の質を落とさないことを目指している。

　今、蓮司さんとこうやって揉めているのは、私たちがお見合いをしたあの郊外のホテルのリニューアル工事に関してだ。庭園のリニューアルは開業時と同じく白川花壇が手がけることになった。

「一週間以内にこれはと思うものをいくつか画像でお見せします。それ以外のものはもう手配できています。たくさんのお客さまに長く愛でられるものだから、納得のいくものを提供したいんです」

　私が真面目に畳みかけると、蓮司さんは渋々といった様子で頷いた。

「では、私はこれで」

　出口に向かいかけた私はくるりと振り向き、彼に問いかけた。

「あと二十分で私たちの式の打ち合わせなんだけど、行くわよね？」

　すると蓮司さんは勿体ぶったように考え込む素振りを見せた。

「さあ……どうするかな。工期が遅れそうだと各方面に連絡を入れなきゃいけないから、俺は無理だろうな」

「あら、そう」

　家でも仕事でもなんて嫌味ったらしい男。私はヒールの音を鳴らして出口に向かうと、ドアを開けてから捨て台詞を返した。

「じゃあ、担当の橘部長とふたりきりでみっちり打ち合わせしてきます」

「おい、待て」

　ドアの閉まり際に聞こえた彼の声に忍び笑いを漏らしながらホテルロビーに向かう。面接のときはあのタイミングでこけたんだっけ。

　半年前まで私の職場だった橘ホテル東京のロビーは以前と変わらず優雅で美しく、ゆったりと客を迎えている。去ってもなお愛着の消えない、大好きな場所。大好きな人たち。

　ブライダルサロンに向かう途中には白いフェンスで覆われた一角がある。そのフェンスには、白いバラやダリアに白詰草とクローバーをあしらったウェディングブーケの写真と白川花壇の文字が入ったパネルがかけられ、今年の冬のテナントオープンを告げている。

　夏に行われたコンペでブーケ・ダンジュを含めた数社に勝ち、白川花壇が契約権を獲得したのだ。ブーケの画像はその際に使われたもので、初々しい花嫁を連想させるナチュラルさが評価を受けた。

『私、日本一素敵なお花屋さんになるの』

『いつか買いに行くよ』

　蓮司さんは敢えてコンペの選考委員に入らなかったけれど、二十年前、彼と交わした約束は奇しくも守られたことになる。

「お久しぶりね」

　白川花壇の名前を万感の思いを込めて眺めていると、背後から声をかけられた。この声は当分記憶から消えそうにない。振り返ればやはりバーミリオン。

「春にまたここでトークショーをさせていただくの。お茶会はもう懲り懲りだけどね」

　綾瀬花音の言葉に吹き出しつつ、笑顔で挨拶する。

「ご無沙汰しています。レギュラー番組が決まったと聞きました。おめでとうございます」

「そちらもテナント出店、おめでとう」

　なぜ年下の彼女がため口で私が敬語なのか不明ながら、これぐらい図太くないと芸能人は務まらないのかしらと考える。

「これからは芸能界メインでやっていくの。芸能界入りは蓮司さんに勧められたのよ。六月のイベントが終わった日、銀座で彼と過ごしたときにね」

　彼女は得意げにそう言って、赤いグロスの口角を上げた。たしか彼は彼女にオマケを押しつけられるのはもうたくさんだと突っぱねたはずなのに、どういうこと？

「あなたは花の世界にはもったいない。花より目立ってしまうって。たしかに、花より私自身にファンがついてるから、まあそうなのよね」

　天は二物を与えずというけれど、彼女は顔だけを得て、煮ても焼いても食えない性格はもうどうしようもないらしい。

　そんな私の心中を読んだのか、彼女は少し悪戯っぽく笑った。

「なんて高慢で嫌な女だろうって思ってるでしょ？」

　私が笑い出し、彼女も笑う。

「嫌いじゃないです。その性格」

　彼女は私の言葉を聞いて満足そうに微笑んだ。

「このぐらい性格が悪くないと芸能界ではやっていけないのよ。じゃあまたね」

　赤いドレスに栗色の髪を揺らして綾瀬花音が去っていくのを見送っていると、私の隣に先ほどまで対峙していたグレーのスーツが並んで立った。蓮司さんだ。

「オマケはいらないって言い渡したんじゃなかったの？」

「なにか言ってたか？」

「あなたは芸能界に向いてる、花の世界にはもったいないって。得意そうに自慢されたんだけど」

「うまいこと抜粋されるもんだな」

　隣で蓮司さんが笑う。意地悪で冷徹で、でも笑うととても魅力的な私の初恋の人。

「芸能界には恐ろしい先輩方が大勢いらっしゃるからな。俺たちが手を汚さなくても、ぺしゃんこに潰してくれるだろう」

　彼女に芸能界転向を勧めた恐ろしい意図が明かされ、呆れて隣を見上げる。

「……蓮司さんって思ったより真っ黒なのね」

「今頃知ったか」

　彼は笑い、私の手を取った。

「さあ、行こう。三時からだろ？」

「橘部長とふたりきりでみっちり打ち合わせするはずだったのに」

　口を尖らせるふりをしながら、しっかり彼の手を握り返す。

「絶対だめだ」

　笑いながらブライダルサロンに歩き始めた私たちを、白詰草のブーケが微笑んで見送っている。

　花言葉は〝約束〟。私は彼の隣で怒ったり拗すねたりしながら、あの遠い日の約束を、そして祭壇の前の誓いを守っていくだろう。十年後も、二十年後も、ずっと。
















特別書き下ろし番外編










【鷹取蓮司編】




「……見合い？　私が、ですか？」

　橘ホテル東京、事務棟最上階。スイートルームと同等に贅を尽くしたその部屋で、俺はある人物と対峙していた。ホテルランキング国内最高位を不動のものにしている名門ホテルグループの総帥であり、遺伝子的には俺の父親にあたる橘社長だ。

「見合いなどする気はありません」

「いいお嬢さんなんだがな……」

　にべもない俺の態度に、橘社長は深いため息をついた。

「蓮司――いや鷹取くんには父親らしいことを何もしてやれなかった。今さら、というのはわかる」

　俺の名前を呼びかけて、橘社長は気まずそうに言い直した。別に俺は反抗期の中学生のようにやみくもに逆らっているわけではない。親子関係が明らかにされたときから一貫して、不要なものは不要と断ってきただけだ。戸籍上の父親がいなくても不自由を感じていないし、後継者の椅子や財産はしかるべき人々が受け取ればよい。

「今さらなどと恨みがましく考えているわけではありません。私に結婚する気はない、ただそれだけです」

「結婚に否定的な考えを持たせてしまったことに責任を感じるんだ」

「別に否定はしていませんよ」

　求めてもいない罪悪感を鬱陶しく感じつつ、こんな堂々巡りの会話に付き合ってしまうのは、やはり俺にも多少なりの情があるのかもしれない。

「僕としては、橘恭平くんより蓮――鷹取くんに受けてほしいんだよ」

　何度も言い間違える父親に根負けし、俺は呆れ半分に話の先を促した。

「相手の女性は？」

　すると途端に橘社長はうれしそうな顔になった。罪滅ぼしというのではなく、ただ純粋に、血を分けた唯一の息子になにかを与えたくて仕方がないのだろう。

　ただし不要な妻と窮屈な人生を押しつけられるのは御免だ。はなから断る気でまあ話だけ聞いてやろうというスタンスだったのに、父親の次の言葉を聞いた俺は心の内で思わず反応してしまった。

「営業企画部の白川乃梨子さんだ。蓮司も知ってるだろう？」

　白川花壇のひとり娘である彼女とは四年前に出会った。というより、正確には再会した。俺が中学生の頃、まだ子供だった彼女と一度だけ会ったことがある。他愛もない会話をしただけの出来事だったが、あとになって彼女が名門の子女であることを知り、少し失望したことを覚えている。当時の俺は自分の父親に興味を抱きつつも、両親の運命を狂わせたセレブリティの汚い世界に嫌悪感を抱いていた。だから奇しくも面接で彼女と再会したとき、育ちのよさがうかがえる美しい令嬢へと成長した彼女を見て、必要以上に白川家の魂胆を指摘してしまったのだが。

　知性と柔らかさが同居する大きな瞳。生意気にツンととがった小ぶりな鼻。美しい顔立ちにサラブレッドゆえの気品が漂う彼女には、そこらの男が手を出せないオーラがあった。しかし実像はかなり面白い女でもある。少しからかうと意地を張って全力で向かってくるのが可愛らしく、加虐心を煽られてしまう。

　目の前では橘社長が彼女について熱心に語っている。

「芯のしっかりした女性でね。和装が似合いそうな美人だ。仕事ぶりも真面目で丁寧で素晴らしいよ。白川社長はおそらく橘恭平くんを想定しているんだろうが」

「私が断れば橘部長に話が行くということですか？」

「まあそうだ」

　橘社長は難しい顔で頷いた。

「いずれは白川花壇を継ぐ女性だからその点は悩ましいんだが、またとない女性なんだよ。僕の本音としては後継者の椅子もこの縁談も、蓮司に受けてもらいたいなと」

「後継者の椅子は不要です」

　仏頂面で答えたものの、内心は決まりが悪かった。つまり縁談は受けるということを遠回しに言っているのだから。

　彼女を本気で手に入れようと思ったわけではない。白川乃梨子が俺を毛嫌いしていること、そして橘恭平ファンであることは百も承知だ。

　温厚で博愛主義者の橘恭平は女性に対する門戸が広い。王子と呼ばれ清廉なイメージだが、実のところなかなか女性関係は華やかだ。ただ、育ちがいい彼は目利きでもあり、白川乃梨子が相手ならば文句なしに年貢を納めるであろうことも予測がついた。彼がこれまで白川乃梨子に手を出さなかったのは、彼女が名門の子女であり、直属の部下だからだろう。

　橘はいい男だし、彼らはいいカップルになるはずだ。しかし俺は気に食わなかった。たとえ俺のものにならなくても、あの楚々とした外見に似合わず実は勝ち気でたくましい彼女が俺の目の前でほかの男のものになるのは見たくなかった。子供じみた動機だが、とにかく阻止したくなったのだ。

「じゃあ見合いをするんだな？」

「はい。ただし私の名前は告げないでください。釣書も省略で」

「それはまた厄介な……。白川社長になんと言ったものか」

　困惑顔の橘社長には気の毒だったが、俺は立場の強さを利用して押し切った。これが彼女と見合いに至った真相だ。




　ところが、橘と彼女が結びつくのを妨害しただけの見合いは思わぬ方向に転んだ。

「蓮司」

　見合いの翌日、内線で社長室に呼ばれ赴くと、橘社長はのっけから俺を名前で呼んだ。いかめしい顔を作ろうとしているが、笑いを噛み殺したような表情でもある。

「名字で呼んでください。秘書に聞こえます」

「白川社長から受諾の返事があった」

　俺の言葉が聞こえていないのか、父親は性急に本題を切り出した。大抵のことには驚かないのに、受諾という意外な返事に呆気にとられる。

「蓮司も受諾だな？　いやあ、蓮司は彼女のことを気に入るだろうと思ってたんだよ」

「どうしてそうなるんですか」

「責任は取るべきだ。僕が言えた道理ではないが、僕は今でも悔いている。なぜ愛を交わしながら容よう子こを諦めたのかと――」

「ちょっと待ってください。なんの責任ですか？」

　容子とは俺の母親の名前だ。なぜここで父の過ちや愛だなんだという話になるのかもわからない。

「社内の相手だし、しかも白川花壇のお嬢さんだ。蓮司も心を決めて越えたんだろう？」

「越えたとは、なにを」

「だから、一線だ」

「――はあ？」

　そこからは父の独演会だった。どんなに盛り上がったとしても見合いなのだから順序を守れということ、こうなったからには話を早く進めてしまおうということ。

　聞いているうちにだんだんと見えてきた。どうやら白川家の両親が暴走しているらしい。原因はおそらく着物だろう。俺にとっては濡れ衣でしかないのだが、彼女がこの状況に必死で抵抗している姿が浮かび、笑えてきた。

「お嬢さんは不安だろう。いっそ蓮司のマンションに迎えてはどうだ？」

　古い世代にしては大胆な意見に面食らうも、ここで俺は悪戯心を起こしてしまった。この流れに乗じて、しばらく彼女を手元に置くのも面白いのではないかと。

「わかりました。ただ、話を早く進める、ということは少し待ってあげてください。私はともかく、彼女には考える時間が要るでしょうから。一緒に暮らすなかで決めてもらえばいいでしょう」

「それは蓮司が強引に押したということか？」

「そうです」

「そうかそうか」

　やたらにうれしそうな橘社長をさらに喜ばせるのが不本意ではあるが、あえて嘘をつく。彼女をしばらく拘束する代わりに、逃げ道は残してやろうと思っていた。




　それぞれの思惑はバラバラながら、周囲が総出で彼女を追い込む形で同棲が始まった。これまで自宅に女性を入れたことはなく、誰かと一緒に暮らすことは想像したこともなかった。橘社長が言うように、俺は結婚に対してやはり否定的なのかもしれない。手に入れたいと思う女がいても、生活を共にするほど深く関わりたいとは思えなかった。おまけに上流階級には軽蔑の念があり、彼女のことも斜めに見ていたはずだった。しかし一緒に住んでみると、それは見る間に氷解していった。

　彼女の生活ぶりはお嬢さまらしからぬものだった。たまたま外で見かけたときは、駅なかの立ち食い蕎麦屋から満足そうな顔で出てくるところだった。彼女が我が家に来てから冷蔵庫が妙に匂うなと思ったら、保存容器にぬか床が仕込んであり、キュウリが二本漬けてあった。早朝、ベランダに干したまま取り込み忘れている古ぼけたジャージを見てつい吹き出す。俺に隠れて部屋で穿いているらしい。毎晩帰宅すると彼女が部屋から出てくるのに少し時間がかかるのは、ジャージから着替えているせいだろう。だから俺も気づいていないふりをしていた。

　もっとも、彼女は俺に好かれたいとは微塵も思っておらず、むしろその逆だ。彼女はこの同棲が白川花壇を排除する罠だと思い込んでいるらしい。だから俺から逃れようとあれこれ仕掛けてくるのだが、どれも逆効果というか、俺からしてみれば余計に可愛く思えるばかりだった。

　しかし俺が白川花壇の排除を画策しているというのは当たらずとも遠からずで、リスクヘッジと公平性のために取引先を分散させる計画を進めていた。これまでは白川花壇が取引をほぼ独占していたが、関西地区ではブーケ・ダンジュのほうが人気が高く、集客力がある。しかも白川花壇の経営状態は右肩下がりで、有効な改革を打ち出す気配もない。

　そうした水面下の動きのなかで、白川花壇の打倒を狙うブーケ・ダンジュからはえげつないほどの接待攻勢が続いていた。もちろん断ってはいるのだが、すべてというわけにはいかず、そこには色仕掛けのつもりか俺には必ず綾瀬花音があてがわれた。

　綾瀬花音は正直で表裏のない乃梨子とは対照的な女だった。まだ世間知らずの若い女性だというのに、俺に対する媚のいやらしさは虫唾が走るほどだ。そんな接待のあと、帰宅して乃梨子を見るとほっとした。

　ソファーで眠り込んでしまった乃梨子を起こそうとして手を止める。風呂上りのつるんとした頬に伏せられた長いまつ毛。昼間はきっちりまとめられているが今は解かれた柔らかな髪。少し緩んだ桜色の唇。昼間とは打って変わってあどけなさの漂う寝顔は同時になんともいえない色香があって、愛おしさと情欲が日々増していく。まともに触れたことすらないのに、これまでに関わったどんな魅力的な女も記憶から消えてしまうほど、俺にとって唯一の存在になっていった。そうしてこのままずっと傍にいてほしいと願うようになった。もし彼女がバージンでなければ、強引に誘惑して身体だけ手に入れ、人生も含めた彼女のすべてを拘束することもできただろう。でも、できなかった。彼女は明るく勝気な性格の奥にとても清らかな優しさを持っている女性だった。俺の一方的な欲でそれを手折るようなことはできなかったのだ。

　彼女の優しさや気高さは生ける花によく表れていた。橘ホテル東京の館内随所にあるフラワーアレンジメントは総務部が管轄している。そこで出る廃棄予定の余った花材を俺は総務部の女性に怪訝な顔をされながら貰い受け、乃梨子のために持ち帰るようになった。買い求めずわざわざ廃棄分ばかりを持ち帰るのは、花が捨てられることを乃梨子が悲しむからだ。花を扱う彼女の表情と手つきには愛情があふれていて、俺はいつも尊敬をもってそれを眺めていた。今の白川社長の経営のまずさは商品である花に対する哲学の欠落が災いしているのだということが彼女を見ているとわかる。彼女なら白川花壇を正しい方向に建て直せるだろう。そういう意味でも、彼女は俺にとって稀有な人だった。

　それに比べ、綾瀬花音の生ける花は、花が気の毒になるほど魅力を感じなかった。彼女の人気は主婦たちの気まぐれなブームであって、じきに熱が冷めれば彼女の花などその浅薄さゆえ忘れ去られるのは目に見えている。ただしブーケ・ダンジュという企業自体は洋花部門で優れたセンスと調達力を備えていて、ウエディングを主とするホテルのバンケット部門には魅力的な取引先だった。

　関西地区はブーケ・ダンジュ、関東地区はやはり今も名門のブランドイメージを誇る白川花壇という構図が俺のなかでは固まっていたが、ブーケ・ダンジュはそれで満足しなかった。というより綾瀬花音が父親を焚きつけ、さかんに橘ホテル東京に絡みたがったのだ。とりわけ乃梨子に対抗心を燃やし、綾瀬花音のイベント担当に乃梨子を据えろと要求してきた。

　ちょうどその頃、俺はというと、まるで思春期の中学生のように乃梨子への煩悩でのたくっていた。ふたりで訪れた伊香保温泉で我慢できず乃梨子に触れてしまったからだ。見合いの席でもそうだったが、乃梨子ほど和装が似合う女性はいないのではないかと思う。上気した素顔に浴衣を着た彼女は、これまで必死で持ちこたえてきた俺の理性を呆気なく崩してしまった。

　なんとか思いとどまったものの、それ以来、彼女を我がものにしたいという男の欲望はいよいよ顕在化し、俺を苛んだ。しかしそんな俺の煩悩も知らず、乃梨子は無邪気に枕を持って俺のベッドに遊びにやってくるのだからたまったものではない。初期の頃と同じく俺への嫌がらせ作戦なのかどうか考えようとしても、愛おしさと欲望が邪魔して冷静な判断力など吹き飛んでいた。

　一方でイベントが近づくにつれ、綾瀬花音による乃梨子への攻撃はエスカレートしていった。乃梨子はプロ意識を持って応えていたが、俺はそんな彼女をただ見守っているだけだった。いずれ白川花壇を背負っていく彼女にとって、敵の内情を知るいい機会になると思っていたからだ。それにイベントが終わるまで綾瀬花音は顧客であり、俺と乃梨子が同棲していることは仕事に無関係でなければいけない。

　しかしそれは俺たちの関係を悪化させていった。家で仕事の話をしないことはこれまでと変わりなかったが、ふたりが交わす会話はしだいに表面を繕ったものになり、温泉旅行で一度近づいたかに見えた距離は徐々に開いていった。好きになればなるほど自分が公正さを欠いてしまうのではないかと俺が頑なになってしまったせいだ。白川花壇の運命を左右する職務であるがゆえ、また実際に白川花壇の関西地区での契約を事実上ゼロにした張本人であるがゆえ、俺は乃梨子への恋情との板挟みになっていた。

　でも、イベントさえ終わったら乃梨子に俺の本心を――お前がほしいと伝えるつもりだったのだ。

　イベント最終日の夜はブーケ・ダンジュとの祝賀会に呼ばれていた。綾瀬社長の顔を立てるため一応は顔を出したが、早々に席を立つ。しかし店を出る俺を綾瀬花音が追いかけてきた。

「ふたりきりでお話できませんか？　相談したいことがあるんです」

　綾瀬花音は俺の腕に身体を押しつけ、上目遣いで囁きかけてくる。

「あなたが主役なのに、いいんですか？」

「……私の目的は鷹取部長だけだから」

　このとき、俺は誘いに乗ってしまった。綾瀬花音に惹かれたのではない。乃梨子の仇討ちをしたくなったのだ。しかしあとから思えばこれが裏目に出た。こんな最低女の顔など金輪際見たくないと思っていたのだから振り切って帰ればよかったのだ。

　綾瀬花音と祝賀会の会場を出たあと、俺は大通りに面したダイニングバーを選んだ。ここは煌々と明かりがついていて、通りから客席がよく見える。薄暗いバーのカウンターでしなだれかかられるなどまっぴら御免だ。

　綾瀬花音は明るすぎる店内と大きなテーブルで隔てられた距離に少々不満顔だったが、最近開始した芸能活動について自慢げに語り始めた。

「魅力的な俳優さんとたくさんお目にかかれるんですけど、誘惑されることが多くて困ってるんです」

　簡単に声がかかるのはそれだけ価値のない女だからだろう。俺はうんざりして水割りを飲んでいた。

「それで……恋人のふりをしてもらえませんか？」

「……なぜ僕が？」

「だって蓮司さんはとても魅力的だし……。それに今回、白川さんのせいで何度もトラブルが起きましたけど、そのたびに蓮司さんは私を庇ってくださって……本当は少し、惹かれてます」

「なるほど」

　突っ込みどころがありすぎて鼻で笑うしかない。

「まず申し上げておきます。下の名前で呼ばれるような間柄ではない」

　グラスを置き、彼女を冷ややかに眺めた。これほど着物が似合わない女性も珍しい。

「それから、トラブルとは？　自作自演の装備抜きの件ですか？」

　乃梨子はあの日、帰宅してから泣いたはずだ。俺に「おかえりなさい」と一言告げると充血した目を隠すように部屋に入り、それきり出てこなかった。この女のせいだけじゃない。ちゃんと事実をわかっているよと俺が一言でも優しい言葉をかけてやるべきだったのだ。

「自作自演って白川さんのことですよね？　あの方が今回、私の代役を務めるよう仕組んで自分の売名をしようとしたことは許してます。それより私は蓮司さんが心配で……。同棲してること、彼女から知らされてショックでした。きっと彼女の策略に蓮司さんが巻き込まれたのだとお察しします」

「彼女とあなたとは雲泥以上の差があります。生ける花も、女性としても、なにもかもね。あと、同棲に持ち込んだのは僕のほうです」

「へ？」

　綾瀬花音は意味がわからないらしく、きょとんとしている。こんな女に費やす時間がばかばかしくなり、もう攻撃はやめることにして席を立とうとしたそのときだった。信じられない光景が俺の目に飛び込んできた。

　乃梨子が橘恭平と一緒にいたのだ。それだけではない。抱きかかえられるようにしてぴったりと寄り添い、歩いていた。乃梨子はカップ酒二杯で酔える女だ。あの顔は完全に酔っている。しかも一緒にいるのは乃梨子の理想の男、橘恭平で――。

「恋人のふりだけじゃなくて、本当の関係でもいいの。私、彼女よりあなたを楽しませてあげられるわ」

　俺の嫌味をまったく理解していない綾瀬花音がなにやら言っていたが、俺は聞いていなかった。視線の先で、橘が乃梨子を抱きしめたのだ。

　やめろ――。

　俺の心の中の絶叫をよそに、橘は乃梨子を抱いたままタクシーに乗り込んだ。思わず立ち上がる。しかしガラス越しでは止められるはずもなく、非情にもタクシーのドアは閉まり、ふたりを乗せた車はテールランプが流れる街路へと紛れていった。

　いても立ってもいられず、店の出口へと向きを変えた俺はふと足を止め、振り返った。綾瀬花音は場所替えだと勘違いしたらしく、嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「静かなところに行きたいわ。ふたりきりになれるところに。蓮司さんなら、私――」

「いや、あなたはこのまま飲んでいてください。僕はこれで失礼します」

「えっ？」

　今さら店を出たところであのふたりを追いかけられるわけではない。ついに結びついてしまったふたりに割って入れるものでもない。ふたりが抱き合う姿を目の当たりにした衝撃のまま、辛辣な本音を口にする。

「あえて忠告させてもらうが、華道もどきを厚かましく人前で披露するのはやめた方がいい。洋花に関してもだ。人品の卑しさ、知性の浅薄さが生ける花に如実に出ている。メッキが剥げる前に芸能界に専念したほうがいいんじゃないか？　花より目立ちたいなら向いているだろう」

　綾瀬花音もさすがに理解したらしく、唇をわなわなと震わせている。

「ブーケ・ダンジュとは取引を続ける。しかし、あなたは不要だ。橘ホテルグループにも僕にもね。鬱陶しいオマケをビジネスの場に持ち込むならほかの取引先を考える。綾瀬社長にそう伝えてくれ」

　そう言い捨てると俺はさっさと店を出た。出たところで行くあてはない。あの様子だと橘は乃梨子に意思表示をして、乃梨子もそれに応えたのだろう。だから今頃、乃梨子はあいつのものに――。

　行きあたりの店に入り、酒をあおる。乃梨子がいない家に帰る気になれず、ひたすら飲み続けた。




　酒には強く、二日酔いになったことはない。一睡もしないまま銀座で一晩を過ごした俺は翌日も普段通りの顔で出社していた。酒臭さは消したし、一度帰宅してシャワーも浴びている。

　しかし俺は絶不調だった。朝に見た乃梨子の顔が――綺麗に身なりを整えてはいるが寝不足を隠せない充血した目に衝撃を受けていた。やはり、彼らは一夜を共にしたのだろう。会議で橘と顔を合わせたとき、意味ありげにニヤニヤされて爆発しそうになった。

　それでも今夜こそ、帰宅したら彼女に告げよう。たとえ橘のものになっていても、俺はお前を好きなのだと。

　しかしそれは叶わなかった。乃梨子が会議室にやってきて、衝撃の事実を俺に告げたのだ。今日を最後に橘ホテルを退職すると。そして俺の家からも去ると。一カ月以上も前から決めていたそれを、彼女は俺には言わなかった。上司であるとはいえ、橘には打ち明けていたのに。

　他社との打ち合わせの間中、じりじりと時計を見る。乃梨子が去ってしまう。俺の家から、俺の人生から――。まるで身体をもがれるように苦しかった。去っていく彼女を止められるものではないとわかっていた。でも、ただ好きだと言いたかった。人生で初めて愛した彼女に。この先もずっと変わらず唯一の人である彼女に。







「いったい何時間迷う気だ？」

　ふたりが結ばれた夜から二カ月が過ぎ、俺たちは夏季休暇を利用して道どう後ご温泉を訪れていた。旅館で荷解きをしたあと、道後温泉のシンボルである神の湯に入り、今はふたりで商店街を散策しているところだ。ここは砥と部べ焼の窯元が近く、商店街には陶器の店が多く並んでいる。乃梨子は先ほどから露店の棚の前でしゃがみ込んだまま動かない。

　乃梨子の背後で俺が番犬よろしく張りついているのは、浴衣から覗く彼女のうなじやしなやかな腰のラインが見えないよう、衝立になっているからだ。俺はどうやら彼女限定でうなじフェチらしく、ほかの男に見せるのが惜しくて仕方がない。我ながら情けないこの性癖を、ありがたいことに鈍感な乃梨子は気づいていないようだ。

「ねえ、どっちがいいと思う？」

　乃梨子がこちらを振り向いた。うなじは見えなくなったが、彼女のチャームポイントでもある大きな瞳が俺を見上げている。

「……どう違うんだ？」

　彼女が左右の手にそれぞれ持っている器は、俺の目にはたいした違いがあるようには見えなかった。

「絵付けが微妙に違うの。描く人が違うのよ」

「なるほど」

　そう答えはしたものの、やはり俺には違いがわからない。というより、久しぶりの乃梨子の浴衣姿に気もそぞろで、陶器をじっくり見ていられないのだ。

「両方買ったらいいんじゃないか？　お前、しょっちゅう割るし」

「割ってないわよ！」

　俺をにらみつけるこの目。これがたまらなく好きで、俺はよく彼女をわざと怒らせる。おそらくそれはずっと昔の面接のときに始まっていて、あれ以来俺はこの目に映りたくて仕方がなかったのかもしれない。同棲で初めてそれが恋愛感情だと自覚し、彼女を手に入れて初めて誰かに溺れる感情を知った。この勝気な瞳がベッドでどんな表情を浮かべるか、口答えばかりするこの生意気な唇がどれだけ甘い声を漏らすか、知っているのは俺だけだ。それからこの肌がどれだけ甘いか――。

　思考が怪しい方向に行きすぎたので、俺は咳払いをして目下の話題に戻った。

「この間、俺のマグを割っただろ」

「あれは自然に割れたのよ」

「なかなか説得力ある理屈だな」

「あっ！　そうよ、ここでマグ選んじゃう？」

　早く部屋に帰って彼女に触れたいのに、自らの発言のせいでそれがさらに遠のき、内心うなだれる。

　結局、商店街では花器にするための湯飲みと、ふたりで揃いのマグを選んだ。

「早く使いたいね」

　手をつなぎ旅館に戻りながら乃梨子がうれしそうに笑う。同棲を開始したときは慌ただしかったし、俺たちの関係が普通の恋人同士ではなかったから、こうしてふたりで揃いのなにかを選ぶのは初めてだ。これからひとつずつ増えていくのだろう。

「……あ」

　歩きながら考え事をしていて、俺は思わず声を漏らしてしまった。彼女の退職からのこの二カ月はふたりとも立場が大きく変わったから余裕がなく、考えてみればはっきりとプロポーズをしていない。

「どうしたの？」

「いや」

　乃梨子は仕事のことかと思ったらしく、それ以上突っ込んでこなかった。

　現在、俺たちはそれぞれの仕事で重い責任を負う覚悟を決め、歩み始めている。乃梨子は白川花壇の副社長に就任し、病気療養中の社長に代わり白川花壇の経営改革を進めている。橘ホテル東京にいた四年の間、彼女は白川花壇を外から眺めながら改革の青写真を描いてきたらしく、もう迷いはないようだった。父親のような派手な事業展開ではなく、顧客ひとりひとりのオンリーワンを目指すという方針転換は、業界に健全な流れを生んでいくだろう。やはり白川花壇はブーケ・ダンジュよりトップ企業にふさわしいのだなと俺は尊敬の念をもって見守っている。

　俺自身は父親である橘社長の希望を聞き入れ、経営陣に加わることを決めた。有力な後継者候補であった橘恭平に社を継ぐ意思がないことも理由だった。

『窮屈だし向いてないし、自由がいいんだよね』

　やっと肩の荷が下りたよ、と彼は俺の肩を叩いて笑っていた。長年従兄弟であることをお互い知りながら口にすることはなかったし、周囲にも明かしてこなかったが、ようやく隠さず話せるようになり、俺たちの関係も変わった。これからは信頼できる相方として組んでいけるだろう。ただし乃梨子を連れ去るふりをして俺をからかったことについては今でも根に持っているが。

　ようやく部屋に戻りふたりきりになったが今回も乃梨子の肩もみをさせられ、拷問タイムは続く。もはや温泉と俺の拷問――いや肩もみサービスはセットになっているらしい。

「明日もうどん食べようね」

「ああ」

　肩をもみながら答える。今日も昼にうどんを食べたのだが、乃梨子には行きたい店が何軒もあるようだ。

「あと、坊ちゃん団子も食べたい」

「ああ」

「あ、尾おの道みちラーメン食べたいな」

「ああ」

「ちゃんと聞いてる？」

　生返事ばかりになるのは、俺の理性を最も刺激する乃梨子のうなじを目の前にしているからだ。今回の浴衣は淡い紫色に桔梗の花が描かれていて、乃梨子によく似合っていた。肩をもむ振動で細い首筋が揺れ、後れ毛がふわふわと俺を誘っている。いったい俺はあと何分辛抱すればこれにありつけるのだろう？

「食べ物の話しかないことは聞いてる」

　乃梨子がプッと膨れたのがわかり、笑いながら後頭部にキスをする。

「尾道はしまなみ海道を通って行くんだよな？　レンタカーは予約してある」

「そうなの？　やったぁ！」

　乃梨子は撫で肩なのでマッサージしていると浴衣が乱れてくる。抜き気味になった襟を上げてやりながら、我慢しのぎに考える。今さらだがプロポーズをしたいなと。

　東京に帰ればまたふたりとも激務に戻るし、結納だなんだと親の介入があってなにひとつ自由にできない。名門同士ということもあり、またひとりっ子同士で親の思い入れが強いということもあり、双方の親の気合は凄まじかった。当然ながら式は橘ホテル東京で、親どころか全従業員に注目されるという羞恥プレイだ。担当は披露宴関係の総責任者である橘が引き受けると言ってくれているが、「宿泊するスイートルームは人払いしておくよ」とニヤニヤしていた。そう言われると余計にやりにくいじゃないか。まったく、実に窮屈だ。

「ねえ、もっと肩甲骨の下のあたりよ。……そうそう。あ、ちょっと違う」

「……あとで覚えてろ」

　前に回したい手を背中にとどめているだけありがたいと思ってもらいたい。

　もう充分すぎるほどマッサージして、充分すぎるほど我慢を重ね、ようやく俺は手を止めた。

「ありがとう。今度は私がやってあげる」

　伊香保温泉のときと同じく彼女がそんなことを言ってくれる。今日の俺は断らなかった。あのとき断ったのは、彼女に触れられたら理性が飛んでしまいそうだったからだ。想いが通じた今はもう抑えなくていいだろうか。伝えたい言葉も、激情のままに抱くことも。

「気持ちいい？」

「ああ、気持ちいいよ」

　乃梨子のマッサージは威力がなく、ただくすぐられているようなものだった。それでも背後では一生懸命頑張っているらしく、ふんふんと鼻息が聞こえてきて余計に笑いそうになる。日常のあらゆる瞬間に、強く思う。彼女は俺の人生の唯一の人だと。

「乃梨子」

　俺の肩に触れる細い手首を捕らえ、引き寄せた。畳の上。開け放した窓からは夕暮れの町の喧騒が聞こえてくる。俺たちらしい場所で、俺は唐突に、人生でただ一度きりの言葉を告げた。

「俺と結婚してくれ」

　俺を見上げる大きな目が真ん丸になり、それから彼女の頬が赤くなった。

「今さらだけど、ちゃんと言いたい。俺と結婚してくれ」

　もう結納も済ませているのに本当に今さらだ。乃梨子がなにも反応しないので少々決まりが悪くなってきた頃、ようやく彼女が小さな声で答えた。

「……はい」

　ほっとして彼女の身体に腕を回し、引き寄せたときだった。乃梨子が恥ずかしそうな声で俺に一撃を加えた。乃梨子はたまに無意識で俺を破滅させる。

「一生、蓮司さんにいじめられたい」

「いや……待て」

　せっかく真面目にプロポーズしたのに、そんなことを言われたら変な方向に行ってしまうではないか。理性の崩壊に抵抗するも、我慢を重ねた手は勝手に乃梨子の浴衣の帯に延び、疼く唇は彼女の柔らかな息を奪いにいく。

「今夜は思いきりいじめていいか？」

　畳の上に倒しながら囁くと、乃梨子は真っ赤な頬でこくんと頷いた。この、普段とのギャップがたまらない。

「あ……待って」

「もう遅い」

「窓が開いてる……聞こえちゃう」

「俺は静かなもんだけどな」

「私の声がうるさいって言いたいの!?」

　俺たちの喧嘩は一生続く。

ＥＮＤ










あとがき




　このたびは『蜜愛婚～極上御曹司とのお見合い事情～』をお手に取っていただき、ありがとうございました。春に短編で溺甘アンソロジー第二弾に参加させていただきましたが、単行本としては一年ぶり、二作目のベリーズ文庫作品になります。

　今回の作品のきっかけは、「違う路線にトライしてみては」という編集さんの言葉でした。これまでは切ない系の作品が多かったのですが、ずっとコミカルな作品を書きたいと思っていたので「やります！」と飛びつき、中身おっさんヒロイン乃梨子が誕生しました。素直で明るくたくましい乃梨子は書いていて本当に楽しかったです。

　実は幻のシーンがあります。蓮司に手を出してもらえず悩む乃梨子が書店で赤っ恥をかきながらハウツー本を入手するというもの。部屋でこっそり開くも、うぶな乃梨子は冒頭の図解で「ぎゃああ」と断念、「ダメ読めない」と布団を被っているところに蓮司が帰宅、ばれて没収、という場面です。文字数事情により割愛しましたが、皆さまの脳内で蓮司の反応などいろいろ想像していただけたらと思います。

　蓮司については特に後半、冷淡な印象が強いかもしれません。温泉での会話で示唆していますが、彼は若い乃梨子が経営危機に瀕する企業を背負っていくことを思い、あえて汚れ役を引き受け厳しく接します。一度だけ打ち合わせを途中交代したのは、花音の暴言に彼も耐えられず乃梨子を守ろうとしたためです。乃梨子の心が自分にあることに気づいておらず彼自身も苦しみましたが、彼の行動の奥にあるのは乃梨子への真剣な愛でした。また、橘部長がいい仕事をしてくれたのに彼にお礼ができなかったので、機会があれば橘部長にも幸せを運べたらいいなと思います。

　執筆の際は日程調整がうまくいかず大変なご迷惑をかけてしまったのですが、そんななか、あらゆる面でお力添えくださった編集の福島さんと編集協力の平林さんには感謝してもしきれません。また、乃梨子と蓮司の素敵な表紙イラストを描いてくださった蜂不二子さま、本当にありがとうございました。本作の出版にあたってご尽力くださったすべての方々に感謝しています。

　最後に重ねて、この作品を読んでくださった皆さまに心より御礼申し上げます。こうして作品を世に送り出す機会をいただけるのは、ひとえに応援してくださる皆さまのお力です。本当にありがとうございました。




白しら石いしさよ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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